


















































































バトルフィールドは空騒ぎ！2

～人形遣い～




著者　淺沼広太

イラスト　むらたたいち











電子版　ファミ通文庫





本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




　　ＴＶ

１　人形

２　Ｅ．Ｃ

３　戦団

４　侵入

５　敗走

６　過去

７　世界

８　決着

　　エピローグ

あとがき








[image: ]







　ＡエーＳエス．ＴＶテレビ




　橋を一つはさんだ向こう側に、灰色の廃はい墟きよ郡ぐんが立ち並ぶ。

　通称ビッグブリッジと呼ばれるこの戦場を新兵器の行こう軍ぐんが続いていた。

　全長六メートルほどの高さを誇る、二足歩行戦車だ。キャタピラの代わりに足がついており、ほぼ剝むき出だしの搭乗席と旋せん回かい砲ほう塔とうが装備されている。動きは鈍どん重じゆうだが火力は新兵器の名に恥じないものだった。

　幸運にも試し乗じよう会かいに当選した傭よう兵へいたちは、これから橋を渡った先の廃墟郡でその火力を堪たん能のうすることができる。ただの試乗会では張り合いもないということで、行政府が賞金を用意していた。廃墟のいたるところに配置された標的を最も多く撃破した傭兵には、賞金とこの二足歩行戦車が一台丸ごとプレゼントされる。

　さらにこの試乗会はそれ自体が賭かけの対象だ。参加した十六人の傭兵それぞれにオッズがつけられ、カジノ・バラクーダで一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう者たちの弾薬代がつぎ込まれている。

　一番人気はショットガンの名手で豪快な性格のライアット。次いでスナイパーとシールド使いのコンビである矛む盾じゆんブロス。実力ではそれに次ぐはずなのに、青年の人気は最下位だ。それもこれもすべて先日の白はく銀ぎん杯はいのせいだった。

　二足歩行戦車が全機、橋を渡りきったところで戦場に開始のブザーが鳴り響く。

「がーっはっはっはっは！　一番はいただきだッ!!」

　トレードマークのサングラスにアフロヘアを揺らして、最初に飛び出したのはライアットだった。旋回砲塔をたくみに操り、廃墟に設置された的を次々と撃破していく……のだが、一発必中とはいかずバラ撒まくように撃ち続け、主砲のバレルが焼け付く勢いだ。

　精度にかけるライアットの砲撃で、崩れかけていたビルが一つ完全に倒壊した。

「こいつぁ気持ちがいいなぁ！」

　二足歩行戦車の主砲は、戦場の地図を書き換えられる破壊力だ。途中からライアットだけでなく、他の参加者たちまで廃墟もろともターゲットを吹き飛ばし始める。

　その隙すきを縫ぬうように、青年は的だけを一つ一つ丁てい寧ねいに撃破していった。

「まったく……これだから単純バカは困ります」

　青年――サイレントキャンパーにとって、今回の試乗会はチャンスといえた。白銀杯で敵に命乞いをしたあの日から、不名誉な評判が立ってしまい今のキャンパーを迎え入れるチームは皆かい無むだ。しかも味方である自分を殺したストレイ・シープが賞しよう賛さんを浴びるというのは、キャンパーにとって理解不能な状況だった。

（――ここでトップをとれば私への信頼も回復しますよね。この世界は実力がものをいうのですから。それにしてもライアットやヘルハウンドが、なぜ私と同じ目にあわないのか……世論が私ばかりを狙うのはどう考えてもおかしいですよ）

　悪評から逃げる一番簡単な方法は、今の自分を捨てること……なのだが、他の傭兵たちの非難を避けるために名前や顔を変えるのは、サイレントキャンパーのプライドが許さない。ここ数週間は野戦でも敵チームには目のかたきにされて、味方は援護してくれず戦場で孤こ立りつ無む援えんもしばしばだ。チームが勝てないとふんで武装解除し、敵に素直に投降したにもかかわらず、殺されることのほうが圧倒的に多い。

　人の噂うわさも七十五日とはいうのだが、はたして七十五日が経過して噂が消えるのか、疑問に思えるほどサイレントキャンパーは虐しいたげられていた。

（――あれはすべて『白はく銀ぎん騎き士し団だん』の団長がいけなかったんですよ。私はだまされていただけであって、むしろ被害者だというのに……）

　心の中で愚ぐ痴ちをこぼしながらも戦車のスロットルは全開だ。軽快とは言いがたいものの、時速にすれば最高で六十キロくらいまでスピードを出すことができる。二足歩行戦車をサイレントキャンパーは廃墟の北側へと移動させた。レーダーに映し出されたターゲットの反応は戦場の西側に密集しているのだが、競争を避けて確実にスコアを伸ばす方が良策とキャンパーは踏んでいた。

　その予測は違った意味で、大当たりする。

　北側の広場に男が独ひとり立っていた。二メートル近い巨体だが程よく引き締まった体つきで、その瞳ひとみは獲物を狙う猛もう禽きん類るいのように鋭かった。

「なんです貴方あなたは？　ここは現在、抽選で選ばれた傭兵以外の立ち入りは禁じられているんですよ？　ああ、こんなことで時間をロスしている場合ではありませ……」

　二足歩行戦車の搭乗席から男を見下ろしていたキャンパーが声を呑のむ。男が無む造ぞう作さに戦車の足に触れると……二足歩行戦車の片足が飴あめ細ざい工くのようにドロドロに溶とけだした。片足を失い崩れ落ちるように戦車は横転する。キャンパーは搭乗席から放ほうり出された。何が起こったのかわからずに腰を抜かし、地面にはいつくばったまま動けない。

（――傭兵……そんなわけありません！　戦車を破壊するなんておかしいです！　スキルの範はん疇ちゆうを超えていますッ!!）

　男は二足歩行戦車の片足を溶かしきると、小型の無む針しん注ちゆう射しや器きを取り出し、自分の首元に投薬した。視線はキャンパーを見下ろしたままだ。

「い、いったい何者なんですか！　これは行政府の演習ですからこういった妨ぼう害がい行為は、しょ、処罰の対象になりますよ!!」

　小さく首を横に振ると、男は自分の端末を取り出す。

　男の端末に次々と死亡の表示が並んだ。矛盾ブロスもライアットも……サイレントキャンパー以外の十五人の傭兵すべてが倒される。慌あわてて体を起こしながら、キャンパーも自分の端末を確認する。

　生き残ったのは臆おく病びような青年だけだ。

「こ、ここここここここ殺さないで！　お願いですお願いしますからッ!!」

　おびえながらもキャンパーは腰のあたりに手を回した。護身用の拳けん銃じゆうを抜くと降参した振りをしたまま、迷わず男に向けて発砲する。

　一発、二発、三発と……至近距離で外はずす方が難しいのだが……弾丸は男に届かない。男の体をさきほどドロドロに溶かされた二足歩行戦車の装そう甲こうが、膜まくのように覆おおって弾丸を遮さえぎる盾たてになっていた。

「弱いな……それに見苦しい……気に入った。同志として迎えよう」

「ひぃいいッ!!」

　とっくに全弾撃ち尽くした拳銃のトリガーを何度も引きながら、サイレントキャンパーが悲鳴をあげる。握手でも求めるように拳銃に男の手が触れると、破裂した水風船よろしく銃は溶けて、地面に液体金属の水みず溜たまりが一つできあがった。男は先ほどの無針注射器に薬剤カートリッジをこめると、キャンパーの首筋にあてがう。

「ようこそ……Ｅ．Ｃエンチヤントメントへ」




　週しゆう末まつの旅りよ団だん、いきつけのＢＡＲバーのＴＶテレビにもその光景が映し出されていた。

「なんか凝こった演出だな。映画のＰＲか？」

「それにしては……ちょっとおかしくない？　だって、あれってサイレントキャンパーでしょ？」

「誰だれだそいつ？」

「…………それってボケてないわよねブリッツ？　天然なのよね？」

　テーブルでコーラを片手にブリッツが首を傾かしげる。毎度のことながらこんな調子のリーダーが、旅団の副リーダーを勤めるハナには頭痛の種だ。いっそ自分がリーダーに！　とは思わない彼女だが、自分が副リーダーに推すい薦せんされたのも、他のメンバーがブリッツの面倒をみたくないからなのでは？　と、ハナは邪じや推すいしたくなる。

　先日の白銀杯のあとで、週末の旅団は正式にチームとして行政府への申しん請せいと登録を行った。その際に満場一致でブリッツがリーダーに……そしてハナは副リーダーに推おされて、しばらくは野戦中心に活動を続け今に至る。

「んなことより、そろそろ出ないと……遅れたらコットンがうるさいからな」

「じゃあなんでわざわざＢＡＲに誘うのよ？　しかも私だけ!?」

「出陣前の景気付けにコーラを飲みたかっただけなんだが、コットンは用事があるっていうし、ジンノとウリューも連絡つかんし、シャドウはコーラ飲まないだろ？」

「ナスカはどうしたのよ？」

「なんでもコーラで乾杯するには星の巡めぐりが悪いんだとさ。ラッキーカラーはピンクで、黒は不吉な予よ兆ちようの波動がどうたらって……さて、こいつを一杯やったらひと仕事だ」

　コーラを飲み干して少年は笑ってみせる。

　二人が店を出ると、ちょうどテレビの画面が切り替わった。

「我々Ｅ．Ｃは本日このときをもって行政府の支配に対し、宣戦布告する……虐げられし者たちよ。力を求めし者たちよ。我が元へと集つどえ！　そして、ともにこの世界に変革をもたらそうではないかッ!!」

　どこか芝居がかった演説はＡＳ．ＴＶを通じて傭兵街だけでなく、各地の戦場で戦うすべての傭兵たちの端末に届けられていた。

　この時、世界の変容の始まりに気づいていたのは、まだごくごく一部の傭兵だけである。




　傭兵街の道路状況はここ最近変化しつつあった。自家用車が増えたのだ。だが、貧乏なブリッツには自動車など高たか嶺ねの花はなだ。レンタル代もバカにならず、自家用車にいたっては駐車場付きの事務所をもっていなければ、購入する権利すら得られない。

　自動車があれば便利だとは思いながらも、いつも通り歩道をハナと並んで歩く。行き先は行政府庁舎前の広場だった。

「そういえばブリッツ。車両には興味ないの？」

「免許スキルを取るのにもガオンがいるしな」

「あんたの場合弾薬代がかからないんだから、免許を取るくらいのお金はあるんじゃない？　別に自家用車を持たなくても、自動車とか車両は戦場で現地調達できるんだし」

「全部コーラ代で消えちまうんだよなぁ。そういうハナはどうなんだ？」

「私は治療スキルの講習受けたから、そっちを伸ばそうかなって。だってうちのチームって、治療みたいな補助スキルは誰も取りそうにないじゃない？」

「頼りにしてるぜ」

　少年のまなざしは真剣だ。見つめられてハナの頰ほおに若じやつ干かん赤みがかかる。

「……ば、バカ言わないの。できれば治療しないにこしたことないんだから！」

「そうはいっても、傭兵稼か業ぎようは危険と隣り合わせだからな」

　楽しそうに笑うブリッツに、ハナは少し不満げだ。

（――なんだか、これからは私の治療があることを計算にいれて突撃しそう……治療スキルを取ったのは逆効果だったかも）

「楽しみだなぁ。治療してもらうの！　早く死なない程度に怪け我がしないと」

　こうなった以上はブリッツに「怪我をするな！」と言うよりも、ハナ自身が治療スキルを伸ばして、少しでもしっかり回復させられるよう成長するほうが建設的だ。

「ふぅ……そういえば今日の戦闘も野戦よね？　いい加減、他のチームと試合組んだり行政府のミッションに参加したほうがいいんじゃないの？　せっかくチームになったんだし」

「そうしてもいいんだけど、なんつうか、今の状況で参加できそうなミッションは燃えないっつうか、食しよく指しが動かないんだよな……。試合組むにしても、こっちで予備メンバーの用意ができてないと、欠員が出たときに相手に悪い。ウリューのＢボＯツＴトがもうちょっとマシなら話は別なんだけどな。それにやっぱり、野戦で知らない相手と戦うのは楽しいぞ！　面白い奴やつは仲間にできるしッ!!」

「……はいはい」

　ハナがため息をついたところで、二人が歩く歩道に車が一台横付けしてきた。映画やテレビでしかみたことがない、やたらと胴長なダックスフントを思い起こさせるリムジンだ。運転手が降りてわざわざ主人のためにドアを開ける。

　高級車の後部座席から姿を現したのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美青年だった。

「やあ庶民の諸君。久しぶりですね」

　さらさらとした長髪に眉び目もく秀しゆう麗れいな顔立ちだ。一度会えば外見的にも中身的にも強きよう烈れつなので印象に残るはず……なのだが、ブリッツは首をかしげる。

「誰だっけ？」

「白銀騎士団の団長ですよッ!!」

「冗談だよ。覚えてるって」

（――ブリッツの冗談って、冗談に聞こえないのよね。天然すぎて判別できない……みたいな）

　ハナの心中を察さつすることなくブリッツは続けた。

「ここにいるってことは謹きん慎しんが解とけたのか。おめでとうな！　試合ならいつでも大歓迎だぜッ!!」

「まったく出で会あい頭がしらに決闘を申し込むなんて、庶民を飛び越えて野や蛮ばん人じんと揶や揄ゆされても仕方のない方ですね。とはいえ……いかに貴方が野蛮人であっても、一つお礼だけは言っておかねばと思いまして。先日の白銀杯で私は貴方と戦い……気づいたのです。指揮官であるこの私が、なぜ自みずから前線に赴おもむかねばならないのか？　とね」

「ほうほうそれで？」

「つまり、指揮官は指揮官らしく後方から下しも々じもの者たちに、的確な指示を与えていけばよかった……私の明めい晰せきな頭脳を最大限に生かすにはそれしかなかったのですよ。前回の敗因を挙あげるなら、私が前に出すぎたこと以外は考えられません。そもそも、接近戦で殴り合いなど言ごん語ご道どう断だん。野蛮人的すぎる行為といえるでしょう」

　ブリッツを鼻で笑ってみせる団長……だが、挑発されてもブリッツは目をきらきらさせていた。

「お前すごいな。天才だ」

「ええ。言われるまでもなく天才ですから。あなたのような庶民の凡ぼん才さいにも、この私のあふれ出る才能という名の雫しずくを、一滴ほど恵めぐんで差し上げたいものです。そうすればいかに貴方程度でも知的レベルが猿並から類るい人じん猿えん程度には上昇するやも……おっと、こんなところで無駄話をしている場合ではありませんでした。新生白銀騎士団の団員候補を探していたのです……ああ、別に貴方にその気があるのでしたら、候補のリストの端はしに名前を付け加えてあげてもいいのですよ？」

「悪いな。誘ってもらえたのは嬉うれしいんだが、今のチームが居い心地ごこちよくてな」

「まぁ、庶民は庶民同士、低レベルなその他大勢として群れていてこそ身分相応ということですかね。次は戦場でお会いしましょうッ!!」

　言葉を吐き捨て不機嫌そうに肩を怒いからせながら、団長はリムジンに乗って去っていった。態度があからさますぎる。

「ちょっとブリッツ！　何か言い返しなさいよッ!!　おもいっきり挑発されてたじゃないッ!?」

「いやぁ……面白いな団長って」

「なんでもかんでも面白がらないでよ!!　ブリッツがいい加減だと週末の旅団の評判にだって影響が出るんだから！」

「たしかに評判が悪くなって、他のチームとの交流戦ができなくなるのは……これから先の楽しみがなくなってちょっと困るな」

　再び歩き始める二人。もう行政府の庁舎ビルは目と鼻の先だ。

「それにしても何よあの男……あれだけ卑ひ怯きようなことして不評買っておいて、新生白銀騎士団だなんて……普通の神経なら恥ずかしくて出てこられないと思うんだけど」

「だからいいんじゃないか」

「だからって……あ」

　ハナは小さく心の中で嘆たん息そくした。悪評にまみれた顔と白銀騎士団の名前を団長は捨てていないのだ。ブリッツが終始団長の長い口こう上じように付き合っていたのもうなずける。すべてを投げ出さずに背負う覚悟がなければ、こうやってわざわざブリッツたちの前に顔を出さないだろう。

「改心したってことなの？」

「どうだろうな。でも、俺おれはあの性格のほうが団長らしくて好きだな」

　庁舎前広場に一足先に着いていたハナの妹――コットンが、少し遅れてやってきたブリッツたちに手を振っている。ウリューとジンノの姿もあった。

「おっそーい！　まさか二人でデートしてたんじゃないでしょうね？」

　開口一番、コットンが遅れてきたリーダーと副リーダーの関係を疑い始める。が、そもそも「用事があってブリッツの出陣前のコーラに付き合えない」とコットンがいったのも、こうして二人だけにするための気き遣づかいだった。

「やめなさいってそういう茶ちや化かし方は！」

　少し小走りになりながら合流したハナと、そのあとに続いてゆったりした足取りでやってくるブリッツ。

「そういやシャドウとナスカは？」

　ブリッツの疑問に応こたえたのはジンノだった。

「なんでも今日は黒装束が良くないって、ナスカの占うらないに出たとか出ないとか」

　天才の二つ名を持つ彼は、見た目こそ中肉中背で外見から発する威圧感など皆無なのだが、その戦闘力は旅団で文句なしのナンバーワンだ。チーム内どころか、世界レベルの個人技の持ち主……にもかかわらず、今は駆け出しチームの週末の旅団に籍せきを置いている。

　ジンノに続いてこのチーム唯一の技師――ウリューが口を開く。

「ほんと占いなんてなんの根拠もないのによく信じられるっていうかねぇ……ま、オカルト占い予言に呪のろいの類たぐいはオレッチの苦手分野っていうか、興味のまったくもてないところなんだけど、どうして人間ってのはああいうのを真に受けるのか……あ、そうそうそんなことよりさっきのＡＳ．ＴＶ!!　すごかったよねぇ……あれ？　ちょっとちょっとみんなオレッチの話を最後まで聞いてってば!!」

　技師が話を振ったものの……華麗にスルーされたのには理由がある。全員の視線は商業区に続くストリートに集まっていた。モーセの十じつ戒かいのワンシーンを思わせるように、商業区の人ごみがぱっかりと割れる。

　真ん中にできたバージンロード的な道を、ゆるりゆるりと二人が並んで歩いてくる。

　チャイナドレス風の露ろ出しゆつ度どが高めな戦闘服に身を包む、褐かつ色しよく肌はだに銀髪の女狙そ撃げき手しゆナスカと、全身黒ずくめの暗殺者兼斥せつ候こうのシャドウだ。おそらく人が避けて通っているのは、この黒ずくめの斥候のせいだろう。

　体のいたるところにフリルが施されたピンク色のリボンをくっつけていた。特に頭にはおおぶりなものが乗っかっている。リボンラッピングがうまくできたことに満足しているのか、恍こう惚こつの表情を浮かべて狙撃手ナスカは旅団の……特にブリッツに熱い眼まな差ざしを送りながら告げる。

「お待たせいたしましたわ。少しコーディネートに手て間ま取どってしまいましたけれど、この神聖に清められたリボンの力でシャドウさんの邪じや気きを祓はらい、浄化を終えましたから……では早速戦場へと参りましょう」

「そうだな。今日も気合いいれて行こうぜッ!!」

　リボンのことは特に気にせずブリッツは笑う。ナスカとシャドウが合流すると、周囲の傭兵たちの視線は自然と週末の旅団に集まっていた。

（――ああ、もう……これでまた変な評判が……）

　ハナの心配をよそに、ジンノがシャドウの首に巻かれたリボンに手を伸ばす。

「これって、近接戦闘になったときに絞しめるのに使えそうだね。敵が……だけど」

　無言でシャドウは首を縦たてに振って同意した。口数少ない斥候だが、その背筋に軽く電気のようなものが走る。

（――今すぐにでも……私の首を絞めて……殺してほしい）

　かつてジンノによって倒されて、負けたにもかかわらず殺されずに生かされ続けているシャドウの夢は、ジンノと戦い圧倒的な力に蹂じゆう躙りんされて、その手でトドメをさされることだった。一風変わった……では済まない、かなりの変人なのだが、週末の旅団というチームは変わり者ばかりの集まりなので浮くこともなく、シャドウも今ではすっかりなじんでいた。

「だめだよ。そう簡単には殺さないって言ったよね？」

　首のリボンが曲がっていたため、それを直しながらジンノがシャドウの耳元でそっとささやく。天才と斥候……二人の間に奇妙な空気が充満した。気づいたハナが確認するように呟つぶやく。

「前から思ってたんだけど、シャドウってジンノさんに負けて従ってるのよね？」

「きっと師し弟てい愛あいってやつだな」

（――なんかちょっと、違う気がするんだけど……）

　ブリッツがハナの質問に応えつつ、先頭に立って行政府庁舎へと入っていく。

　受付で手続きを済ませれば、戦場はもうすぐそこだった。




　メガネをかけた細身で長身の青年がリーダーなのだろう。付き従うように、おかっぱ頭の小柄な少年と彫像のような筋肉質の男がメガネの青年の脇わきを固めている。黒い揃そろいの制服に身を包んだ三人――彼らと、偶然居合わせてチームを組むことになった新兵は人ひと懐なつっこい性格だった。これから野戦で戦う相手は、最近話題になっている週末の旅団だ。この世界に入ってすぐに、白銀杯でその戦いぶりを見たのも記憶に新しい。

　あのチームと戦える。それだけで新兵は胸が躍おどった。特に、ジンノとストレイ・シープの一いつ騎き討うちに憧あこがれて、いつかは自分もそんな戦い方ができたら……と、思うようになったのだが、現実はなかなかうまくいかないものだ。

　寄せ集めの野戦チームでは歯が立たないだろうが、それでもジーニアスジンノの妙みよう技ぎを体感できるチャンス……だから新兵は余計に気合も入ったし、不ふ甲が斐いない戦いはしたくなかった。個人技で劣おとるのは明白なのだから、せめてチームの連携だけはしっかりとやりたい。幸運にも、お揃いの黒服三人組はチームのようなので、彼らの指揮系統に組み込んでもらえれば……そう新兵は思っていた。

　戦闘開始直前のロッカールームで、新兵は三人のリーダー格であろうメガネの青年に声をかける。

「あの、こんにちは！　よろしくお願いします。相手は強そうだけど、一緒にがんばりましょう！　僕も足を引っ張らないように努力しますので！　ところで、みなさん同じ制服ですよね？　チームなんですか？　でしたら指揮下に入りますから、指示をよろしくお願いします。僕はサブマシンガン持ちの斥候寄りなアサルトで、正面からの撃ち合いになると火力不足になっちゃいますが、後方支援や遊撃なら多少はできます！」

「……黙れ」

　メガネの青年は新兵に見向きもせず、たった一言で切り捨てた。

「で、でも！　ほらやっぱり連携は重要ですって！　ああ、もしかしてスタイルがかぶっちゃったとか。なら前に出ます！　時じ間かん稼かせぎくらいはします！　だから共闘しましょう！」

　返答はない。新兵とは別にもう一人参加しているのだが、そちらの傭兵はずっとタバコをふかしたままだった。もう何年も傭兵をしているので、ロッカールームで話し合って作戦を決めるなんてことにも飽きて、流れで傭兵稼業を続けている。ＩＤも誤射とはいえ味方殺しやら爆弾の誤爆やらですっかり汚れきっていた。見た目こそ青年だが、かもし出される空気が枯れている。

「そ、そんなんじゃ勝てませんよ！」

「勝てないだろうなぁ。ついてねぇ。今回は捨てゲームだ」

　タバコを灰皿に押し付けて、おっくうそうに青年兵が立ち上がる。三人組は三人組で話し合うことなど何もないと、勝手に銃をとりロッカーを出ようとする。野戦なんてこんなもの……と、思いたくない新兵はそれでも食い下がった。

「せめて勝てないまでも全力でぶちあたりましょうよ！」

「……虫むし唾ずが走る」

　三人組のリーダーが吐いて捨てるように呟いた。同時に時間となり、新兵は戦場へと転送される。

　場所はシティーターミナル。二十世紀の東京の街をモチーフにした市街戦マップだ。周囲をビル群に覆われて空が狭く感じられた。駅前の広場にバスの停留所が並んでおり、それらは陸りつ橋きようでつながっている。停車中のトラックやバスなどが主な遮しや蔽へい物ぶつだ。陸橋にあがれば戦場を一望できる。が、高い場所に立てば的になるのも明白だ。陸橋の上から下の状況を悠ゆう長ちように見ていようものなら、足元からダース単位で銃弾が飛んでくる。

　それでも、誰か一人は陸橋にあげて情報を得られる位置に置く。それがマップの構成上有効なのだが、この役目を負う者のリスクは高い。さらに相手が週末の旅団なら、陸橋にあがってくるのは光学迷彩を備えた腕うで利ききの斥候にして……暗殺者でもあるシャドウだ。ダークストーカーの二つ名を持つ彼と遭遇すれば、新兵レベルの腕では殺されて当然といえた。

「あ、あの！　僕が陸橋に上がります！　ぎりぎりまで情報をゲットしますからッ!!」

　新兵が自殺行為とわかっていながら三人組と青年兵に告げる。一方的な提案だが、こうでもしなければ一いつ矢し報むくいることはできない……そう、考えたからだ。

　だが、そんな新兵の思いは実るどころか芽を出す前に摘み取られた。

　戦闘開始のブザーと同時に銃声が鳴り響く。三人組のメガネの青年は小さく肩をすくめ、両隣のおかっぱ頭の少年と、がっちりとした筋肉質な男が拳銃を抜いていた。

　おかっぱが突然新兵の頭を撃ち抜き、顔色一つ変えずに銃をホルスターにしまう。ジンノに撃たれ、もしくはシャドウに暗殺されることは想像していた新兵だったが、味方に背後からヘッドショットされるとは思っていなかった。

　枯れた雰囲気の青年兵にも筋肉質な男の銃口が向けられている。

「味方殺しとは穏やかじゃねぇな」

　自分のＩＤが汚れきっているため、特に躊ちゆう躇ちよせず青年兵は黒服のリーダー格にアサルトライフルの弾を１マガジン分叩たたき込んだ……つもりだった。

　だが、そこにメガネ野郎はおらず、いつの間にか背後から頭部に銃口を突きつけられた格好になっている。先に銃口を向けていた筋肉男は、相変わらず青年に正面から銃をつきつけたままだ。

「ん、あぁ？　なん……」

　なんだ？　と青年が言い切る前に、メガネのリーダー格の拳銃が火を噴き青年兵の後頭部を吹き飛ばした。

「サロメさん。そんな雑ざ魚こにもったいないですよ？　燃費悪いのに。ウヘヘ」

　おかっぱ頭が茶化すが、メガネのリーダー格は黙殺しながら、無針注射器を取り出して自分の首下に投薬し、小さく息を吐くだけだった。




　開始と同時に敵チームの傭兵二人が倒される……野戦ではない話とも言い切れないのだが、珍しい展開だった。今回は野戦ということもあり、技師のウリューとサポート役のコットンは観戦とデータ収集に回っている。データを取るという観点からみれば、こういったアクシデントは良いサンプルにもなるのだが、白熱した勝負を望むブリッツには少々酷こくだ。

　二人落ちで一般的なのは、一人が暴走して味方を殺し、さらに次の一人を手にかけようとしたところで反撃を受けて死亡……というケースだ。

　相手の詳しい事情まではブリッツたちにはわからないのだが、こうなると逆に戦いづらい。

「こっちも二人縛りで行ったほうがいいのか？」

「別に気にかけなくても問題ないんじゃないかな？　そういったトラブルもひっくるめて野戦なんだし」

　ブリッツには迷いや躊躇がある。だが、ジンノはあっさり流すつもりだ。

「でもそれじゃあ訓練にならんし……かといって二人にお休みしてもらうってわけにもなぁ……俺もお休みは嫌だ……そうだ、こっちはそれぞれ装備を一つ外すってのでどうだ？」

　ブリッツは持ち込んだ閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを捨てる。ブリッツにとっての生命線だ。

「ちょ、ちょっと、なんで向こうの都合にこっちが付き合わなきゃいけないのよ！」

「義理はないんだが、このまま戦うとワンサイドゲームが見えてるからな」

「前世から信じ続けてきたブリッツの言葉ですもの。従いますわ」

　抗議するハナを尻しり目めにナスカは護身用のハンドガンを地面に置いた。狙撃がメインの彼女にはそれほど影響がない。もちろん近づかれたときの護身が不可能になるわけだが、狙撃銃を捨てて狙撃手というポジションのメリットを失うよりはよっぽどましな選択だ。

「な、なら私は救護キットね。これも装備だから問題ないでしょ？」

　治療スキルを使うために必要な、包帯などが入った簡易救急セットをハナは地面に置いた。スキルを使う機会がなければただの重しなので、ハナの機動力が上がりプラスマイナスゼロといえなくもない。

「難易度を自分なりに上げることで経験値を増やすってことかな。理解したよ。じゃあ僕は……」

　ジンノが愛用のサブマシンガンを投げ捨てる。と、いっても彼の場合、倒した敵の武器を自在に使いこなす技術があるため、ハンドガンだけでも十分といえば十分だった。

「シャドウは……せっかくピンクの目立つリボンをつけてるんだし、今回は光学迷彩なしで戦う……なんてどうかな？　もし倒されたりでもしたら、次の戦闘までリボンはつけっぱなしでいてもらうよ？」

「……………………御意に」

　普段ならさほど間をおかずジンノの指示に首を縦に振るシャドウだが、ピンクのリボンがひっかかったようで少しだけ返事が遅れた。

「うっし、じゃあ散開！　戦闘開始だッ!!」

　こうしている間にも、敵チームはこの戦場における有利な位置取りを終えているだろう。武器封印と時間のアドバンテージを相手に勝手にプレゼントする。勝利することが目的ならあまりにも愚かな行為だし、場合によっては仲間を危険にさらすことになる。

　だが、旅団のメンバーはそんなブリッツのスタイルを受け入れていた。このぬるさがあるからこそ、個性の強い人間が集まっても旅団はうまくやっていける……のかもしれない。




　バスターミナルを疾走するシャドウ。ピンクのリボンを揺らしながら、陸橋の階段を駆け上がる。すかさずしゃがんで気配を殺し、ゆっくりと敵の陣地へと歩みを進めた。

　相手は三人。シャドウの読みでは陸橋に一人配置する余裕はない。各個撃破の危険性を減らすため、敵は三人で行動している。彼らがまとまって陸橋を突破してくる電撃作戦もありえる話だったが、どうやらそうではないらしい。

「……陸橋に敵影なし」

　全員に無線連絡をいれると、陸橋の中ほどまでシャドウは進む。左右の手すりは金属製でそこそこ高さもあるため、しゃがんで進めば敵に発見されるリスクは低くなる。

　が、下の状況を確認するためには立ち上がる必要があった。このタイミングが悪いと敵に発見されて、警戒を強められるだろう。

　ゆっくりと顔を出し、周囲の状況を確認する。敵影はない。すぐに姿勢を低くして、再び陸橋を進軍する。

　今回の作戦は挟きよう撃げきだ。シャドウが陸橋を踏破できれば、すかさずブリッツがそれに追いついてきて、二人で敵の後方に回り込むという算段だ。敵が正面ルートを進軍してきた場合は、ジンノとハナ、ナスカの三人で時間を稼ぎ、後ろからシャドウとブリッツで敵の背後をとる。

　もちろん、敵が陸橋を使ってきた場合はシャドウが囮おとりとなって、敵を自陣に誘い込むという別の案があった……のだが、今回は挟撃作戦がぴたりとハマる。そんな空気だ。

　シャドウは陸橋を渡りきった。突き当たりは左右に下り階段が設置されたＴ字路だ。下方向にのみ注意を払う。マップの構成上、陸橋よりも上に敵が陣じん取どることは不可能だからだ。

　だが、銃弾は雨のようにシャドウの直上から降ってくる。サイレンサー付きの狙撃銃だ。攻撃を受けたことを察知したときには、シャドウの体に二発、三発とライフル弾が突き刺さっていた。

　上空に人影が静止している。おかっぱ頭の黒服の少年だ。

「ウヘヘ。なにあのリボン。おもしろすぎて手元が狂っちゃったよ。あーあ、もったいないなぁ……殺さないと評価の対象になんないのに。このライフルって音があんまりしないのはいいんだけど、急所をピンポイントでスナイプできないと、威力がいまいちなんだよねぇ～～♪」

　シャドウが陸橋に倒れこみ、そのまま階段を転げ落ちる。おかっぱ頭には「殺した」という手ごたえがない。

　陸橋よりも上に敵はいない。そんな精神的な死角をついたおかっぱ頭の少年は、ゆっくりと陸橋に沿って敵陣――旅団側の上空を目指し歩き出した。そのスピードは亀かめのように遅い。だが、目に見えない空気の階段を上るように高度も徐々にあがっている。

　敵陣にたどり着く手前で、おかっぱ頭は陸橋に人影が警戒しながら進んでいるのを発見し、空中で逆立ちするような姿勢になると、狙撃銃のスコープを覗のぞき込こむ。

　進軍してきた標的は旅団のリーダー、ブリッツだ。

「いやぁいいのかなぁ……いいよねサロメさん？　早いもの勝ちだよね？」

　無線連絡ではなく独り言を呟くと、空中の狙撃手はブリッツの頭部に照準を合わせた。次に立ち止まったところで、確実に仕留める。相手が自分に気づくことは絶対にありえない……と、おかっぱ頭は確信していた。

　一方、自分が狙われていることに気づいていないブリッツは、慎重な足取りでシャドウの後を追っている。シャドウが倒されたのは陸橋のつきあたり付近だ。銃声らしい銃声は聞こえなかった。シャドウが近接戦で遅れをとるとも思えないブリッツだが……。

「やっぱり、装備を一つ外すっていうのは条件的にまずかったか？　いや、シャドウは普段から強いんだが、時々あっさりやられるし……そういうときっていうのは、大体相手が想定外な存在なんだ」

　ブリッツは自分の中で整理するために呟く。

　仮に光学迷彩がなかったとしても、シャドウの斥候としての能力は一般的な傭兵の平均値よりはるかに高い。それが倒されたのだから、相手に腕利きがいたのだ……と、考えるべきだろう。もしくはピンクのリボンが目立ったか。

　ともかく、一定レベルまでの相手に対しては、シャドウはほぼ100％負けない戦いができる。ただ予想していない展開になったときの斥候は、意外に脆もろい。

「予想外なんだよな。もし俺がシャドウならきっちりと下方向に警戒する。ま、そんなわけはないんだが」

　ブリッツは口で否定しながらゆっくりと上空を見上げた。青い空にぽつんと人影が浮かんでいる。

「……えーと、つまり……なんだあれ？」

　一瞬あっけにとられながらも、すぐにブリッツは全力で走り出していた。それはスコープを覗き込んで空から好機を待っていたおかっぱ頭にも言えることだ。突然なんの前触れもなく、ブリッツとスコープ越しに目が合った。

「あ、あいつ能力者かッ!?　なんで気づいたッ!?」

　ほとんど偶然……だったからこそ、おかっぱ頭の手は止まり射撃動作が間に合わない。すでにブリッツはスコープの外へと逃げたあとだ。

　さらにブリッツからの指示が飛ぶ。無線で「上空に敵が静止している」と聞くやいなや、ナスカはバスの陰かげから出て空をくまなく探す。陸橋上空にぽつんと点が浮かんで見えた。すかさずスコープで八倍に拡大すると、有う無むを言わさず黒服の少年を撃ち落とす。

「あら……ところで、どうして空中に浮かんでいられたのでしょうか？　それに……落ちましたわね」

　きっちりと急所を外はずしておかっぱ頭を戦闘不能にしたナスカだが、落下の衝撃で死んでしまっても責任はもてないと吐息まじりだ。

「いきなり何!?　何なのよ!?」

　突然ブリッツから「空に敵がいる」と無線が入り、直後にナスカが狙撃銃を上空にぶっぱなした。あまりに荒こう唐とう無む稽けいすぎる指示と、それを迷いなく実行したナスカのテンポの早さに、ハナは困惑を隠せない。すでにナスカが銃口を向けていた空には、敵の姿は無いのだし……狙撃銃のスコープを使って拡大しなければ、それが人なのか確認できたかも怪しかった。

「ハナさん端末で確認してみたらどうかな？」

　ジンノに促されてハナはうなずいた。敵の数が一人減っている。

「どうやら本当に空の上に敵がいたみたいだね」

「そ、そんなわけないじゃない！　だってほら、空よ空!?　つかまるところも陣取る場所も隠れられる遮蔽物もないし、そもそも傭兵は空飛べないでしょ!!」

「そうですわね。きっと彼は……悪魔だったのでしょう」

　ナスカが微笑ほほえむ。それで納得していいわけはないのだが、そうこうしている間にもハナたちに悪魔の脅きよう威いが迫っていた。

「どうやら、敵は普通じゃないようだね」

　自分のハンドガンをハナに押し付けると、ジンノはハナからアサルトライフルを取り上げる。普通の相手ならハンドガンでも十分なのだが、少しだけジンノは警戒を強めていた。

「何勝手に人の得え物もの奪うばってるのよ！」













「ほら、逃げたほうがいいよ。ナスカも下がって」

　ジンノが指差した先に、バスが一台浮かんでいた。それはゆっくりと巨大化している……ように見えたのだが、実のところバスがハナたちの陣取った場所に向かって投とう擲てきされたのだ。ジンノがバスの飛んできた方向に向かって走りだし、ハナとナスカは左右に散るように逃げる。

　バスは旅団が陣地にしていた駅入り口付近に着弾し、横転すると爆発、炎上を始めた。さらにバスだけでなく、タクシーやバス停や捨て看板など、さまざまな物が投げ込まれる。

（――確かに花か瓶びんとか椅い子すくらいまでなら投げる奴は知ってるけど）

　ハナの頭の中にはブリッツの顔が浮かんでいた。銃を使わない少年は、密室などでは椅子や植木鉢やコショウの詰まった小瓶やら、配置されているオブジェクトを武器代わりにすることがある。だが、大型バスを投げつけるような腕力はもっていなかった。

　もはや戦闘どころではなく、ハナはハンドガン片手に避難するので精一杯だ。そんなさなか、アサルトライフルの銃声が鳴り響き……投擲が止やむ。

　すぐにジンノから無線が入った。

「二人目を倒したよ。ものすごい怪力でいろんなものを投げてきたけど、周りに投げるものがなくなったらあっさり倒せたね。近づければ割と簡単に攻略できるかな」

（――近づこうと思える根性が普通じゃないわよ）

　脅威が去りハナはゆっくりと息を吐く。だが、まだ戦闘は終わらない。敵の最後の一人が息を潜ひそめていた。

　最後の一人――三人組のリーダー格のような振る舞いをしてはいたが、サロメにとっておかっぱ頭も筋肉男も先ほど組まされたという程度の間柄だ。名前すら覚える気にならない。おかっぱはランクＤで能力は空中歩行。ただ空の上を歩けるというだけだが、自分の能力の特性を理解しているところのみ評価できる。一方、筋肉男は自分と同じランクＢの能力を持っているにもかかわらず、力押ししかできない脳みその中まで筋肉な男だった……と、サロメは思考する。

　仲間はともに戦闘不能。空中から地面に叩きつけられたおかっぱは死亡した……だが、何の感慨もなくサロメは天を仰あおいで呟く。

「……世界に平和を。戦う者すべてに死を……」

「なんか物騒なことを言う奴だな」

　サロメの目の前には、黒髪の少年が立っている。武器らしい武器といえばホルスターのハンドガンくらいだ。少年の足元には回復体位にされて、伏せたまま動かないシャドウの姿があった。ブリッツが応急処置をシャドウに施すのはこれで二回目だ。

「……掃除を始めよう」

　サロメの得物はサブマシンガンだった。その銃口はブリッツではなく……倒れたままのシャドウに向けられる。

　次の瞬間、ブリッツは走り出す。思考するよりも早く体が動く。少年の鼻が危険な匂においを嗅かぎ取とっていた。

　このメガネの青年は、すでに戦闘不能になったシャドウにとどめを刺そうとしている。シャドウが過去に本人の意識がどうあれ憎まれ、恨まれる戦いをしてきたことはブリッツも知っていた。その復ふく讐しゆうなのかもしれない。だが、仲間として……そして一人の傭兵として戦闘不能になった相手を一方的に攻撃し、死に至らしめようという行為をブリッツは見過ごせない。

　手榴弾によるフェイントなしで飛び込むのは危険だが、ブリッツは立ち止まらずにハンドガンを抜くと、それを相手に投げつける。使い方を完全に間違っているのだが、他に投げられるものがなかったのだ。

　ブリッツの投げたハンドガンがサロメのサブマシンガンを直撃し、サロメの銃口は見当違いな方向に向けられた。

　バラララララッ！　と、銃声が鳴り響く。その間もブリッツはサロメとの距離をつめて、握った拳こぶしを相手の顔面めがけて叩きつけた……はずだった。

　ブリッツの拳は空を切る。詰めたはずの距離が開いていた。その距離約五メートル。サロメは再び、ブリッツではなくシャドウに向けてサブマシンガンの銃口を向ける。目の前のブリッツにはお構いなしだ。

「おいッ！　狙うならこっちだろうがッ!!」

「……殺さなければ、戦いは終わらない……殺さなければ……死にたいのか？　そうかならば殺してやろう」

　特にシャドウに対してこだわりがあったわけでもなく、すんなりと銃をブリッツに向けなおすサロメ。もしサロメが個人的にシャドウへの復讐心に燃えていたなら、こうはいかない。だが、行動不能のシャドウを殺そうとするのも腑ふに落ちない。

　それ以上、ブリッツは考える余裕がなかった。戦いに集中しなければ負ける。詰めたはずの距離が離され、相手の銃に対してブリッツは無防備すぎる。頼みの綱つなの閃光手榴弾は自分の提案で置いてきてしまった。

（――これで死んだら格好がつかんな。気合いを入れろ俺ッ!!）

　離れた距離をすぐに詰め、蹴けりで相手のサブマシンガンを叩き落とした。今度は打撃ではなく、黒服メガネの腕を摑つかみ……背負い投げる。

　だが、相手の体を地面に叩きつける直前で、その体がふっ……と消えた。勢いあまってブリッツは背負い投げのモーションから前転する。だが、そのまま勢いを殺さずに二回転してから立ち上がった。

　振り返ると……サロメのハンドガンがブリッツの胸元に突きつけられていた。この距離では避けようがない。

「……祝福を……」

　ぼそりと呟きサロメがトリガーを引く……その刹せつ那な、アサルトライフルの銃声が響き渡り、サロメはブリッツの援護に駆けつけたジンノの銃撃に倒れるのだった。

　戦場に戦闘終了のブザーが鳴り響く。




　この戦いはＡＳ．ＴＶによって自動的に録画、配信されていた。

　ブリッツたちにかねてから目をつけていた少女は、彼ら週末の旅団への依頼を決めると、すぐにメールを作成する。

　この一通が、ブリッツたちをさらなる戦いの渦うずへと巻き込んでいくのだった。
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　次の戦場……舞台となるのは洋館と広い庭園だ。先ほど、野戦が終わってから反省会をはさむ間もなく、ブリッツたちに一通のメールが届けられた。

　差出人の名は人にん形ぎよう遣つかい。用件は高額の報ほう奨しようがついたミッションへの参加依頼だ。個人が戦場やミッションをデザインして、賞金を設定することは珍しくない。公式のミッションに比べて刺激的な内容のものも多かった。

　どうにも消化不良気味な戦いをしてしまったブリッツは、ハナの反対を押し切ってこのミッションの申し出を快かい諾だくしたのだ。

　庭園の外に一台、トラックが停車している。外装には「十じゆう字じ光こう商しよう会かい物ぶつ流りゆう株かぶ式しき会がい社しや」という企業名が入っていた。だが、中身は運搬用トラックとはまったくの別物――その正体はウリューが用意した擬ぎ装そう戦せん闘とう指し揮き車しやだった。ある程度の防弾性能があり、中にはモニタリングルームや通信施設を完備している。

「いつかミッションをこなすだろうと思って、オレッチが指揮車を手配しておいたんだから感謝してほしいなぁ……って、みんなもう外に出てるし……バックアップは活躍しても目立たないから損だよねぇコットンちゃん？」

　サブシートで肩を落とすウリュー。コットンはメインのオペレーター席で、それぞれのメンバー個人の心拍数や脈拍、現在位置情報などをモニタリングしている。まだ戦闘開始前で異常はどこにも見られない。

「これってウリューくんが自腹で用意したんですか？」

「いやいやいやぁ……さすがにそんなお金はないから。さっき外からも見たでしょ？　一応スポンサーがついてるんだよねぇ。十字光商会っていう通販会社さんにお世話になってるってわけ。だから壊さないように使わないとッ!!」

　指揮車で敵陣に突っ込んでいって、大破炎上にでもならない限りは滅めつ多たなことで請せい求きゆうが回ってくることもない……と、ウリューは補足する。

「指揮車なんて野戦じゃなかなかお目にかかれないんだけど、チームでミッションする場合は利用しない手はないよねぇ。さてさて、今回の作戦概要をコットンちゃんからみんなに伝えちゃってッ！」

「ウリューくんはあたしに全部押し付けてさぼりなんですか？　職務タイマンっていうんだよソレ!!」

「ま、今回のミッションならオレッチは居眠りしてても問題なさそうだよねぇ。むしろさっきの野戦の敵……あっちが気がかりって言えば気がかりなんだけど」

「空飛んだり瞬間移動したり、バス投げたりしてたよね？　ブリッツも成長したらジャンボジェットやスペースシャトルを投げられるようになるのかな？」

「いやいやそれはちょっと、世界の法則的に考えがたいっていうかなんていうか。だから気になるんだけどねぇ」

「心配性だなぁウリューくんは。きっと知られざる新スキルだよぉ！　ともかく、それはそれ、これはこれ。今はミッションに集中しなきゃね！　みんなもウリューくんにオペレートしてもらうより、可か愛わいいコットンちゃんの声でサポートされた方が気持ちよく戦えるだろうし。ウリューくんがそんなに気になるなら、さっきの戦闘のデータ解かい析せきしてていいですよ？」

　コットンが外部への音声通信マイクをオンにする。指揮車からの通信は戦闘に参加中のメンバー全員の端末に送られた。

「こちら指揮車。これより本作戦の概要を説明するね♪　今回の戦闘の舞台は招待状を送ってきてくれた、人形遣いさんって人のプライベートサーバーで、行政府非公式の戦闘になるんだって。だけど死亡設定はオンになってるから、実戦のつもりで気を引き締めて戦ってね。それで肝かん心じんの目的なんだけど、今回はテロリストに捕とらえられた女の子を救出するっていう感じかな？　制限時間は十分。敵の人数は五人。部隊編成はちょっとわかんないけど、みんながんばって！　あっ……今からみんなにマップの情報を送るから、端末で確認してみて。全員準備できたらブリッツから作戦指示お願いね！」




　通信が終わると同時に、ブリッツの端末に屋敷の見取り図がダウンロードされた。従来のそれよりも精せい細さいなものだ。通常のマップでは描写されない、内部の障害物……今回の洋館でいえば、ベッドやクローゼットといった家具類の配置まで、ばっちりと記載されている。指揮車参戦による分析力アップの効果はなかなかに侮あなどれない。さらに保護対象の女の子の顔写真が送られてきた。これは今回のホストである人形遣いが用意したものだ。

　マップから侵入ルートが三つあることをブリッツは確認する。庭園を抜けて屋敷の玄関からバカ正直に突撃する正面突破ルート。庭園を迂う回かいして裏口から侵入する第二ルート。そして三つ目はマンホールから地下に潜もぐり、屋敷の地下室に出るルートだ。

　二階の窓ガラスはすべて割られており、狙そ撃げき手しゆが陣じん取どるには絶好のポジションといえる。窓は四つ。どこから敵の狙撃手が顔を出してもおかしくない。正面や裏口経由で侵入するには、まず最初にここに配置されるであろう、敵狙撃手を攻略する工夫が必要だ。

　館内に目を向ける。室内はさほど広いわけではない。内部にはソファーやテーブルがバリケードのように配置されていて、通路を狭せばめている。閉へい所しよ近接戦闘が予想されるため、身軽な拳けん銃じゆうや空間制圧力の高いショットガン使いには格好の戦場だ。

「あの窓は狙撃手のためにあるようなもんだな……つっても、相手に狙撃手がいるかどうかはわからんのだが。さて、どう攻めるかな……」

　ブリッツが考えをまとめて端末で全員に指示を出し終えると、戦場に開幕のブザーが鳴り響いた。




　隠おん密みつ行動で敵陣に侵入し、情報を持ち帰る。それがシャドウの仕事だ。先ほど不覚を取った分の汚お名めいは返上しなければならない。

　今回の地下からの侵入ルートは、まさにシャドウにとってうってつけの経路だった。

（――次の戦闘までという縛りは幸運だったか）

　全身にくくりつけられたリボンを取り去り、光学迷彩をオンにしてシャドウはマンホールから地下へと降りた。下水道の先が屋敷の地下室に通じている。

　流れる水の音に紛まぎれ込ませるようにして足音を殺し、シャドウは下水道の奥までたどり着く。正面は行き止まりだが、向かって左の壁に発破で穴が開けられていた。そこから屋敷の地下室へと侵入できる。地下室側からは明かりが漏もれていた。

　赤外線暗視スコープを解除すると、シャドウは極きよく力りよく音を立てないよう細心の注意を払いながら、壁際からちらりと屋内の様子を窺うかがう。

　照明は部屋の天井付近に一つだけ。倒れた棚の脇わきに本やワインボトルが四し散さんしていた。部屋の隅の木箱の上に、子供くらいのシルエットが座っている。

　その姿にシャドウは柄がらにもなく少しだけ……引いていた。

　シルエットと見間違えたのではなく、少年は全身黒タイツに身を包んだ、さながらマッチ棒のような姿なのだ。

（――タイツ人間？）

　遠目から見ればほぼ同じ……と言っても差さし支つかえのない外見をしているシャドウが言えたことでもないのだが、シャドウ以上にのっぺりとした見た目だ。顔も目鼻はもちろん、口の部分まですっぽりマスクに覆おおわれていた。

　タイツ少年の胸には、アルファベットの「Ｊ」を模したマークが描かれている。手にしている武装は小型のサブマシンガンだ。光学迷彩発動中のシャドウには気づいていない。

　一人目の敵を視し認にんしたシャドウには二つの選択肢があった。

　倒すか、待機するか。相手が一人なので倒すことは容易だが、その場合仲間が倒されたことに気づいて、敵のテロリストの警戒心を強めることになる。逆の言い方をすれば地下へと敵の注意を引きつけられるわけだ。

　シャドウはゆっくりと下水道側に戻ると、指揮車に向けて端末で簡易連絡を行った。あらかじめセットしておいた文面を組み合わせて送信する機能だ。スピードと正確さが求められる斥せつ候こうの連絡手段は、自然とこの簡易連絡になり易やすい。




「こちら指揮車。シャドウさんから連絡が来たよ。敵発見、数１、軽装、敵は待機中。こちらも待機する……だって！　以上の情報からブリッツ指示をよろしくね！　あとシャドウさん、ちょっと心拍数が上がってきてるけど落ち着いてね♪」

　敵を発見したときにシャドウの心拍数が急激に変化したので、コットンは一言付け加えた。指揮車がなければモニターできない情報だ。すぐにシャドウから「問題なし」の返事が送られてくる。

「簡易連絡って細かいやり取りはできないけど、結構便利かも？」

　情報を管理している感触にコットンがオペレーターとしての実感を抱いたところで、指揮車にも聞こえる大きな銃声が戦場全体に鳴り響いた。

　敵の狙撃手が活動を開始したのだ。




「敵が一人地下に張ってるってことは、その分正面が手て薄うすなんじゃないかな？」

　庭園の茂みにブリッツ、ジンノ、ハナの三人は身を隠していた。ジンノはいつもの飄ひよう々ひようとした表情で、スナイパーが撃ってきてもまったくもってマイペースだ。

「って、ジンノさん聞いたでしょ！　あれってボルトアクションの銃声じゃない？　当ったら高確率で死ねるんだから、もうちょっと緊張してもいいんじゃないの？」

「当らなければいいんだよ。そうだよねブリッツ？」

「そこで俺おれに振られても困るんだが、まぁ気をつけるにこしたことはないな」

　三人がまとまって、庭園の茂みを背にしゃがんで様子を窺う状態だ。こうしている間にも時間は過ぎていくのだが、うかつに出れば敵狙撃手の餌え食じきになるのは目に見えていた。正面玄関まで駆け抜けるにも距離がありすぎる。

「相手は二階か……こいつを投げ込むには、ちと遠いな」

　ブリッツのベルトには閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんが三つ、煙幕手榴弾が二つと、通常の手榴弾が二つ――合計七つの手榴弾が下がっていた。だが、どの手榴弾にしても投げようと姿を現した、その一瞬が命取りだ。

「僕が囮おとりで出ようか？　狙撃手のライフルはボルトアクションなんだし、一発外はずさせればその間にブリッツが駆け込んでいって、二階の窓にフラッシュボムを投げ込める。狙撃手の視界を奪うばいつつ建物裏に走りこんで、裏口から侵入って流れなんだけど」

「それじゃジンノさんが危ないわよ！」

「相手の技量がわからんからな……ジンノの作戦にはあんまり賛成できん。さっきの戦闘で助けられた俺が言うのもなんだが……いや、だからだな。せっかく三人いるんだし、一人が負担を一手に引き受けることもないって気がするんだ」

　軽く息を吐きながら、ブリッツはナスカに通信で確認する。

「そっちの様子はどうだ？」

「少し厄やつ介かいな相手ですわね。四つの窓のうち、正面から向かって一番左の窓に狙ねらいを定めましたわ。けれど向こうも気づいていらっしゃるようですし、簡単には姿を現してくれませんわね。陽炎かげろうのように正体の摑つかめない感覚……悪意や敵意とも違う何かを感じずにはいられませんわ」

　ナスカは指揮車のコンテナ上部にライフルをバイポットで固定しながら、伏せ撃ちの構えを取っていた。角度的に四つの窓のうち、正面から見て一番左の窓しか狙えないのだが……逆にその窓からでなければナスカが撃たれることもないポジショニングだ。

　ナスカの集中力が続く限り、その窓に一瞬でも姿を現せば、敵の狙撃手はナスカの銃弾の餌食になる。

「これで五人の敵のうち、二人までは確認できたな。建物の中には三人アサルトがいるって線が濃のう厚こうそうだ……さてと、どうしたもんか」

「こんなとこでのんびりしてたら、時間なくなっちゃうわよ！」

「そうだよブリッツ。僕が囮になれば攻略は簡単だって」

「そんなら……ここは一つ公平にいこう。ジンノばっかり囮にするのも悪いし、全員で囮っていうのはどうだ？」

　煙幕手榴弾片手にブリッツは笑う。

「煙幕を張ると同時に三人で別方向に飛び出す。正面には俺がいく。目立つっちゃ目立つけど、俺は足自慢だからな。向こうもこのスピードは多分計算外だ。煙幕と三人同時のダッシュで惑まどわせられれば、一発外すくらいできるだろ。向かって左側にハナが回り込んで、ジンノは右からだ。ジンノの走る距離が一番長いが、途中、遮しや蔽へい物ぶつになる庭園の茂みを有効利用してくれよ。ジンノの得え物ものはサブマシンガンだし、アサルトライフルに救護キットまで持ってるハナよりはよっぽど軽いもんな。で、同時に状況に応じて地下のシャドウにも仕掛けてもらう。もし地下の見張りが上に動くようなら、シャドウは単独で屋敷内に潜せん入にゆうして、保護対象者の女の子の安全確保を頼む」

　ブリッツの言葉はそのまま通信となって全員の耳に入っていた。

「残り時間八分ちょうどから作戦開始でいいよな？」

「ちょ、ちょっと！　本当に三人ばらばらでいくの？」

「大丈夫だって。ハナは重たいからその分一生懸命走れよ！」

「重くないわよッ！　私はこれでも着やせするタイプだけど……体重の話は女の子には禁句よ!!」

「何言ってるんだ？　装備の話だろ？」

　きょとんとした表情のままブリッツが煙幕手榴弾のピンを抜く。恥ずかしさで急激にハナの心拍数が上がったのだが、それを知るのは本人と指揮車の妹の二人だけだ。

「うぉしッ!!　作戦開始だ！」

　ブリッツが足元に転がした手榴弾から、濃のう霧むのような白い煙が吹き上がった。同時に三人は三方向に走る。

　ハナが一歩出遅れた。すでにブリッツとジンノは白い闇やみを飛び出し……直後にボルトアクションの銃声が屋敷の庭園に鳴り響く。

　だが、端末に戦闘不能者の名前は挙あがらない。ブリッツかジンノ、どちらかが敵狙撃手の初弾をかわしたのだ。

（――走らなくちゃ！　今のうちに館やかたの裏手へッ!!）

　せっかく二人が作ってくれた時間を無駄にしないよう、ハナも煙幕の中から飛び出して、建物の左側から回り込み館の裏手へと出る。反対側からジンノが顔をのぞかせていた。裏口前で二人は合流する。

「やあ。どうやらうまくいったみたいだね」

「ごめんなさい。私、出遅れちゃって」

「いいよ別に。ブリッツもハナさんのことを囮にする気はなかったみたいだし」

「……え？　それってどういう意味？」

「逃げるハナさんを撃つ場合、敵の狙撃手は四つの窓のうち一番左側よりの窓に移動する必要があったんだよ。射しや角かくの関係でね。でも、もし左側の窓に移動したらどうなったか……わかるよね？」

　左側の窓はナスカのテリトリーだ。ハナを狙った敵の狙撃手を、ナスカが倒していた可能性は高い。

「で、でも茂みを出た瞬間は三人平等に狙われる危険があったし……出遅れたのは私のミスだけど……」

「ブリッツは戦闘開始時間よりコンマ五秒早く動き出してたよ。囮はダメだって言ったくせに、自分から一番危険な場所に行こうとする……彼には興味が尽つきないなぁ」

　ジンノは解説を終えた。ブリッツに筒つつ抜ぬけにならないよう、無線は切ったままだ。

「なによ……あいつ。格かつ好こうつけちゃって」

　コンマ五秒がどこまで正確かはおくとしても、ジンノが持つジーニアスの二つ名は伊だ達てではない。おそらく彼が言った通りなのだろう。ブリッツは最初からハナの安全を確保していたようだ。

「装備重量からくる移動速度の低下や、各員の戦闘技術を考えれば合理的な判断だったと思うよ」

　ハンドガンとサブマシンガンに給弾不良がないか確認しながら、ジンノはブリッツの次の指示を待つ。

　その頃ころシャドウは館内への侵入を果たしていた。




　狙撃手の失敗を受けてか、地下室で見張りをしていた黒タイツの少年兵は、持ち場を離れて地下から一階への階段を上がっていった。主戦場を館内へと移し、敵はブリッツたちを屋敷の中で待ち受ける腹だ。

　シャドウは光学迷彩をオンにしたまま足音を殺しつつ地下室へと侵入した。数メートル先をタイツ少年が早足で移動する。地下室の階段を上りきると、一階の廊下を少年は駆けていった。その先は正面玄関方面に続いている。

　この館の二階へのルートは二つある。正面玄関のホールから続く、傾斜も緩ゆるやかなアーチ状の階段はその一つだ。玄関ホールは吹き抜けになっているため、広さも館内にしては十分あり、敵主力が陣取っている可能性は高い。そんな正面玄関ホールの階段ルートとは別に、今シャドウが上がってきた地下室から二階に続くルートが存在する。正面玄関ホールと比べると、ぐっと狭くて急な裏の階段だった。左右が壁で逃げ場はなく、大人が並んで二人通ると窮きゆう屈くつこの上ない。

　このままシャドウは二階へ移動し、ターゲットに接触して救助も可能という状態だ。

（――内部の情報を得るチャンスか）

　二階へは上がらずシャドウは少年兵のあとを追う。少年兵はそのまま正面の玄関ホールへと移動した。裏口から侵入した場合も、建物の構造上正面玄関を通らなければ二階に上がることはできない。裏口からジンノとハナが突入しても、正面の敵と鉢はち合あわせになる。その前に斥候にはできることがあった。

　シャドウは廊下の角まで移動する。そっと顔を出して正面の玄関口付近を視認した。

　吹き抜けの玄関ホールに、地下室から合流した少年兵も含めて三人が待機している。待機していた敵の二人も、少年兵と同じく黒いタイツ人間だった。胸には「Ｋ」と「Ａ」の文字が確認できる。Ｋは二メートル近い大柄な肥満体だ。ガトリングマシンガンを腰だめに構えていた。Ａのほうはかなりがっちりとはしているのだが、Ｋが規格外な大きさなため普通に見えてしまう。Ｋと違い引き締まった体つきで、武装はこの戦場にぴったりのショットガンだった。セミオートで連続発射できる瞬発力のあるタイプだ。

　ブリッツたちが正面から突入した場合、まとめて巨大ガトリングマシンガンと連射の利きくショットガンの餌食だったかもしれない。

　廊下の角から状況を確認して、シャドウは指揮車に情報を転送した。すぐさまそれをコットンが整理して全員に報告する。指揮車のマップに敵の位置がマーキングされた。さらにシャドウが見た敵の姿も映像として指揮車のデータベースに蓄たくわえられ、いつでも全員が確認できるようになる。

　シャドウからの報告を受けてブリッツは背筋に冷たいものを感じた。木の扉一枚はさんだ向こう側に、三人が警戒して待っているという状況だ。正面玄関前までやってきたブリッツだが、さすがにこれを一人でどうにかすることはできないだろう。三人相手でも攪かく乱らんする自信はあるが、それはあくまで奇き襲しゆうに成功した時の話だ。

　今のところブリッツのいる正面入り口よりも、左右の通路への警戒度が高い……が、どちらにせよ敵が臨戦態勢なことには変わりない。初めからわかっていたことだが、完全な奇襲は不可能そうだ。

　玄関前で次の策を案じる。ブリッツは手の中で相棒とも言える閃光手榴弾を遊ばせていた。

（――相手チームは五人。まだ確認できてない敵が一人いるんだが……たぶん人質の護衛には二階にいたスナイパーと、こっちが未確認な最後の一人がついてるってことか）

　ハナとジンノが待機している裏口側に、未確認な最後の一人を伏せていることも考えられるのだが、その可能性をブリッツはバッサリ切る。ジンノ相手に一人だけ配置する意味はないからだ。

（――にしても……今日の相手はなんだか妙みようだな）

　敵の兵装は多様で個性的なのだが、ブリッツが一つだけ無意識のうちに感じていることがあった。

「みんな同じ匂においがする」

　ブリッツが端末で敵の映像を呼び出した。三人ともタイツ人間だ。

「こりゃ変態さんの集団だな」

　見た目で人を判断しないブリッツだが、三人おそろいのタイツ姿にはさすがに違和感を覚えざるをえない。

　得体の知れない空気を感じつつも、ブリッツは次の行動を全員に伝達した。




　狙撃手は待つことが仕事だった。だが待ちぼうけることもしばしばだ。守備の要かなめであるがゆえ、味方が敵陣に入り込んでしまうと、あとは退路を確保するくらいしかやることがない。

（――愛いとしい貴方あなたのために、わたくしには何ができるでしょうか）

　ブリッツたちが館の周囲に取り付いたため、敵の狙撃手は武器を持ち替え内部で迎撃にあたるのがセオリーといえる。が、場合によっては単独で外に出ることもある。敵側の敗北条件は人質を奪だつ還かんされることだ。奪還の途中を狙える絶好の位置があった。

　脱出ポイントも兼ねる、戦場の入り口付近だ。人質を救出し、あとは脱出するだけ……と油断したところを、その脱出地点から狙撃する。

　だからこそ、入り口付近からナスカは動くことができなかった。敵狙撃手を脱出地点に寄せ付けないよう、しっかり監視しなければならない。

（――やはり待つことしかできないのですね。わかっていますわ。貴方の記憶が戻るその瞬間まで、わたくしは待ち続けます。ブリッツ……光の戦士としてともに戦ったあの頃と、貴方は何も変わっていない……ただ、記憶だけが欠けている。失われた記憶の最後のピースがはまったとき、貴方は覚かく醒せいしこの世界は大いなる光の翼に包まれ、永遠の幸福と繁はん栄えいが宇宙に約束されるのです）

　いつの間にか、ナスカのスコープは正面入り口で待機しているブリッツの姿を捉とらえていた。

　ブリッツが提案した突入作戦の概要はこうだ。裏口からジンノとハナを館内に侵入させて、玄関ロビー手前で待機させる。次にブリッツがドアを少しだけ開け、正面ロビーに閃光手榴弾を投げ込む。その閃光の効果が消えると同時に、裏口から侵入したジンノとハナの二人で玄関ロビーの敵を側面から攻撃。シャドウはその間に裏の階段ルートから二階へ上がり、保護対象者の現在位置を特定する。

　一階の三人をジンノとハナの側面攻撃で倒せれば、そのまま正面階段から二階へと上がりシャドウと合流。倒しきれなかった場合は敵の動き次第だった。正面ロビーの敵が閃光手榴弾を投げ込んだブリッツに気づき、追ってくるようなら、ブリッツは全力でそれを庭園に誘い込み、ナスカの射しや線せんにおびき寄せる。敵がハナとジンノ側を追ってくる場合は、二人を後退させる。室内では敵の武装のほうがハナたちのそれよりも有効だ。無理はさせない。

　敵の三人が手分けして行動した場合……これは各個撃破に都合が良かった。

（――ブリッツはわたくしが守りますわ……この命のともし火が消えるまで）

　より、正面からの射線が取とり易やすいようにと、ナスカは指揮車コンテナの上から庭園の入り口へと移動する。こうすればブリッツが狙われた場合でも、即座に援護可能だった。ブリッツの指示にはないナスカのアドリブが……その直後戦線を崩壊させる。




　裏口からジンノとハナが侵入し、正面玄関ロビーに通じる角まで移動した。シャドウの情報では敵は正面よりも通路の左右を警戒している……とのことだ。シャドウと違い、光学迷彩で姿を消すことができないハナだが……小さなコンパクトを使い死角からロビーの状況を確認した。

「報告通り三人ね。よりにもよって、ガトリング使いがこっちににらみを利かせてるわ……」

「心配ならヘッドショットで仕し留とめようか？」

「ジンノさんの場合、それができちゃうから苦労ないのよね」

　コンパクトをしまってから「準備できたわよ……」とハナは指揮車に連絡する。

「お姉ちゃん、心拍数が上がってるね。大丈夫だよきっとうまくいくって！」

　姉を気き遣づかうメッセージを送りつつ、指揮車のコットンから全員に作戦準備が整ったことが伝えられた。あとはブリッツの合図を待つだけだ。

「最近刺激が足りないな。もっと強いチームと……いや、そうじゃないね。強い人間と戦いたいよ」

　珍しく愚ぐ痴ちをこぼしながらジンノは笑う。がっかりしているような口調でも、天才は笑顔のままだ。

　チームで行動するようになってから、ジンノは個人技を封じる場面が増えてきている。ブリッツも同様だ。このごろはチームワークも板につき、連携で戦況のイニシアチブをとってから個人技を発揮するという流れが多い。

　わりとその連携がうまくいきすぎてしまい、個人技に頼る前に戦闘終了ということもしばしばだ。

　ブリッツが無線で「ＧＯ!!」の合図を出す。玄関ロビー正面の扉を少しだけ開き、中に閃光手榴弾を転がし入れた。あえて音を大きく出すよう意識して、ブリッツが勢いよくドアを閉める。バタンッ！　というその音で敵の視線をロビー正面に向ける……はずが、敵の三人は見向きもしない。

　次の瞬間、光がホールにあふれかえった。だが、三人は閃光手榴弾が送り込まれるのを知っていたように光源に背を向ける。ドアを閉めたブリッツには敵の三人が閃光を防御したことを確認する術すべはない。

　光が止やむタイミングをカウントしてから、ハナがアサルトライフルを構えて廊下の角から飛び出し撃ちこむ……が、そこにはガトリングガンの銃口が待っていた。

「そんなの聞いてないわよ！」

　ハナの全身に巨きよ漢かんの黒タイツ――Ｋの放った鉛弾が撃ちこまれる。続いてＡが持つセミオートのショットガンにＪのサブマシンガンも一いつ斉せいに火を噴いた。

　これで何度目の死亡だろうか……と、ハナは心の中で嘆たん息そくしながら、ばったりと倒れ伏す。さらに追撃のため、ＫＡＪの三人のうち、ＡとＪが正面のドアから庭園側に飛び出した。

　ハナが倒されたことを端末で確認するブリッツ。さらにナスカがコンテナの上ではなく、庭園の入り口付近に移動していたことに今になって気づく。

「あら……わたくし今日は冴さえていますわね」

　コンテナ上よりも射角を広く取れるため、正面からブリッツを追ってくるＪがナスカには絶好の的だった。

　直後に響く、ボルトアクションの銃声。

　敵の狙撃手が館の窓ではなく……屋上に移動していた。屋上からみれば、庭園全体が有効射程圏けん内ないだ。ぎりぎり外の指揮車のコンテナ上までは狙えないため、ナスカの移動は結果的に裏目にでた格好だった。

　敵狙撃手……胸にＱと描かれているタイツ姿の長身の女は、ずっと狙いをナスカだけに定めていた。正面からブリッツを追ってくるＪとＡに集中していて、庭園入り口に張っていたナスカはそんなＱによって完全に死角をつかれる。

「ナスカッ!!　ハナッ!!　くそ……俺の作戦ミスだな………………………………シャドウは対象の保護を優先！　ジンノはそのバックアップ!!　二人とも死ぬなよ!!」

　ブリッツは庭園を駆け抜けて、入り口付近に倒れたナスカをそのまま横切り、指揮車の方まで移動する。庭園全体がいまや敵の領域だ。ナスカに駆け寄り回復体位を取らせる暇はない。

　ブリッツは入り口付近のマンホールに飛び込んだ。シャドウが屋敷の地下室に潜入したときのルートだ。

　十数秒の間に起こった急激な状況の変化に、指揮車のコットンは呆ぼう然ぜんとしていた。

「あの……えっと……おねえちゃんが……それとナスカさんが」

「しょうがないねぇ……オレッチと交代かなこりゃ」

　ずっとコットンのオペレーターぶりを拝見していたウリューだが、どうやらここが限界と思ったのか、指揮系統のコントロールをサブシート側の自分のモニターに移行させる。

（――さてと……今の作戦……相手にこっちの無線が筒抜けだったって考えるのが妥だ当とうかもしれないねぇ。個人サーバーじゃよくあることだけどさ）

　ブリッツの閃光の魔術師という二つ名が広まり、彼が放つ閃光手榴弾への警戒は野戦でも日増しに強くなっている。だから相手が警戒していてもおかしくはないのだが……ブリッツが仕掛けるタイミングを完全に読まれていた。さすがにこれは偶然とは考えがたい。指揮車のコンソールをいじってウリューが吐息を一つ。

「ウリューくんどうしよう！　敵がこっちに来ちゃうよ！」

「大丈夫だってコットンちゃん。一応擬装してるバンだからね。対戦車ロケットでも撃ち込まれなきゃ……ああ、あのガトリング一いつ斉せい射しやはちょっとやばいかもしれないけど、装そう甲こうも頑丈なんできっとたぶん問題ないから」

　だいぶ頼りない口調で告げながら、ウリューの手がコンソールのキーボードをリズムよく弾はじいた。

（――こっちもジンノっていうジョーカーは持ってるけど、フェアじゃないねぇ……ちょっといじらせてもらいますよっと）

　ウリューはこの戦場が展開されている個人のサーバーに直接侵入を試みる。ブリッツたちが知らないウリュー本来の能力が発揮された。彼が本気を出せば個人が管理するサーバーのセキュリティーなど紙同然……なのだが。

（――へぇ……。うちの職場にスカウトしたくなるね）

　ウリューは侵入を取りやめる。ブリッツたちにばれない程度に、この戦いの主催者に軽く灸きゆうをすえるつもりでいたのだが、相手の防御を破るのはウリューにとって危険だった。この戦場の作り手が施した高度なプロテクトを破れば、相手にウリューの本当の力がばれてしまう。

　ウリューという人間はあくまで週末の旅団の技師であって、そこそこコンピューターに精通しているＡＳ熱中者フリークでなければならない。

　気を取り直してウリューが残っている三人――ジンノ、ブリッツ、シャドウに状況を伝える。

「ハナとナスカが落とされちゃったねぇ。特にナスカが落ちたことで庭園は全域危険な状況だよぉ。現在ブリッツは地下通路から館の地下室へ移動中。追おっ手てはショットガン持ちとサブマシンガン持ちだねぇ」

「つうことは、俺がこのまま一階に出ると、館内に残ったガトリング持ちと追っ手にはさみ撃ちか!?」

　ブリッツが悲鳴を上げながら階段を駆け上がる。地下室から一階に出て、さらに狭い階段を二階へ進まざるを得ない状況だった。二階には、まだブリッツたちが確認していない敵が潜ひそんでおり、さらに屋上には狙撃手が待ち構えている。

　シャドウと合流するのも手だが、ブリッツとシャドウはそれぞれ単独行動でこそ実力を発揮できるタイプなので、合流より分散のほうがお互いに都合がよかった。二人並ぶとせっかくのシャドウの光学迷彩が無駄になる。

　そのシャドウの名前が前触れもなくブリッツの端末に挙あがった。どうやら潜んでいた敵の最後の一人に倒されたようだ。




「この戦いは最初からフェアじゃないのよ」

　フロア二階中央の小部屋に少女が立っている。その手にはスタンガンが握られていた。ブリッツの指示に従い今回の保護対象者を発見したシャドウは、光学迷彩を解といて少女に接触をはかる。意外にも少女の周囲に待ち伏せの敵影はなく、少し拍ひよう子し抜ぬけだった。

　ブリッツの悲鳴のような指示からも状況が切せつ迫ぱくしていることは、シャドウも理解していた。だがシャドウは警戒意識の範はん疇ちゆう外がいから攻撃を受けたのだ。

　保護対象である少女のスタンガンによる一撃で、シャドウはあえなく撃沈した。

　少女は冷淡な眼まな差ざしで戦闘不能になったシャドウを見み据すえながら呟つぶやく。

「クイーンは現状維持。ジャックとエースは館内一階にてキングと連携し、ジンノを威い嚇かく。可能な限り戦闘を避さけて釘くぎ付づけにし、時間切れを待て」

　感情のこもっていない淡々とした命令だった。返事はない。彼らは少女の言葉に反論や反対をしなかった。

　時間はすでに残り一分を切る。能力者を倒した実績に期待しすぎたのかもしれない。今までいくつかのチームを試してきたのだが、終局図は今回も同じ結末になりそうだ……と、少女はひとりごちた。




「せっかく治療スキル覚えたのに、使う前に死亡しちゃったね」

　廊下に倒れたハナに笑顔のまま語りかけると、ジンノは一度ゆっくり背伸びをした。ハナと同時に攻撃に出なかったのは、明らかな命令無視だ。

「さてと、僕にしては珍しく出るタイミングを逸いつするなんてミスをしちゃったし……責任をとって敵を殲せん滅めつしてくるよ」

　無線を切った状態で独ひとり言ごとを呟いて、ジンノはハナのアサルトライフルを拾いあげる。自分が持ち込んだサブマシンガンと二丁拳銃状態だ。二つ武器を持っていれば攻撃力が二倍……というわけではない。弾幕を張るために小型サブマシンガンを二つ同時に使う傭よう兵へいも中にはいるのだが、アサルトライフルとサブマシンガンという組み合わせは異例だ。

　ブリッツが地下室側の狭い階段から二階にあがっていくのを、ジンノも端末で確認していた。保護対象者はブリッツに任せて、ジンノは敵を倒すことだけに集中する。

　少し気がかりなのは、シャドウが倒されたことだ。光学迷彩を装備したシャドウを単騎で……しかもシャドウが指揮車に情報を送ることもできずに撃破されたとなると、伏兵は光学迷彩を見破る特殊装備を持っている可能性が高い。

　二階からそれらしい銃声は聞こえなかったため、サイレンサー付きのハンドガン使いか、接近戦用武器の使い手だろう。

「ま、ブリッツならそれくらいはなんとかできるよね」

　警戒することなくジンノは庭園に出る。すかさずＱ――敵狙撃手のクイーンの照準がジンノに向けられるのだが、ジンノはクイーンの方を見ることなく、アサルトライフルの銃口をクイーンに向けていた。まるでハンドガンでも扱うように、片手持ちしたライフルからバーストショットを敵狙撃手の頭部に撃ちこむ。

「まず……一人目」

　無駄弾は一発もない。指揮車のディスプレイに表示されるジンノの心拍数は常に一定だ。劣れつ勢せいにあっても緊張した様子はなく、ジンノは次の獲物を探し始めている。

「今度はあのガトリング使いがいいかな？」

　正面ロビーに戻ると、一瞬だが地下室側に続く廊下に小柄な影――ジャックをジンノは発見した。さらに館の二階階段付近にも敵が一人待機中だ。だが、そのどちらの敵影もジンノが銃口を向ければ階段の死角などに後退する。まともにジンノとやりあうつもりはないらしい。

「時間切れ狙いか。確かに合理的な判断だね。けどブリッツがターゲットを救出すれば追ってこないわけにもいかないだろうし……ブリッツそっちはどうだい？」

　ジンノが直接ブリッツに通信をいれた。旅団のメンバーも残り二人では、もう指揮車を仲ちゆう介かいする必要がない。

「とりあえず女の子は見つけた。シャドウが倒されてるんだが……周囲に敵影は見当たらん。今から女の子を脱出地点まで連れていく」

「二階は敵が三人うろついてるから、一度合流しようか？　庭園の敵狙撃手は落としておいたから、ブリッツは正面ロビーからまっすぐに庭園をつっきっていけばいいと思うよ」

「お前はどうするんだよ？」

「三対一くらいのハンデでも物足りないかな。ブリッツを援護しつつ、倒せるようなら殲滅しておくよ」

「じゃあ悪いんだが頼むぜジンノ！」

　ブリッツは通信を終えるとゆっくり手を差し出した。保護対象の少女がぼんやりと少年の顔を見上げて首をかしげる。

「つうわけで、あんまりゆっくりもしていられんのだ」

「………………」

「心配そうな顔すんなって！　ジンノはあれで天才って言われてるんだ。ちょっと変なヤツだが腕は確かだぜ。それに俺もいる。絶対にここから助け出してやるからな」

　ジンノが二階にあがってきたらしく、威嚇の射撃音が部屋の外で鳴り響いた。正面ロビーがクリアになったとジンノから通信が入る。

　今がチャンスとばかりに、ブリッツは少女の手を取った。

「あと、その後ろに隠してる物騒なもんは使わないでくれよ？　しっかし五人目の敵が保護対象者ってのは意地悪だな」

「…………なぜ……わかったの？」

　思わず少女の口から言葉がこぼれる。

「ずいぶんあっさり認めるんだな。こういうときは、もっとシラを切ると思うんだが」

「私の質問に答えてちょうだい」

　少女のまなざしは真剣だ。

「いや、なんつうか……個人サーバーのミッションってのは個性的だって聞いてたし、シャドウが倒されたときに危険な匂いを感じたんだ。シャドウはこの戦いの前の戦闘で、想定外の方向から攻撃された。だから普段以上に警戒してたはずなんだが……そのシャドウがやられるくらいの意外性ってなると、思わぬ相手が敵だった……っと、説明はこんくらいにして、早く脱出せんと時間がないな」

　ブリッツは背を向けるどころか、少女の体をぐいっと引き寄せると、そのまま抱き上げた。いわゆるお姫様抱っこというやつだ。両手がふさがったため、ブリッツはドアを蹴け破やぶって部屋を出た。ジンノの人払いのおかげで待ち伏せはなく、そのまま一階の玄関ロビーまで階段を駆け下りると庭園に出て、まっすぐ指揮車に向かい走り続ける。

「私を保護してもクリアになるとは限らないわ。今すぐ倒したほうがいいんじゃないかしら？」

「逆に聞きたいんだが、両手がふさがっている俺にスタンガンを使わないのはなんでなんだ？　本当にお前が敵なら、俺を倒しにかかるだろ？」

「……一本取られたわね」













　作戦終了まで十秒を切っていた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおりゃあああああああッ!!」

　少女の体重が軽かったおかげか、ブリッツの脚きやく力りよくが繰り出す全力疾走の力なのか……残り時間が一秒を切る……というところで脱出成功のゴールラインを少年は突破する。

　ジンノが館内のＫキング、Ｊジヤツク、Ａエースを追い込み撃破したのと同時に戦闘終了のブザーが戦場に鳴り響くのだった。
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「力は見せてもらったわ……これでようやく依頼ができそうね」

　大人びた口調は見た目とのギャップが大きく、印象的だ。先ほど戦場になった洋館の庭園で、少女は丸テーブルについて紅茶を飲んでいた。

　戦闘も終わりブリッツが改めて見ると、彼女は本当に華きや奢しやで人形のようだ。緑色の瞳ひとみはどこかはかなげで生気が感じられない。胸元に鍵かぎを模もしたペンダントが揺れていた。自分を縛っている……そんな雰ふん囲い気きだ。

　脇わきには正装した黒タイツの一人が執しつ事じのように控ひかえている。

　先ほど死亡したはずのハナとナスカの姿も健在だ。死亡設定がオン……という噓うそは本当の実力を視みるための口こう実じつだったらしい。実際、死亡設定がオフであるのをいいことに、無謀な攻撃に出る輩やからは少なくない。

　死亡が無効だったとしても、ハナは肩を怒いからせて今にも不満を爆発させる寸前だ。

「まずは紅茶でもいかが？」

　少女が指を鳴らすと庭園に丸テーブルのセットが二つ浮かび上がった。まるで魔法だ。

「俺おれはコーラ！　試合のあとはコーラじゃなきゃな！」

「……なんであんたそんなにお気楽なのよッ!!」

　ブリッツが席につくと、その両隣をハナとナスカが陣じん取どった。さらにコットンもブリッツのテーブルにつく。

「オレッチもあっちがいいなぁ……」

「四人がけでちょうどいいんだから、ウリューはこっちだよ」

　残された男たちで一つのテーブルを占せん領りようすると、メイド服姿のクイーンが紅茶と焼き菓子を運んできた。せっかくのメイド服も着ているのがタイツ人間……動くマネキンでは可か愛わいくもなんともない。

「改めて自己紹介させてもらうわ。私は人にん形ぎよう遣つかい。今回の戦闘について不満があるようだけど、約束の額は入金させてもらったから確認してちょうだい」

　すかさずコットンが端末で預金残高をチェックする。チーム全員に公平に分配された……とはいえ結構な額だ。

「お姉ちゃん！　早く傭よう兵へい街がいに戻ってお買い物しよ!!」

「その前に聞いておかなきゃいけないことがあるでしょッ!!　えーと人形遣いさん……この戦いは明らかに平等な条件じゃなかったわよ!!　もちろん貴方あなたが所有してる個人サーバーだから、地ち理りの面で慣れている主催者側が有利なのはわかるわ。けど、大前提のルールがおかしいじゃない！」

　珍しくコットンの意見に普段無関心というか、非干渉的な態度を貫つらぬくシャドウもうなずいてみせた。

「……保護対象者が敵の最後の一人だとはきいていない」

「ええ……そうね。残念ながらこの世界は平等にはできていないし、不条理なものなのよ。それでも貴方たちは罠わなを看破し、勝ったわ。だからこそ……依頼できる」

「ブリッツのおかげでね。それにしてもずいぶんともったいつける人だね。僕らに用事があるっていうならもっと単刀直入に言ったほうがいいよ。でないと……」

　ジンノがくすりと笑いながらブリッツの方に視線を向ける。ブリッツはといえば……人形遣いの話を聞きながら首をかしげたまま固まっていた。直観力は並なみ外はずれているが、小難しい話にブリッツはついていけない。

　そんな旅りよ団だんのリーダーに、ナスカが紅茶のカップをとって「ふーふー」と冷ましだす。

「先ほどはわたくし……力になれませんでしたわ。せめてこの熱い紅茶を冷ますくらいのお役には立ちたいのです。もうしばらくお待ちになっていてくださいね」

　ナスカの好意（？）にもほとんど無反応なブリッツ。

「つまり……何がどういうことなんだ？　不平等ってなんだ？」

　ため息まじりにハナが解説する。

「だから、保護対象の女の子にシャドウが不意打ちをくらって、危あやうくあんただって倒されかけてたじゃない！」

「ずるいとは思うが、凝こった演出だったよな。さっきの野戦の連中といい、バージョンアップってのはすごいんだなぁ」

「演出って……ねぇブリッツ。前から聞きたかったんだけど、あんたの死し生せい観かんって変よね？　相手を殺すなって言ってるけど、私たちが銃を使うの認めてるし」

　急所を外して敵の戦闘力を奪うばう……そんな戦い方をするには圧倒的な技術か、それを許してくれる状況のどちらかが必要だ。ジンノは技術で、ナスカは狙そ撃げき手しゆというポジションがもたらす有利な状況を利用して敵の急所を避けている。

　それができるだけの力が、ハナにはない。

「相手が降こう伏ふくしてきた場合や殺さずに済む選択ができるなら、可能な限りそっちを選んでほしいってだけだ。ダメか？」

　珍しくブリッツの口調が弱よわ腰ごしだ。ハナは納得できずに追撃する。

「……もし、シャドウがスタンガンで戦闘不能にされたんじゃなくて、ナイフで刺殺されて……私やナスカまで死んだままだったらどうするつもりだったの？」

「そうじゃなかったんだし、今回も面白かったからよしとしようぜ」

「しようぜ……って、本当にいい加減なんだから！」

　いつの間にかハナの怒りの矛ほこ先さきは、人形遣いではなくブリッツに向いていた。

　紅茶のカップを置くと人形遣いは小さくうなずく。

「もし、相手を殺すしかない状態に追い込まれたら……相手を殺さなければ自分が殺されるという状況ならどうかしら？　貴方個人がどれだけ拒こばんでも世界がそれを強要してきたなら……」

　人形遣いの言葉はブリッツに向けられていた。

「そんな世界はクソ食らえだな！　俺みたいな奴やつにも居場所があるから、この世界が好きなんだ……俺は」

「なら、私の話を少しだけ聞いて。ＡエーＳエス．ＴＶテレビはチェックしているかしら？」

「テレビならここに来る前にＢＡＲバーで観みたくらいだな」

「Ｅイー．Ｃシーから声明が発表された。録画しておいたものを観てもらおう」

　男だらけのテーブルで紅茶に角砂糖を五つほどいれて、ジンノが博はく識しき担当の技師の顔をのぞきこむ。

「イーシー？　知ってるかいウリュー？」

「ん？　あ、いやその……初耳だねぇ」

　そんなやり取りの間に、人形遣いが再び指を鳴らすと、一瞬で空に浮かぶ太陽が月にとって代わられた。まるで照明のスイッチをオフにしたような手軽さで夜が訪れる。庭園の噴水が霧きり状じようのウォータースクリーンに早変わりし、ブリッツとハナがＢＡＲのテレビで途中まで眺めていた、二足歩行戦車のデモンストレーションと……それがあっさりと撃破されていく光景。そしてＥ．Ｃの声明が代表者と思おぼしき猛もう禽きん類るいのような鋭い目つきの男から発表された。




「我々Ｅ．Ｃは本日このときをもって行政府の支配に対し、宣戦布告を行う……虐しいたげられし者たちよ。力を求めし者たちよ。我が元へと集つどえ！　そして、ともにこの世界に変革をもたらそうではないかッ!!」




　映像が途切れると再び庭園は昼の明るさを取り戻した。

「新しい映画のＰＲじゃなかったのか？」

　ブリッツも他のメンバーも、あまりの出来事に半信半疑だ。

「残念ながらＥ．Ｃの行動は現実よ。これまで内偵や妨害を続けてきたけれど……私個人では抵抗しきれない勢力になりつつあるわ。貴方たちは実際に戦ったのだし、その力も肌で体感したはずよ」

「もしかして、さっきの野戦の黒服のことかな？　確かにちょっと個性的だったね」

　ジンノがぽつりと呟つぶやくと、人形遣いはゆっくりとうなずいてみせた。

「彼らはある特殊な方法で、通常では取得できない埒らち外がいの能力を得ているわ。フェアな戦いを望めない相手よ。問題は……彼らＥ．Ｃに対して行政府が動かないということなの。理由はわからないけれど、傭兵たちの手で彼らを止めなければ……この世界は変わってしまう」

「よし！　手伝ってやる！」

「って、決断早すぎるわよブリッツ!!」

「そういうイベントなんだろ？　乗らない手はないよな！」

「僕はブリッツに従うよ。僕らのリーダーなんだから」

　ジンノの言葉にシャドウも首を縦たてに振った。シャドウの場合はどちらかといえばジンノがブリッツに従うから……という意味合いが強い。

「コットンちゃん難しいことはわかんないけど、Ｅ．Ｃが悪者ならやっつければ正義の味方だよね!?」

「紅茶がやっと冷めてくれましたわ♪　さあ召し上がれ」

「紅茶はちょっとな。コーラはないのか？」

　ナスカの努力を水すい泡ほうに帰きさせつつ、コーラを待ちわびるブリッツ。危機感は限りなくゼロだ。

「ちょっとなんでみんなそんなにあっさりしてるの！　バス投げてきたり戦車を溶とかしたのよッ!!　まともじゃないわよあんなのッ!!　むちゃくちゃよッ!!」

「野戦で戦った能力者は傭兵としての基礎戦闘力が低くて、たいしたことはなかったけど……戦車を溶かしたあの人ならちょっとは楽しめそうかな」

　ハナのツッコミにもジンノが笑顔で返す。人形遣いもジンノの返答に満足げだ。

「頼もしいわね。私のクイーンを狙そ撃げきした技術には背せ筋すじが凍こおったわ」

「人形相手なら簡単だよ。それにジャックやキングにエースも人形だよね？　人形遣いさん？　ウリューもＢボＯツＴトを作るならこれくらいの完成度は必要だよ。参考になったんじゃない？」

　ジンノのアドバイスに技師は苦笑いだ。

「人形って……本当にＢＯＴなんですか？　もしかしてさっきの戦闘、一人でこなしてたってことなの!?　すっごーい！　お姉ちゃんすごいよ人形遣いさんって!!」

　人形遣いが人差し指を指揮棒のように振るうと、黒タイツの執事とメイドがいっせいにお辞じ儀ぎする。

　実質七対一の戦闘を彼女は行っていたのだ。ブリッツは戦闘中に「同じ匂においしかしない」と感じていたためか、さほど驚いたそぶりもみせない。ジンノもはじめから相手が人間だとは思っていなかった。

「新兵よりは戦えるが……Ｅ．Ｃの能力者相手では力不足はいなめない。そこで貴方たちには、私が主催する対Ｅ．Ｃ組織に参加してもらいたいの。もちろん危険に見合う報ほう酬しゆうは用意するわ」

「報酬ってお金!?　お金なら大歓迎だよね!!」

　敵が特殊な能力を駆使する化け物なら、それ相そう応おうの額がくが期待できるとコットンは早くも皮かわ算ざん用ようを始めた。服やバッグや装飾品のストックはいくらあっても困ることはない。

「普通に戦うより危険なんでしょ？　ねぇブリッツ！　もういいじゃない今日だっていっぱい稼かせげたんだから！」

　心配性の副リーダーの言葉にブリッツは少し悩む。

「この戦いには今の世界の存そん亡ぼうがかかっているわ」

「ずいぶんでかい話に飛躍するんだな？」

　ブリッツの疑問の声に人形遣いは少しだけ間をおいてから、ゆっくりとした口調で語り始めた。

「ここまで調べた情報を教えるわ。Ｅ．Ｃはある特殊な薬品アイテムを投とう与よすることで、能力を発現させることエンチヤントメントができる。仮にこれをＡ薬とするわね。そのＡ薬を投与された場合、定期的に能力を維持するための薬――Ｂ薬を使い続けないと生命個人データを維持できなくなる。おそらくこの条件を盾たてに能力者を服従させていると推測できるわ。彼らは自分たちの陣営に所属しない傭兵をすべて敵とみなす。さらにＥ．Ｃ所属の傭兵は敵を倒すのではなく、殺さなければＥ．Ｃ内での評価があがらない。だから彼らは戦闘不能になった相手にも容よう赦しやがないのよね。戦闘スタイルの強要だけでなく野戦での報酬の50％をＥ．Ｃに上納することも条件よ」

　丁てい寧ねいに説明されたのだが、ブリッツは一言でまとめた。

「つまり、他のカラーを認めないってわけだな」

「そういうことになるわね……彼らの勢力に所属した傭兵がランキングの一位から百位までを独占したとき、この世界にパラダイムシフトが発生する……内偵で得た情報はここまでよ。本当にそのパラダイムシフトが起こるかどうかは不明だけれど」

「ぱらだいむしふと……ってなんだ？　知ってるかウリュー？」

　聞きなれない単語が出たため、ブリッツは物知りな技師に丸投げした。

「うーん、ここでオレッチに聞いてくるあたり、ブリッツもやっとチームの知恵袋である技師の偉大さに気づいてくれたってことだと思うんだけど……えー、パラダイムシフトっていうのを簡単に説明するなら……そうだねぇ。今でこそ地球が太陽を中心に、宇宙をぐるぐる回ってるのは周知の事実なわけだけど、昔の人は地球を中心に月や太陽が空を行き来してるって思ってたわけ。科学的な証明によって、地動説って常識が覆くつがえった瞬間がパラダイムシフト……ってとこかな？」

「常識が引っくり返る……か。それはそれでみてみたい気もするんだが……」

　興味深そうにブリッツは腕組みをする。

「Ｅ．Ｃってのは、自分たちの意にそわない相手をみんな殺す連中……それで間違いないんだな？」

「ええ……彼らは能力こそ多様だけれど、思想や主義の多様性は認めていないわ」

「なら、決まりだ」

　今から始まる出来事や騒動を想像してか、好こう奇き心しん旺おう盛せいな少年は早く次の行動に出たいとうずうずし始めている。そんな少年がハナは時々心配でしかたない。

「本当にいいのブリッツ!?　安やす請うけ合あいにも限度ってものがあるでしょッ!!」

「俺は自分でも結構独どく善ぜん的てきな性格だって思ってる。Ｅ．Ｃも独善的なわけだから、どっちの無茶とわがままが生き残るか勝負だな」

　確かにブリッツの考え方は独ひとりよがりだ。楽しければよいという結果オーライな主義にハナは何度も呆あきれさせられた。

　だが人形遣いから聞く限り、Ｅ．Ｃが支配する世界は殺さつ伐ばつとしすぎていて、ハナにも居い心地ごこちが悪い。

「もしＥ．Ｃに参加したら僕らもその能力がもらえるのかな？」

「お前それ以上強くなってどうするんだよ」

「それもそうだね」

　さらりとジンノが爆弾発言をするのだが、ブリッツは気にせず受け流す。

（――本当にブリッツもジンノさんも緊張感ないんだから……それに能力がほしいのはこっちのほうよ。薬とかお金なんて変な縛りは絶対にごめんだけど……あッ……）

　いつも他のメンバーの足を引っ張ってしまうハナだが……戦車を破壊するほどの力を見せられてＥ．Ｃの演説者の言葉の意味を理解する。

（――虐げられし者……力を求めし者……か。確かにあれだけの力があれば、私だって活躍できるわよね）

　一瞬よぎった邪じや念ねんを振り払うように、ハナは冷めた紅茶を一気に喉のどに流し込んだ。

　こうしてチーム「週しゆう末まつの旅団」は人形遣いが主催する Anti. Enchantment. Specialtask. Team――通称Ａエー．Ｅイー．Ｓエス．Ｔテイーの中核となるのだった。




　傭兵街に戻ったブリッツたちは、さっそく人形遣いの指示でそれぞれ情報収集を始めることにした。敵の潜せん伏ぷく場所と、その中心人物についての情報が不足している。

　演説を行った男はガルダという名前の傭兵で、過去にランキング四位にまで登りつめた経歴の持ち主だ。だが、そのガルダでさえＥ．Ｃ総そう帥すいの手駒にすぎない。

「ということで、コットンちゃん大活躍の巻！」

　傭兵街のメインストリートにコットンの姿がある。珍しく彼女一人だけだ。

　ジンノとシャドウはそれぞれ野戦場の傭兵たちに聞き込みを始めていた。ジンノはその実力からもカリスマ的な人気があり、十分に期待できる……のだが、シャドウは口くち下べ手た＆殺し屋のイメージが強いため、頭数に含めないほうがよさそうだ。

　ハナとナスカは広報を担当する。Ａ．Ｅ．Ｓ．Ｔに参入してくれそうなチームに手当たりしだいに声をかけていた。どうやって集めたのかコットンも不思議なのだが、人形遣いが用意したＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔの活動資金は潤じゆん沢たくだ。Ａ．Ｅ．Ｓ．Ｔに参加したチームはＥ．Ｃとの戦闘時に召集されるが、それ以外に縛りはなくＥ．Ｃ勢力との戦闘に勝利した場合、通常の賞金に人形遣いがボーナスを加算してくれる。Ｅ．Ｃが傭兵たちの自由を奪う存在だという情報も同時に流し、Ａ．Ｅ．Ｓ．Ｔは正義と自由の味方だという演出まで人形遣いはプロデュースしていた。

　その中核となるチームが、先日の白はく銀ぎん杯はいで主催者側の不正を暴あばいた週末の旅団となれば、傭兵たちの注目度も高い。

「そういえば、うちのチームって入団希望者来ないのが不思議かも。結構有名になったのになぁ」

　ブリッツの戦闘スタイルは、見ている分には面白いが味方になると心細い。さらにシャドウの悪評や不幸の魔ま弾だんの二つ名をもつナスカの不思議電波っぷりも、旅団の名声と一緒に広まっているため、新規入団希望者はさっぱりだ。

「やっぱりここはあたしがもっと可愛さをアピールして、チームの負ふの遺産を清せい算さんしていかなくちゃね！　そのためにもお仕事がんばろっと♪」

　コットンが向かったのは、以前ウリューに教えてもらった情報屋のいるＢＡＲだった。普段ならウリューも同行するのだが、これからの戦いに備えて現在ウリューはブリッツと新兵器の開発に勤いそしんでおり手が離せない。

　そこでコットンの出番となったわけだ。

　劇場の扉のような重苦しいドアを開く。ドアに備え付けられていたベルがカランコロンと鳴った。薄暗い店内にはカウンター席があるだけだ。マスターがグラスを磨いている……が、このマスターに中身はいない。街中の人々も傭兵以外はみんなＡエーＳエスという世界が用意したＢＯＴだった。

「あれ？　情報屋さん……いない」

　普段、この時間は店のカウンター席の一番奥で、どこからか仕入れてきた情報を販売してくれる初老の男の姿がない。

「あの、情報屋さんどこに行ったかしってますか？　トイレかな？」

　店のマスターは無言でグラスを拭ふき続けている。

「あぅ……早くも手詰まりかも」

　不意に店の扉が開く。コットンが振り返ると、扉はすぐに閉められた。

「なんか視線感じちゃう……なんだろ？　怪しいよね。うん！　怪しすぎる!!」

　店の扉を開くとコットンは細い路地に出る。左右を見回すと人影が角を駆けていった。まるで魚を誘う疑ぎ似じ餌えのような怪しさなのだが……。

「情報屋さん？　じゃないなら……なんだろ？　逃げられると追いかけたくなっちゃうよね？　コットンちゃんダッシュ!!」

　ともかく走り出す。角を一つ曲がると、次のＴ字路で人影は左折した。追いかけているうちにコットンは人通りのない裏路地に迷い込んでいた。

「……ここ……どこ？」

　雑居ビルの合い間にできた、小さな空間だ。正面と左右がビルに囲まれた逃げ場のない袋ふくろ小路こうじに、男が待っていた。ずっとコットンに背を向けている。男は黒いスーツに身を包んでおり、さながら映画に出てくるエージェントといった格かつ好こうだ。

　すうっと音を立てずに振り返る。その顔に少女は見覚えがない。初対面だが……相手はコットンのことを知っていた。

「まさかこんなにあっさりとついてくるとは思わなかった。例の情報屋目当てのようだが、その好奇心が命取りになったな」

「あの……えっと……なに？」













　まだ状況を理解できていないコットンに、男はそれ以上説明しなかった。さらにコットンの背後にもう一人、同じく喪も服ふくのような黒スーツのエージェントが現れる。完全にはさみ撃うちだ。

　コットンの正面に立つ男が、スーツの胸元から消音器サイレンサー付きの小型拳けん銃じゆうを取り出した。

「あ～～！　それってダメなんだよ！　街の中で銃を使ったら市民に見つかって通報されて、投とう獄ごくされちゃうんだから!!　保ほ釈しやく金きんは高いしもったいないよ？」

「目撃者を残さなければ問題ない」

　コットンの背後に立って道を塞ふさいだ男が答える。

　バックアップに転向してから、銃を持つ習慣がなくなったコットンは護身用の武器など携帯していなかった。

「な、なにしようっていうのよ！　女の子相手に大の男が二人がかりでッ!!」

「簡単な実験の手伝いをしてもらうだけだ……」

「運がよければ力を得られるかもしれない」

　男たちが徐々にコットンとの距離を詰める。すかさず端末で助けを呼ぼうとしたのだが……銃弾がコットンの手を掠かすめた。弾はじき飛とばされて転がった端末を、背後から迫った男が踏みつけて破壊する。

「おとなしく諦あきらめたまえ」

　後ろからゆっくりと近づく黒服の手には、無む針しん注ちゆう射しや器きが握られていた。

「それってもしかして……」

「Ｅ．Ｃの発展の糧かてとなってもらおう」

「いやああああああああああッ!!」

　少女の悲鳴は寂さびれた裏通りにむなしく響くだけだ。よっぽどの物好きでもなければ、こんな人ひと気けのないところをほっつき歩いたりはしないだろう。

　コットンが頭一つ背の高い男に、背後から羽は交がい絞じめられる。首筋に注射器をあてがわれた……その時。

「ったくよぉ……ダセェことしてんじゃねぇよ」

　次に鳴り響いたのは、消音器などかませていない通常の銃声だった。大型拳銃からぶっ放されたマグナム弾が綺き麗れいに黒服男の頭を貫かん通つうする。

「いやあああああああああああああッ!!」

　いきなり死体に早変わりして背中からのしかかってくる男を、コットンは悲鳴を上げつつ振り払った。パニックのあまり男が手にしていた無針注射器を、おもいっきり踏みつけて逃げ惑う。誰だれが助けてくれたかなんてお構いなしだ。

「貴様は……ヘルハウンドッ!?」

　残った黒服の男の表情が歪ゆがむ。狼おおかみマスクがトレードマークのその傭兵は、裏通りを根ね城じろにしていた。

「この前は拳銃の扱いで舐なめられちまったからな。同じ失敗を繰り返してられるほど、俺には余裕がねぇんだよ」

　ヘルハウンドの銃口が黒服の頭部に向けられる。

「ちょ、ちょうどよかった。われわれも探していたところだ。ガルダ隊長の演説は聴いたはずだ。Ｅ．Ｃに協力すれば……」

「うるせぇッ!!　あのロートルが何しようが勝手だが、俺に指図するなんざ百万年早ぇんだよ!!」

　一いつ喝かつすると同時にヘルハウンドは黒服にヘッドショットを決めた。

「ケッ……反撃もしてこねぇならただの的だぜ」

　二発目の銃声でやっとコットンが状況を飲み込んだ。自分にいかがわしい薬を使おうとした二人の死体が転がっている。助けてくれたのは……顔見知りのヘルハウンドだ。

「あ、ありがとう！　ヘルハウンドさん！」

「テメェを助けたんじゃねぇよ。たまたま通りかかったら女の声がしたんだが、テメェは女っつうよりガキだしな……ったく、糞クソみてぇな的に無駄弾使っちまった」

　コットンに一いち瞥べつもくれず、ヘルハウンドは吐息を漏もらす。

「わぁ……そんな言い方するなんてツンデレさんですか？　本当はいい人キャラなんでしょ？　もったいないなぁ」

「何ほざいてやがるんだ糞ガキ」

「コットンちゃんは糞ガキじゃありませんよーだ！　そんなに口が悪いと女の子にもてないよ？」

「好きにやってろ……」

　憎まれ口を叩たたきながらヘルハウンドが路地に去ろうとした……ところで、一本道を警官が二人やってくる。どうやら銃声を聞きつけてこの場所に駆けつけたようだ。

「んだよ。また前科が増えちまったな」

「ちょ、ちょっと待ってよおまわりさん！　あのね、今のはヘルハウンドさんがあたしのこと助けようとしてくれて、それで悪いのはあっちで転がってる二人なの!!」

「無駄だ。こいつらにそんな知能はねぇ。職務に忠実でサボりもしなけりゃ裏金作りもしないだけマシだがな」

　銃を没ぼつ収しゆうされて手錠をかけられるのだが、そんなことにもこなれているヘルハウンドは、警官に連れられて路地を去っていった。

「やっぱりいい人っぽいなぁ。白銀杯の時はお姉ちゃんに意地悪してたけど、あれって小学生の男子が好きな女の子にちょっかい出すような雰囲気だったし。きっと恋よね！　これって!!」

　ヘルハウンドに助けられて、すっかり自分が何をしに街に来たのかをコットンは忘れてしまうのだった。




「と、いうわけでコットンちゃんの報告は終わり！」

　旅団いきつけのＢＡＲで、ブリッツとウリューはコットンから事情を聞き終える。

「いいやつだなヘルハウンドって」

「そうだねぇ……いや、でもコットンちゃんには悪いことをしたよぉ。情報屋なんだけど、つい最近足を洗ったみたいで……もう連絡も取れないんだよねぇ。そうそう、Ｅ．Ｃの騒ぎがあってから有名どころの傭兵も、何人か足取りがたどれなくなっちゃったりなんかして。ブリッツやコットンちゃんが知ってるところなら、矛む盾じゆんブロスやサイレントキャンパーあたりね。元からどこにいるんだかわからないストレイ・シープは別だけど。これはあくまでオレッチの推測なんだけど、しばらく身を潜ひそめる傭兵は増えるかもしれない。Ａ．Ｅ．Ｓ．Ｔが広報活動を始めてＥ．Ｃとの戦闘に発展するのは時間の問題。で、潜伏組は勝ったどっちかの陣営につくって話さ。情勢が安定するまで世界の外で様子見ってのは、まぁ一番の安全策っちゃ安全策なんだけど……このまま過か疎そっちゃうと傭兵街も寂しくなるねぇ」

　コットンができない分を見越していたのか、きっちり情報を収集整理しているあたりウリューは抜け目ない。ブリッツは腕組みする。

「しかし……これで街の中も危なっかしいってことはわかったな」

「そうそう！　端末は壊されちゃうし……ま、経費ってことで新型に買い替えちゃったけどね！」

　旅団いきつけのＢＡＲに戻ってくる前に買った、新型端末に頰ほおずりしながらコットンが微笑ほほえむ。先ほどのピンチも喉のど元もとを過ぎてあっという間に忘れたようだ。

「できればＡ薬でもＢ薬でも、薬品のサンプルを確保してるとよかったんだけど……状況がかなりヤバそうだったし、しょうがないっちゃしょうがないかぁ」

　ウリューにコットンを責めるつもりはない……とはいえ、もし薬品が手に入っていれば大きな手がかりになっていたかもしれない。

「ごめんねウリューくん。けど人間あきらめも肝かん心じんだよ!!」

　逆切れならぬ逆励ましに技師はがっくりと肩を落とす。

　そんなテーブルに、広報担当で奔ほん走そうしていたハナとナスカのチームと、戦場で情報を仕入れてきたジンノとシャドウが戻ってきた。

「お疲れ～～！　どうだった？　コーラ飲むか!?」

　ブリッツのねぎらい方はいつもワンパターンだ。気にせずジンノが席につく。

「こっちは収穫あったよ」

「まあボチボチってところかしらね」

　それなりに成果があったのかハナの表情は明るい。

「いくつかのチームがＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔに参加してくれたわ。正直私たちだけじゃどうなるかなって思ってたんで一安心ね」

「正義は我々にあります。光の加か護ごを受けた聖戦士のもとに力は集まり、闇やみをはらう希望が今、世界を照らす太陽のように輝きはじめますわ」

（――ナスカの電波な語りがなかったら、もうちょっと参加チームが増えてたかも）

　と、口には出さないが、ハナはナスカが口を開くたび終始苦笑いだ。続けてジンノから声が上がる。

「それで僕らのほうなんだけど、たまにはシャドウに報告してもらおっかな？　ね？　いいよねシャドウ」

「……御ぎよ意い」

「ほら、みんなに説明して」

「……………………」

　なかなか喋しやべり出さないシャドウに、全員の視線が集まる。

「……………………」

「だめだよシャドウ。アイコンタクトじゃ伝わらないから」

「あら？　わたくしには伝わりましたわよ？　敵の拠きよ点てんを発見されたのでしょう？」

　無言でシャドウは首を縦に振る。

「本当なのかッ!?　すごいな！　アイコンタクト!!」

「ほめるところ間違ってるわよブリッツ!!」

　突っ込みをいれるハナを少年はじっと見つめた。

「な、なによ急に……そんなに見つめられると……ちょっと照れるじゃない」

「だめかぁ……俺のアイコンタクト！」

　ブリッツが勝手にアイコンタクトに失敗して肩を落とすと、ナスカが店員を呼んで瓶びんのコーラを一本頼む。

「わたくしにはちゃんと伝わってますわ。だから気落ちなさらないで」

「いや、コーラはコーラでも瓶じゃなくてピッチャーを頼んでほしかったんだが」

「ブリッツは飲みすぎですから、将来の伴はん侶りよとなる者としてお体を案じた結果ですわ」

「お前は何を言ってるんだ？」

　受け流すどころかばっさりとナスカを切り捨てた。時々ブリッツはナスカに対して豪ごう快かいな手法で電波を遮しや断だんする。おかげでナスカとブリッツが仲間以上の関係になる気配は皆かい無むだ。

「しかし、よく場所がわかったな？」

　感心したような顔のブリッツに、ジンノはいつもの笑顔で応こたえる。

「うん。といっても……罠かもしれないけどね。僕のファンって人から野戦のあとに直接メールが届いたんだ」

「まぁＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔの広報活動をして、その中核にオレッチたちがいるってことは知れ渡ったわけだしねぇ」

　すでにＥ．Ｃの拠点の位置情報はジンノから人形遣いに送られていた。

　あとは人形遣いの判断を待つばかり……戦いの幕開けが迫りつつあった。
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　混成部隊となったＡエー．Ｅイー．Ｓエス．Ｔテイーのメンバーは、ブリッツたち週しゆう末まつの旅りよ団だんを中心に中堅チームのホーリービショップと東とう京きよう銘めい菓か。さらに三人組のチームワークが光るオーストリッチ同好会という編成に加えて、個人参加の傭よう兵へいたちも加わった総勢32名だ。

　その中には、先日逮捕されて保ほ釈しやく金きんをたんまり払わされたヘルハウンドの姿もあった。その保釈金は人にん形ぎよう遣つかいが全額用意したとか。さらに他の傭兵よりも高い報ほう奨しよう金きんでヘルハウンドが雇やとわれているという噂うわさも立っていた。でなければ、正義と自由を守る戦いにハウンドが参加するわけがない……という話だ。

　そしてもう一人、ブリッツたちにも馴な染じみのある傭兵が参加している。

　個人戦ではジーニアス・ジンノと比ひ肩けんする実力者のストレイ・シープだ。白はく銀ぎん杯はいのあとしばらく姿を隠していたが、今回のイベントを聞きつけて参戦することになった。

「世界の危機……つっても、上位ランカーは来てくれないんだな」

「上の人たちのライバルは、海外の強きよう豪ごうだから国内のことにはあんまり興味ないみたいね」

　ハナの説明にブリッツは腕組みしながら「うーん」とうなる。

「つうか海外はどうなるんだ？　あの……パラダイスギフトで！」

「パラダイムシフトよ!!　って、私に聞かれてもわかるわけないでしょ？」

　人形遣い所有の洋館の庭園に参加者たちが集められていた。作戦概要はすでに人形遣いからブリッツに書類で渡されている。パラダイムシフトへの疑問について答えられそうな人形遣いの姿はない。彼女は別行動をとり、作戦終了時に潜せん入にゆうした部隊の回収を行うという分担がなされていた。人形遣いが実行部隊に同行して敵に倒されでもすれば、Ａ．Ｅ．Ｓ．Ｔは資金源を失い即そく日じつ解かい体たいだ。

　人形遣いの作戦に基づき、戦力は二つに分けられた。今回の目的はＥ．Ｃが支配している公式サーバー上のマップに潜入し、能力者を生み出すＡ薬のサンプルを得るというものだ。

　内部に侵入してＡ薬を手に入れる回収班と、回収班が活動中に敵を引き付ける囮おとり班という構成だった。回収班は旅団のメンバーを中心とした精鋭部隊だ。といっても内部に侵入するため狙そ撃げき手しゆのナスカは囮班のバックアップにまわされ、旅団の代表ということで副リーダーのハナも囮班に参加することになった。

　さらに回収班には、本来なら一番後方で指揮車にこもりきりなはずのウリューが同行する。異例の布ふ陣じんだがウリューが参加しなければ、敵の基地内のセキュリティーを解除できないためだ。さすがのジーニアスも技師系スキルはからっきしだった。

　囮班……とはなっているのだが、むしろ主力部隊はそちらなのかもしれない。陣頭指揮役を人形遣いが直接ご指名している。

「囮班の指揮官はヘルハウンドか。なら安心だな」

「でも、本人はまだやるって言ってないわよ。それにあいつの指揮下に入るのって、なんだか嫌なんだけど」

　納得した表情のブリッツとは対照的に、ハナはリストの名前を見つめて憂ゆう鬱うつそうだ。

「あいつ口は悪いけど、腕は悪くないんだろ？　そう言ってたのはハナだぜ」

「なにケロッとしてんのよ！　白銀杯のときはすごく……ピンチだったんだから。ブリッツが来てくれなかったら、私……」

「昨日の敵は今日の友ってな。どうしたんだよそんな思いつめた顔して？」

「なんでもないわよ！」

　戦闘では相手の先を読む直感力を持つブリッツだが、相変わらず女の子の気持ちには疎うといままだ。

（――ブリッツと一緒にいたいのに、なんでこんなチーム分けなのよ）

　ハナと同じく囮班になったナスカだが、ブリッツとは「前世からの縁」と公言しているわりに彼女はすんなりとこの編成を承しよう諾だくした。潜入に不向きな狙撃手という兵種もあるのだが、ナスカ曰いわく「たとえこれが現世での永遠の別れとなっても、来世になればまためぐり合う宿しゆく縁えんなのですから」とかなんとか。

　人形遣いに代わって場を仕切るために、庭園に用意された壇上に続く階段にブリッツは足をかけた。

「ねぇねぇ！　それってチーム分けでしょ？　ボクにも見せてよ！」

　幼い口調の陽気な声がブリッツを呼び止める。小柄なフード付のコートを羽は織おった、一見すると男の子っぽい少女だ。先日の白銀杯で戦ったストレイ・シープが、いつの間にかブリッツの背後に回りこんでいる。

「おう！　久しぶりだな」

「お祭りがあるっていうから復帰したんだよ。それにしてもひどいよねＥ．Ｃって。矛む盾じゆん兄弟とライアットも誘ったけど、ぜんぜんダメダメ。Ｅ．Ｃに襲撃されたって噂は本当みたい。このまま自信喪そう失しつしっぱなしでこの世界から足を洗っちゃうのかなぁ？　って感じ」

「しばらく休業してたっていうわりに、ずいぶん詳しいのね。なんだかちょっと怪しいわよ」

「久しぶり～～♪　ハナさん元気だった？　ちなみに情報は街の情報屋さん経由だよ！　そうそう……その情報屋さんもＥ．Ｃの襲撃にあって、しばらく身を隠すんだって。ひどいよね！　なんで楽しくないことを平気でするんだろ」

「少しはこっちの疑惑の視線に対して臆おくしたりすればいいのに。なんで腕のたつ傭兵って変人ばっかりなの？」

　ハナの軽い牽けん制せいもまったく意に介かいさないストレイ・シープ。これでシープが男の子ならハナも意地悪な物言いはしないのだが……。

「あれ？　ハナさん妬やいてるの？　大丈夫だよボクはブリッツのこと、とったりしないから。ブリッツとはずっと好敵手だもんね？」

　思わずハナの顔が赤くなる。だがブリッツは相変わらず気づいていない。

「そうだな。今回は仲間で心強いが、敵に回すとお前ほど怖いやつはいないぜ」

「まったくお世せ辞じが上手になっちゃって。ボクがちょっといない間に社交辞令まで覚えたんだ？」

「いやマジだ。だから今回はお前の力を頼りにしてるぜ」

　白銀杯では敵同士という状況からストレイ・シープが裏切り、ブリッツたちに加か担たんするという流れがあった。こうなったのも白はく銀ぎん騎き士し団だんの団長が持ち出した、反則ともいえる巨大人型兵器のせいなのだが……それに対してブリッツ、ジンノ、シープの三人は連携して戦いを挑み、勝利した。そのときの経験からシープの実力がジンノと同レベルだとブリッツも実感している。

「うん！　まかせてよね！　だけどこの編成……ちょっとつまんないなぁ。ボクも回収班がいいなぁ……外の敵は大したことなさそうだし。東京銘菓は新人が入って、そこが弱点っぽくて心配だけど基本はできてる人たちでしょ。ビショップは作戦理解力があるから、不用意な突撃はしないよね。囮班なら守備的な作戦展開に定評がある彼らはぴったりかな。オーストリッチ同好会なら三人セットの運用が大前提だね。遊撃部隊として敵の目をそらしながらの奇き襲しゆうにはうってつけ……リーダーはヘルハウンドね。攻撃的な性格に見えるけど、この人って結構クレバーで曲くせ者ものだから柔軟に対応できると思うよ。顔はボクの好みじゃないんだけど……うん、この編成を考えた人よくわかってる。だけどボクまで囮班っていうのだけは納得できない！　ボクが生き生きと活躍できるのは個人戦だし、そういうシチュエーションになるのは絶対回収班だよ！」

　ストレイ・シープといえば特に機動力と奇襲戦法の腕がたつ、ブリッツと非常に近い戦闘スタイルの傭兵だ。特に「楽しさ」を重視し、場合によっては味方であっても卑ひ怯きような行動をした者に対して、容よう赦しやなく制裁するという独どく善ぜん的てきなところがある。

　囮班には向かないと、シープ自身がリストに目を通しながらブリッツに訴うつたえる。

「回収班にいれてくれないなら、ボクはこの作戦に参加しないよ！」

「ちょ、ちょっと！　何わがまま言ってるのよ！」

「傭兵は自由だから、自分の思うままに生きないとね♪」

　無む邪じや気きに笑うシープにハナは何も言い返せない。実力がない自分の言葉は彼女には届かない……そんな気がしてハナは言葉を飲み込んだ。

「だけどなシープ。その自由をＥ．Ｃは管理支配しちまうつもりなんだ。そんな世界は嫌だろ？」

「だったらなおさらボクを回収班にいれるべきだよ！」

　コートの胸ポケットからペンを出すと、ストレイ・シープは囮班にあった自分の名前をペンでぐちゃぐちゃっと塗りつぶし、回収班に名前を書き入れた。

「これでまた、ブリッツとジンノさんといっしょだね♪」

「……しょうがねぇなぁ……まったく」

　さすがのブリッツも呆あきれ気味だ。時間もおしてきたため少年は階段を上る。

「それじゃあ編成の発表してくるぜ。このあとチームリーダーミーティングが終わったら作戦開始だ」

　ブリッツが壇上に立つと、それまで騒がしかった庭園の傭兵たちの話し声が止やんだ。

　スタンドマイクを前にブリッツは原稿を読み上げようとした。Ｅ．Ｃの演説に対抗する士し気き高こう揚ようの言葉が原稿には並んでいる。だが、ブリッツはその原稿から視線を外はずす。

「俺おれたちは気楽な傭兵稼か業ぎよう。死ぬも生きるも自分次第。だけどＥ．Ｃってのはそれを認めない連中の集まりって話だ。実際、戦場だけじゃなく傭兵街でまで襲撃事件が起こってやがる。ここに集まってくれた中にも、同じように友人が被害を受けたり、自身がやられた人間もいるだろう。戦場での借りを返すのは同じ戦場ってのが道理だ。傭兵の自由ってのは、何をやってもいいっていう自由じゃない。自分の道理を通すためなら、他人のそれを踏みにじってもいいのか？　戦う意思のない人間を巻き添えにしていいのか？　俺は違うと思う……だから、俺はあいつらを止めたいッ!!」

　傭兵街で銃をみだりに抜かないのは傭兵の心得だ。戦場以外での戦闘は回避すべきだ。戦闘と直接無関係な者を巻き込んで殺すのはテロリストのやることだ。迷惑極まりない人間爆弾こと処刑ボマーでさえ、戦場の傭兵以外をターゲットにすることはなかった。

「綺き麗れい事ごとばっかりで済めばＥ．Ｃなんて生まれねぇ」

　集団から一歩前に出て、ヘルハウンドが壇上に立つブリッツを見上げて告げる。

　きりっとさせていた表情をブリッツはいきなり緩ませて続けた。

「…………と、言えとこの紙に書いてある」

「はぁ？」

　せっかく気分が盛り上がっていた傭兵も、ブリッツの言葉に不満を抱いた傭兵も、いっせいに耳を疑った。代表でヘルハウンドがツッコミをいれる。

「テメェそれ言ったらおしまいだろうがッ!!　戦意向上もクソもねぇだろッ!!」

「こんな堅かたッ苦くるしいこと言えっつわれても、よくわからん。けど、今回は大規模な戦闘になるから楽しみだな。みんな死ぬかもしれんけど、がんばって生き残ろうな！　つうわけでチーム編成を発表する」

「……阿あ呆ほだ。コイツ」

　高まった緊張感が一気に弛し緩かんした。その場の全員がうなだれそうになる。我慢しきれなくなったのか、ヘルハウンドが壇上に飛び乗るとブリッツからマイクを奪うばった。

「聞いたかテメェら！　こんな阿呆がリーダーってのは明らかに人選ミスだ！　だが安心しろ。テメェらの面倒は俺がきっちりと見てやる！　Ｅ．Ｃなんてクソ野郎どもを叩たたきつぶして俺たちの力を存分に見せ付けてやろうぜッ!!」

　ブリッツから原稿を奪うと、その後の仕切りはヘルハウンドが行った。一度は失われかけた士気が一気にヒートアップする。白銀杯での悪評でヘルハウンドに対して警戒心をもっていた傭兵も、マイク奪取のパフォーマンスですっかりハウンドを見直していた。

　さらにブリッツが読んだ台本に奇妙な違和感――いかにも正義の味方風な雰ふん囲い気きが鼻についていた傭兵まで、すっかりヘルハウンドの勢いに乗せられて会場がひとつになる。

　こっそりと逃げるように壇上から降りるブリッツだが、その表情は笑顔だ。

「あんた、いいところ全部とられて何笑ってんのよ？」

「別にいいんじゃねぇか？　実際、この会場のほとんどをヘルハウンドが面倒みるわけだし」

　今回はブリッツが悪役になり、ヘルハウンドが全員の意見をまとめる、正義のリーダー役を担になっていた。ハナはブリッツの行動が天然なのか意図的なのか読めずに困惑するものの、結果的にＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔの団結は強まったわけだ。

　リーダーミーティングでもヘルハウンドが囮班の中心となり、ついにＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔによる侵攻作戦が開始される。この状況を作り出した張本人である人形遣いは不在のままに。




　密林地帯の基地施設が戦場だった。この密林基地は最近実装された大規模戦闘用の野戦場だ。戦場を占せん拠きよすることが可能で、Ｅ．Ｃに参加した傭兵や護衛のＢボＯツＴトが常に守備隊として待機させられている。

　この基地に保管されているであろう、薬品のサンプルを手に入れ、さらにＥ．Ｃ総そう帥すいの居場所を探り出すのが回収班の目的だ。指揮車にコットンが待機して回収班のバックアップを行うことになった。

　ウリューは技師という立場から、情報収集と重要区画進入時の電子ロック解除のために、ブリッツたち回収班に同行する。

　まず先行したのは囮班だった。襲撃によってＥ．Ｃ部隊をひきつけている間に、回収班が潜入を行うという段取りだ。

　戦場は四つのブロックに分かれている。まず外周部の密林地帯。それを超えると四方を高い外壁に囲まれた基地敷地内に続いている。敷地内には悪あく路ろでも走破できる四輪車の駐車場やヘリポート。侵入者に鉛弾の雨を降らせる銃座に、警戒用の物見やぐらといった、防衛側に有利なオブジェクトが勢ぞろいしていた。囮班の主戦場はこの密林地帯と敷地内だ。さらに敷地内中央のピラミッドのような建物と、その地下にある倉庫区画という構造になっていた。人形遣いがブリッツたちに残した基地内部の情報がなければ、確実に迷子になる規模だ。

　囮班のメンバーはヘルハウンドを頂点に、その護衛としてハナとナスカがつく。本来はここにストレイ・シープも加わる予定だったが、彼女の姿はない。主力部隊はホーリービショップになる。かつてジンノ勧誘に失敗した彼らだが、現在はジンノをすっぱりあきらめて、団体戦を活動の中心に据すえた規範的なチームへと成長していた。全員が治療スキルを持っているのも心強い。

　その後方から物資の補給と援護を東京銘菓が行う。リーダーのバナナクーヘンは白銀杯以降、すっかりブリッツたち週末の旅団のファンだ。チームとしてはまだ発展途上だが、最近新人が加わり規模も少しずつ大きくなっている。

　敵基地入り口の正面にホーリービショップと東京銘菓を配置して、左さ翼よくからヘルハウンドの攻撃部隊。右翼をオーストリッチ同好会の三名が遊撃、攪かく乱らんしつつ基地後方から回収班が潜入する段取りだ。

　開幕の銃声は左翼攻撃部隊のナスカからだった。いつでも動き出せるよう、しゃがんだ状態から狙撃する。四つある物見やぐらのうち、二つを狙ねらえるポジショニングだった。消音器をつけた狙撃銃で、やぐらの上から周囲を警戒していたＥ．Ｃ兵を撃ち抜く。同時に基地に警報のサイレンが鳴った。消音器を装備していても、敵が異常に気づいてはあまり意味がない……かと思われるのだが、密林の陰かげに潜ひそんだナスカの居場所はＥ．Ｃの守備隊には非常に見つけにくかった。こういった場合、銃声で察さつ知ちしておおよその位置を探るのだが……その弱点を消音器がカバーする。

「あら……今回はわたくし、大活躍してしまいますわね」

　ナスカは移動しながら次々と物見やぐらのＥ．Ｃ兵を撃破していった。こんな状況でも丁てい寧ねいに、敵の利きき腕うでであろう右肩を狙い、殺さずに倒していく。もちろん頭部を撃ち抜くこともできるのだが、ブリッツのことを思ってか、ナスカは可能な限り殺さずに戦闘不能にさせていった。

　物見やぐらが危険だと理解したＥ．Ｃ兵たちだが、その攻撃がどこから来たのかはまだ判断しかねている……にもかかわらず、ある兵士が物見やぐらにあがると同時に、ナスカの潜んでいる茂みに銃口を向けた。ほかの兵士とは違い黒い制服姿のアサルトライフル持ちだ。狙撃銃のスコープ越しにナスカは敵と目が合う。この距離での撃ち合いなら狙撃銃がアサルトライフルに負けることはありえない……のだが、即座にナスカの居場所を突き止め、銃口を向けてきた敵の持つ威圧感が、ナスカを一歩引かせた。

　立ち上がると岩いわ陰かげにナスカは隠れる。そこには狙撃中のナスカの背中を守るように、ハナとヘルハウンドが待機していた。

「どうしたの？　まだこっちに敵の兵士が来る様子はないわよ？」

「おそらくこちらの居場所が白はく日じつの下もとにさらされてしまいましたわ。天からの監視の目に捉とらえられてしまったように」

「衛星と連動……ない話じゃねぇが、ピンポイントすぎやがる。位置を探れる能力者がいるってわけか」

　思っていたよりも狙撃で敵の数を減らせなかったことに嘆たん息そくしながら、ヘルハウンドは移動を提案した。この場所がばれたというなら、すぐにも敵のアサルト部隊がやってくる。ハウンドから戦場の全員に指令が飛んだ。

「右翼の遊撃部隊はこのままぎりぎりまで敷地内を攪乱しておけ。引ひき際ぎわはテメェらのタイミングに任せる。俺たちは主力部隊と合流して一時的に数的優位をつくり迎撃態勢を整える。正面から敵の本隊が追撃してきたらこっちのもんだ！　主力部隊ともども戦線を一度引き下げて罠わなにかける!!　敵が思わず追いたくなるようにセクシーに動けよッ!!」

　ヘルハウンドが左翼から後退を始める。足元がぬかるんでおり、痕こん跡せきも残るのだが……それをヘルハウンドは消さなかった。追いかけてくる敵部隊を誘い込むためだ。案の定、ヘルハウンドたち攻撃部隊が囮班主力部隊の目の前までやってきたところで、それを追ってＥ．Ｃ兵が六人、ハウンドたちの背後からやってくる。だがＥ．Ｃ兵の前にはＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔの主力部隊が集結していた。

「ハナさんとナスカさんには当てぬよう、しっかり狙いつつ全軍一いつ斉せい掃そう射しや！」

　密林の茂みからホーリービショップのリーダー、ミトラの声が響く。ヘルハウンドたちを追撃してきた六人は激しい銃声に倒れた。まだＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔ側に被害はない。

「俺には当ててもかまわないってのかクソ神官？」

「あなたの指揮下に入ったのも、自由を守るためですから……自分のほうが上だなどと勘違いなさらないようお願いします。もし作戦途中であなたが倒れられたなら、その遺志はきっちり受け継いで差し上げますので」

　以前、野戦でこてんぱんにノされたことを根に持っているのか、ミトラはヘルハウンドにあまり好意的とはいえなかった。

「そりゃますます死ねねぇなぁ。単調な指揮で勝てるほど甘かねぇんだ……おい東京銘菓ッ!!　補給路の状況はどうなってるッ!!」

　端末で物資運搬係を仕切るバナナクーヘンにヘルハウンドは確認を取る……と、意外というか、予想外の反応が返ってきた。

「そ、そそそそ、それがその……あの、ごめん」

「いきなりごめんじゃ意味わかんねーだろタコがッ!!」

「じつは、新人のラビットベリーが……あ、いや自分の監督不行き届きだから、彼女のことは責めないであげて！」

　バナナクーヘンのうろたえぶりに、ヘルハウンドは「うだうだ言うな結論だけ述べろ！」と苛いら立だちを募つのらせる。

「武器弾薬の半分くらいを、手違いでふっ飛ばしちゃって！」

「………………死ね」

　端末を強制的に切るとヘルハウンドが正面を見据える。敵にＢＯＴが混ざっているとは事前に聞いていたが、ヘルハウンドはまったく楽観視していない。それに加えて補給物資の半分が消えた。攻略の難易度が一気に跳ね上がる。

「補給状況の悪化に加えて敵の主力部隊にゃ、例の能力者ってのがいる……最悪だな」

　だが、そういった戦闘力の高い能力者を、まとめて押さえ込んでおくのが囮班の使命だった。

　間かん髪はついれずに正面からＥ．ＣのＢＯＴ部隊が突っ込んでくる。こちらの弾薬を減らそうという魂こん胆たんがヘルハウンドには見え見えだった。一体の能力はたかがしれているが、二十体ほどの部隊がまっすぐに囮班主力部隊めがけて突撃してくる。武装もアサルトライフルやサブマシンガンに、ショットガンなどまちまちだ。ミトラが手を上げた。

「全軍一斉掃……」

「待てッ!!　クソ神官……テメェの頭にゃスポンジでもつまってんのか？　さっき補給部隊の状況を端末で聞いただろうが？　全員まだ撃つんじゃねぇッ!!　ぎりぎりまで引き付けろッ!!　狙撃手は敵突撃部隊の後方に注意だッ!!　敵の狙撃手に仕事をさせんなよッ!!　補給部隊は俺の指示があるまで上がってくんな!!　それと失敗した新人……次はねぇからな」

　ヘルハウンドが言い切るのと同時に、ＢＯＴ部隊が一斉に掃射してくる。それを塹ざん壕ごうや密林の茂みに隠れて囮班主力部隊はやり過ごす。第一波を受け流しきった頃ころには、拳けん銃じゆうでも相手の頭が狙える距離にまで敵味方双方の部隊は近づいていた。

　ＢＯＴ部隊の動きが示し合わせたように止まる。ほぼ同じタイミングで弾を撃ちつくしたのだ。それにあわせてヘルハウンドが「突撃」のハンドサインを出す。ホーリービショップの四人と前線に投入された東京銘菓の二人。それにアサルトライフル持ちのハナや個人参加の傭兵たちが、ヘルハウンドに続いてＢＯＴ部隊の隙すきをつき仕掛けた。

　後方でにらみを利かせていたナスカも発砲を始める。他に東京銘菓とホーリービショップの狙撃手もいたのだが、ナスカ一人で敵のＢＯＴ狙撃手は片付いた。

「今日は星のめぐりがよろしいようで……止まって見えますわね」

　ヘルハウンドが先頭になって、リロード中のＢＯＴ兵を次々と倒していく。アサルトライフルの弾が切れるとハウンドはハンドガンに持ち替えて、密林に隠れた敵兵を探し出し確実に仕し留とめていった。その姿はまさに猟りよう犬けん……狩る者だ。ハナが自分のアサルトライフルを撃ちつくし、弾を再さい装そう嗔てんしている間に二十体のＢＯＴが片付いた。

「全員、使えそうな武器は拾っておけッ!!　弾薬の種類にゃ注意しろよッ!!　アサルトライフルにショットガンの弾が入らねぇこともわからんような馬ば鹿かは、まさかいないだろうな？　東京銘菓の補給部隊は次の敵の攻撃まで待機ッ!!　余力がある間の補給は、敵の死体からマガジン奪って対応する。怪け我が人にんは治療を受けておけよッ!!」

　混成部隊への仕切りは野戦中心に活動するヘルハウンドの得意分野だった。

　補給物資の半壊に対応しながら指揮するヘルハウンドの手て際ぎわのよさに、ハナが心の中で嘆息する。

（――嫌なやつだけど、適材適所っていうし……それよりＢＯＴ相手に一人も倒せなかったのがショック大きいかも）

　今の正面からの戦闘で、ハナはまるでいいところなしだ。マガジンを一つ無駄にした。

（――あれ？　怪我してるじゃない？）

　端末を手に、遊撃部隊のオーストリッチ同好会に引き続きヘルハウンドが指示を出す……その左腕に血がにじんでいた。密林に入り込んだ際に、混戦にもつれ込み反撃を受けていたようだ。

「あんた怪我したの？　治してあげるからちょっと傷みせなさいよ」

「こんなもん怪我のうちにゃ入らねぇ……それよりテメェまた手ぇ抜いたな？　今の状況でどこをどうしたら０キルなんて結果が出せんだよ？　目ぇつぶってても二～三人はやれんだろうがッ!!」

「なによその言い方。こっちだってがんばってるのよッ！　手なんて抜いてないわよ失礼ね!!」

「少し黙ってろクソ女。敵の肉入りのお出ましだ」

　遊撃部隊のオーストリッチ同好会との通信が前触れもなく途切れる。三人そろった時の彼らのコンビネーションと引き際の判断能力は、ヘルハウンドも野戦での戦いなどを通じて知っていた。各個撃破でなければ殺しきれないしぶとい連中が、三人まとめて一瞬で消されたのだ。

「ウォーミングアップは終わりだ。こっからが本番だぜ野郎どもッ!!」













　ヘルハウンドの呼びかけに応じて鬨ときの声があがる。が、ホーリービショップのミトラは一人不機嫌そうに無言だった。

　オーストリッチ同好会による陽動が失敗したため、囮班主力部隊は次の一手を余よ儀ぎなくされる。

　そのころブリッツたち回収班はというと、順調に裏手から敵に見つかることなく敷地内を縦じゆう断だんし、ピラミッドのような建物内部への侵入に成功したのだった。
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　回収班の先頭を行くのは斥せつ候こうのシャドウだった。安全を確認したところでジンノとストレイ・シープが続き、ウリューをはさんで最後尾にブリッツがつく。

「なんだかあっさり進めちゃったね。順調ということになるのかな？」

「つまんないなぁ……早く能力者と戦いたいのに」

　ジンノとシープはここまで敵と遭そう遇ぐうすることもなく進んでいることに、不満とまではいかないが拍ひよう子し抜ぬけした様子だ。

　基地内の通路は薄暗く狭い。壁も床も鉄板剝むき出だしだった。走れば豪ごう快かいに音が響くため、回収班の進行速度は遅い。距離が離れすぎたこともあり、指し揮き車しやでモニタリング中のコットンと通信は可能だが、先日の洋館での戦闘時のような詳細な地図は得られなかった。

「張り合いがないって気持ちはわからんでもないが、回収班の目的は戦闘じゃないからな」

　声の音量は抑え目に、ブリッツが珍しくリーダーらしくシープを諭さとす。

「そうだったね。今回は自分たちの任務をきっちりとこなそう」

　ジンノもブリッツに賛同したため、シープは不機嫌そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「けど、オーストリッチの三人を瞬殺は気になるよね？　ジンノさんならどうやる？」

　無む邪じや気きに笑うシープに「まったく同じタイミングで三人を倒すのは難しいかな。サブマシンガンのスプレーショットじゃ運の要素も絡んでくるから、確実なのは大型ハンドガンのヘッドショットを三連続。状況にもよるけど、一人倒してから二秒以内にもう一人……さらに二秒以内に最後の一人。それでも四秒はかかる計算だし……ちょっと違うかもしれない。瞬殺ならまとまっているところに手しゆ榴りゆう弾だんかプラスチック爆弾のトラップで同時に倒すのが無難かな」

　そのまま振り返るとジンノはブリッツをみつめる。シープも立ち止まって興味津々とばかりに耳を傾けた。

「三人同時は無理だな。一人ずつ確実に倒していく。トリオのコンビネーションを崩すのが最優先だ」

「ちょ、ちょっと！　順番的に言えばここはオレッチに質問するとこでしょ！　無視してブリッツにいくなんて寂しいことしないでほしいなぁ！」

　スルーされたウリューだが、そもそも前線に立つことがない彼にこの手の質問をしても無意味だと全員が悟っている。

「いや、確かに今回こうやって同行したのはオレッチ的にも技師人生における例外なんだけどさ、これでも車両運転の技術には結構自信あるんだよぉ。車と生なま身みの人間がぶつかったら、どっちがどうなるかくらいわかるよねぇ？　オレッチだって三人まとめて倒そうと思えば倒せるッ!!」

「たしかに轢れき殺さつっていうのもありだね。でも車両は小回りが利きかないから建物の中に逃げられたらアウトだよウリュー？」

「なんか、ちょっと生なま々なましくて嫌だな、その倒され方」

　笑顔のジンノとは対照的に、ブリッツは肩をすくませると再び歩き始めた。二ブロック先までシャドウが先行して、通路の安全を確保している。

「ま、そんなわけで車両にも銃やナイフと同じく、相手を殺せるだけの破壊力があるから……殺さずを貫つらぬくブリッツには向かないスキルかもねぇ」

　といいながらもウリューがブリッツに軽くウインクしてみせる。

「そのための新兵器だからな。能力者を相手にどこまでやれるかわからんが」

「新兵器？　なになになになにッ!?　教えてよッ!!」

　シープがキョロキョロとブリッツの体を見回すのだが、特にそれらしいアイテムは見当たらない。ブリッツの装備品はいつもの手榴弾セットに、人に対して銃口を向けない大型拳けん銃じゆう……あとは十じつ徳とくナイフやハンドライトといった行政府からの支給品くらいだ。

「新兵器は秘密兵器だからな……ま、それはそれとして、おかしくないか？」

「おかしいって、何か気になることでもあるのかいブリッツ？」

「それならボクも感じてたよ！　だって、いくら囮おとり班と遊撃部隊で陽動したっていっても、見張りの気配がまるっきりないんだもんね？」

　シープもブリッツと同じように匂においを感じていた。

「Ｅイー．Ｃシーのうっかりミスならいいんだけどねぇ。オレッチがこの基地の管理者ならＢボＯツＴトの一体や二体は主要な通路に配置しておきたいかなぁ」

　もし配置していたＢＯＴ兵が倒されたなら、それは侵入者がいるという警報代わりになる。足止めというより敵の検知のための配備だ。

「罠わなだと思うかいブリッツ？」

「だったらどうするかな」

「迷ってるなんて君らしくないよ」

「そうだな。罠だろうとなんだろうと、突き抜けりゃ勝ちだ」

　と言いながらも結局敵と遭遇しないまま、ブリッツたちは最深部である地下へと続く白い扉の前までやってきた。

　上にある老朽化した基地とは違い、電子ロックによって完全に外界から遮しや断だんされたシェルターのような入り口だ。

「はいはいはい！　ここはオレッチの出番だよねぇ！」

　意い気き揚よう々ようと片手に収まるサイズの小型パソコンを取り出すと、ウリューは電子ロックのパネルにパソコンを有線で接続させた。

「ちょっと時間かかるから、それまで敵を近づけさせないでねぇ」

　と、説明している間にもすでにロックは開かい錠じよう済みだ。だがブリッツもシープもシャドウもそれに気づかず、通路の警戒を始める。

「ねぇ……もう開いてるんでしょ？」

　作業のフリを続けるウリューの耳元で、ジンノがそっとささやく。

「システム的には三十秒くらいかかる仕様なんだから、早く開きすぎると不自然なわけ。ほらほらジンノも警戒に行った行った」

「ところで、実際のところはどう思ってるんだい？」

「間違いなく罠だけど、一プレイヤーとしてのオレッチは介かい入にゆうはできないさ」

「そのことじゃなくて、全体の話だよ」

「Ｅ．Ｃの発生もパラダイムシフトも、起こるべくして起こるんだよねぇ。それこそこの世界の仕様。必然って感じかなぁ」

「必然？」

「何事にも原因と結果がある。それはこの世界の中だけのことでもない……っと、そろそろ頃ころ合あいかも」

　パソコンをしまうとウリューは軽く背筋を伸ばしてストレッチさせる。

「ほいほいほいっと！　ちょっと手間取ったけど開いたよ！　さぁさぁ前衛は先に入って。オレッチみたいなか弱い技師を敵の凶きよう弾だんから守ってちょうだいな！」

　シャドウとジンノが先行すると、不意にブリッツの端末にコットンから連絡が入った。

「ん？　どうしたコットン？」

「大変だよジンノさんとシャドウの表示が消えちゃって……もしかして死んじゃったりしちゃったのッ!?」

　その通信を横で聞きながらウリューが考察する。

「ああ、それはねコットンちゃん。たぶんジャマーが利きいてるんだよ。この先は外部との通信ができないように、仕掛けがしてあるみたい。だから安心してくれちゃってオッケー！」

「そ、そうなんだ。じゃあ二人とも無事なんだね？」

　オペレーターのほっと安あん堵どする息いき遣づかいがブリッツの端末越しに聞こえた。

「じゃあしばらくは囮班のバックアップを頼むぜ。人数多いから把は握あくも難しいかもしれんが、何事も挑戦だ！　特に、ハナとナスカとバナナクーヘンにミトラとヘルハウンドの五人を中心にサポートしてやってくれ」

「うん！　わかった！　ブリッツたちも気をつけてね。ウリューくんは足を引っ張らないようにがんばるんだよ！」

　コットンに通信でまでダメ人間扱いされて、ウリューはがっくりと肩を落とす。

「オレッチ電子ロックを開ける大活躍したのにねぇ。ブリッツからもコットンちゃんにあとできっちり説明してくれないかな？　オレッチの有能さを！」

「わかったわかった。そのためにも、全員きっちり生きて帰らないとな！」

　罠の可能性が高いことを承知しながら、先行したシャドウたちを追ってブリッツとウリューも地下倉庫へと足を踏み入れるのだった。




「いいんですかガルダ隊長？　泳がせるといっても第四区画まで侵入を許すなんて……いえ、もちろん私たちの勝利は揺るぎませんけど、あの連中の……特にストレイ・シープとジンノの力は侮あなどれないというか……」

　Ｅ．Ｃの黒い制服に身を包んだサイレントキャンパーに、男は落ち着き払った静かな口調で聞き返した。

「汝なんじは復ふく讐しゆう者しやか？　ならばこれを好機と考えることだ」

　男の猛もう禽きん類るいのような鋭い視線が、じっと司令室の大型ディスプレイを見つめている。各所に設置した監視カメラが一時的に外部からの攻撃を受けてダウンさせられた……のだが、それもすぐに復旧した。片手で文庫本のページをめくりながら、もう一方の手で司令室のコンソールをたくみに操作するメガネの少女が、現在この施設のシステムを掌しよう握あくしている。

　サイレントキャンパーがＥ．Ｃに所属したときから、ずっとこの少女が基地の管理を行っていた。監視カメラのシステムを復旧させると、また所在なさそうに読書を続ける。

　キャンパーは彼女の名前すら知らない。それどころかＥ．Ｃに所属している傭よう兵へいや能力者が、何人いるのかも聞かされていなかった。

　男――ガルダはメガネの少女に指示を出す。

「我々は内部のゴミを処分してくる。地上の部隊の後退はゆっくりと、丁てい寧ねいにな。小僧の……ヘルハウンドの警戒心を解ときほぐして優しく迎え入れてやればいい。できるだけ殺さずに。モルモットは生きているから価値がある。敷地内に入れば、あとは内通者がうまく事を運ぶだろう。総そう帥すいもお喜びになる」

　メガネの少女は無言でうなずく。何も聞かされていないサイレントキャンパーは耳を疑った。

「な、内通者？　初耳なのですが……」

「案ずることはない。同志サイレントキャンパー……今は目の前の敵に復讐を果たすことだけを考えるのだ」

　キャンパーにとってブリッツたち旅りよ団だんは因いん縁ねんの相手だ。ジンノとシャドウ……それにストレイ・シープには借りがある。特にシープには同じチームでありながら撃たれるという酷ひどい仕打ちをされていた。

「わかってます。それくらい力を使えば簡単なことです」

　能力にもランクと分類があるのだが、ガルダのような強力なものは稀まれだった。だが、ランクＥに分類されたとはいえ、サイレントキャンパーの能力も使い方次第で非常に有効だ。

「監視カメラに細工したであろう……彼らＡエー．Ｅイー．Ｓエス．Ｔテイーの黒幕も気になる……直接尋問して聞き出すとしよう」

　ゆったりとした足取りでガルダはサイレントキャンパーを引き連れて司令室を出る。すでにブリッツたちを戦場に招き入れる準備はできていた。




　白い壁には継つぎ目めらしい継ぎ目はなく、近未来の宇宙船の内部といった雰ふん囲い気きだ。壁自体が光っており照明の類たぐいはない。そんな珍しい壁をぺたぺたと触ってから、ブリッツは小さく息を吐く。

「照明を割って暗くして時間稼ぎってのも、結構好きな手なんだけどな。中にいる人間同士なら端末で連絡ができるのはいいんだが、外との連絡は完全封鎖か……なんだか嫌な感じだ」

　相変わらず声が響きやすいため、ぐっとトーンを抑えてブリッツはつぶやく。ここからが本番とばかりに、全員がそれに倣ならって声の音量を絞った。

「まるでブリッツ封じだね。それにしても嫌な予感がするっていうわりに、顔がにやけてるんだけど」

　通路は入り組んでいて迷いやすく、ところどころある小部屋は倉庫として使われているのだが……病院の個室のようにも見える。時たま資材やダンボールではなくベッドが置いてある部屋もあった。ベッドに血けつ痕こんのようなものが広がっていて、使い終わった注射器が四し散さんする……これで薄暗ければ廃病院をモチーフにしたお化け屋敷も真っ青な怖さだ。

「おっと……にやけてる場合じゃないよな。何かあったときに危なくなるのは俺おれだけじゃなかったんだ。リーダーなんだし、もっとしっかりせんとな」

　ブリッツが表情を引き締めなおす。そんなリーダーにジンノは微笑ほほえみかけた。

「最近、ブリッツは変化したよね。個人技に頼るというより、生かす方向性を模索してるっていう感じかな」

「変化？　そうかぁ？」

　ジンノにいわれても少年には自覚がないようで、首を傾かしげっぱなしだ。

「うんうん変わったよブリッツ。なんていうか、前のほうがおもしろかったかも。けど、今のほうが頼れるって感じ？」

　まだ再会したばかりだというのに、しばらくぶりのストレイ・シープからも言われてブリッツは余計に困惑する。

「…………コーホー」

　先を進んでいたシャドウも呼吸音とともにうなずいた。

「つまらなくなって、おとなしくなっちまったってことか」

　ブリッツは小さく肩を落とす。

「まぁまぁ、守りに入ってるって言えば聞こえは悪いけど、実際のところ野戦でもブリッツへの対策が練ねられてるし、有名税だよねぇ。その分、チームのコントロールは上達してるからリーダーとしては正常進化ってことで」

　ウリューの励ましにいっそうブリッツはがっくりとうなだれた。

「そんなに落ち込むことないよブリッツ。現場での指揮感覚や柔軟さは僕にはないブリッツならではの才能なんだし」

「そうだねッ！　ボクも危険信号には鼻が利くけど、仕切ったりするの面倒だし」

　白はく銀ぎん杯はい以降も週しゆう末まつの旅団の勝率が高かったのは、相手に恵まれたことに加えてジンノやシャドウ、ナスカの個人技の力が大きい……のだが、それらを差し引いてもブリッツの指揮感覚の向上がチームを裏で支えていた。

　見事にはまれば、週末の旅団は上位ランカーで構成されたチームの包ほう囲い網もうさえ打ち破る突破力がある。

「なんかそういわれると恥ずかしいな……そろそろ目的地だろ？」

　照れ隠しでもするようにブリッツははにかんだ笑みを浮かべる。人にん形ぎよう遣つかいが事前に調べたルートを進んだため、迷うことなくブリッツたちは、薬品サンプルが置かれている保管室まですんなりとたどり着いた。

「外の見張りはシャドウと……そうだな、シープ……頼めるか？」

「ボクはブリッツと一緒がいいッ」

　シャドウもともに行動するならシープよりジンノがよい……と、無言で訴うつたえるのだがブリッツは首を横に振った。

「シャドウは光学迷彩で今俺らが進んできた道の角で待機。シープは逆側の道のＴ字路手前で監視を頼む。ジンノよりもシープの方が危険な匂いに対して鼻が利くからな……敵の気配を感じたら無理に戦わずに戻ってくれ」

　人形遣いが想定していたメンバー構成なら、入り口前にシャドウを配置して通路の左右を警戒させる予定だったが、シープがついてきたためブリッツはそれに合わせて警戒網を拡大させた。敵が来た場合、早期発見によって対応もしやすくなる。

「うん、順当なところじゃないかな？　僕とブリッツとウリューで中で薬品の回収だね？」

　ジンノが賛同したことでシャドウはこくりとうなずいた。シャドウにとってジンノの言葉は絶対だ。多数決の雰囲気にしぶしぶシープも了承する。

「そうだな。とりあえず薬はウリューに探してもらう。俺とジンノで保管室と上のフロアをつなぐ直通エレベーターの監視だ。敵がわんさか降りてきたら応戦しなきゃならんしな」

　保管室へは第三区画から直通のエレベーターによる移動も可能だった。それだけにエレベータールートは敵の警備も厳重……なのだが、場合によってはこのエレベーターを利用して第三区画に逃のがれることも予定されていた。だから停止させたり破壊したりするわけにはいかない。

「よっと……はいはい電子ロック解除しちゃったよぉ。オレッチってば天才ッ」

　小型のパソコンを閉じてウリューが拳こぶしを突き出すと、ブリッツがあわせるように自分の拳をこつんとあてる。

「ウリューは今回大活躍だな。それじゃ、さっそくサンプルをいただくとしようぜ」

　シープとシャドウを残してブリッツたちが保管室に侵入する。ブリッツが抱いだいていた「うまく行き過ぎだ」というおぼろげな不安は、すぐに現実のものへと変わるのだった。




　ストレイ・シープが配置につく。逆側のコーナーにはシャドウが待機しているのだが、二十メートルも離れると光学迷彩の効果で、よっぽど注視していない限りシャドウの姿を視認するのはまず不可能だ。一方、シープ自身はいつものフード付きコート姿で、光学迷彩と比べれば敵に見つかりやすい。だからこそ、感覚を研とぎ澄すませて集中する。重要なのは耳からの情報だった。この地下倉庫エリアに入ってから、めっきり環境音らしい音が減っている。鳥や動物、虫たちの鳴き声や川のせせらぎに風に揺れる木々の音……騒そう々ぞうしいジャングルでは紛まぎれて消える足音だが、今のこの環境では筒つつ抜ぬけだ。走ればその音は通路に響き渡り、誰だれでも気づくだろう。ゆっくりと歩くことで足音を極力立てないようにする。敵に自分の存在を悟らせないための基本的な技術……だが、その忍び足も完全に無音ではない。

　シープの耳にキ――――――ンと、どこからか漏もれる高周波ノイズが聞こえる。耳を澄ますほどその音をシープははっきりと認識することができた。耳の調子は悪くない。

　体感時間の進み方がゆっくりと遅く感じられる。

　カツカツカツカツ……。

　靴の音がかすかに聞こえた。通路はＴ字路で、シープの目の前で道は左右に分かれている。その通路の左側からだ。普段なら気づくことのない微び細さいな足音だが、この地下施設の静けさでは集中したシープの聴覚を欺あざむくことはできなかった。

（――左から来る……数は……一人だね。こんなことならサブマシンガンに消音器付けてくればよかったよ！）

　相手の位置を一方的に把握しているということは、シープにとって相手の命を手中におさめているのとほぼ同意だ。今ならたやすく握りつぶすことができる。

　サブマシンガンの二丁持ちという派手な戦法を得意とするストレイ・シープには、こういった潜入ミッションは向いていなかった。自由に戦場を駆け回り、敵の裏をとって弾丸の雨を降らせる……攻撃こそ最大の防御というスタイルだ。さらにシープの場合、サブマシンガンを一丁にしぼれば精密射撃もこなすことができる。多対一にも一対一にも強い。

（――銃声が響いたら後続の敵が駆けつけてくる……それに倒した時点で敵にボクらが侵入してることがバレちゃうのか……でもこのままだと、どっちにしても敵が来ちゃうし……だったら倒しておいたほうがいいのかな？）

　チームへの所属経験が浅いシープには、仲間を頼るという思考が欠けていた。ブリッツの「無理に戦わずに戻れ」という指示はすっかり頭の外だ。

（……よし……やっちゃおう！）

　フードをかぶりジェイソンマスクを装着すると、サブマシンガンを一丁だけ構えてシープが角から飛び出す。正面からゆっくり歩み寄ってくるのは……意外にも敵の幹部――ガルダだった。

（え？　いいのこんなにあっさり敵のボスをやっつけちゃって？）

　一瞬拍子抜けしてタイミングが遅れたが、正確に狙いを定めてガルダの頭部にサブマシンガンの区切り撃ちを食らわせる。針に糸を通すような精密射撃だ。

「高い技術ゆえに、読みやすい」

　ガルダが自分の顔を両方の手のひらでカバーする。白い影――ストレイ・シープが角から飛び出してきた瞬間に、すでにガルダはその動作を終えていた。銃声にシャドウが気づき、シープの援護に走る。

「もらい……あれッ!?」

　確実にガルダの頭部を撃ち抜いた……はずが、シープの放った銃弾はすべてガルダの手のひらで、真夏のチョコレートのように溶とかされて無効化されていた。さらにストレイ・シープの背後に人影が立っている。能力を目まの当たりにしてあっけにとられたままのシープに、背後の男はナイフを抜き払った。

　本来ならその抜き払う瞬間の「チンッ！」という金属音でもシープは反応できるのだが……無音だ。ここまで近づいてきた足音も一切ない。背後の男は何かしゃべっているつもりなのか、口をパクパクとさせている。

「後ろだッ！　逃げろッ!!」

　駆けつけるのが間に合わないとシャドウは思わず声をあげた。普段から寡か黙もくなシャドウが声を荒あららげるのは珍しい。が、その甲か斐いあって気づいたシープは飛びのいた。同時に背後の男のナイフが振り下ろされる。そのナイフが空を切るが……一連の動作はすべてサイレントだ。

　ストレイ・シープは振り返って確認する。無音の男――その特徴のない顔つきに、すぐには誰だかわからなかった。男はナイフの一撃を外はずしたことで、慌てて拳銃を抜き払いシープに向けて乱射する。銃声が響かない。無音の男は絶対に気づかれないという自信があったためか、酷ひどく狼ろう狽ばいしていて至近距離でも弾丸はシープにかすりもしなかった。

　その間にシープは後退し、シャドウと合流する。

「今の……どこかで見たような気がするんだけど、なんだか存在感がなくて思い出せないかも……影が薄いってのは覚えてるんだけど……うーん誰だっけ？」

「……サイレントキャンパーだ」

　白銀杯でチームメイトを売って命乞いをした、潔いさぎよさのかけらもない人物……と、シャドウはきっちり覚えていた。

「ああ！　いたいたッ!!　一番仲間にしたくないタイプッ!!」

　やっと思い出してサブマシンガンを二丁構えると、右と左の両方の通路に銃口を向けつつストレイ・シープはじりじり後退する。どちらから人影が現れても……場合によっては同時に突っ込んできても弾幕で対応する態勢だ。

「……状況発生。敵二体……ともに能力者。敵幹部ガルダを確認。救援を請こう」

　すかさずシャドウが回収中のブリッツたちに報告を行う。薬品サンプルの回収は終わっていた。ブリッツが迷わず第三エリア直通のエレベーターを起動させる。

「二人とも保管室まで後退。エレベーター側から脱出だ！」

「あれ？　敵のボスがすぐなのに、いいのかいブリッツ？　僕らも参戦すれば倒せるんじゃないかな」

「今回の任務はサンプルを回収することだからな。俺たちが無事に戻らなきゃ、囮班で参加してくれた連中に申し訳がたたんだろ？」

　このブリッツとジンノの会話は端末越しにシャドウとシープの耳にも入っていた。

「ええーッ！　やだよせっかく強いやつが目の前にいるのに？　ボクとブリッツとジンノさんが組めば楽勝だって。白銀杯のときはあのデカブツだって三人でやっつけたんだしッ!!　加えてシャドウもいるんだから絶対勝てるよッ!!」

　デカブツとは白銀杯決勝で白はく銀ぎん騎き士し団だんの団長が使用した、二足歩行戦車のプロトタイプだ。といってもそのシルエットは巨大な甲かつ冑ちゆうを模もしたヒーロー然としているロボットで、性能も段違いに高い世界のバランスブレイカーだった。今回のアップデートで二足歩行戦車が弱体化したのも、バランス調整によるものだ。

　バランス調整後の弱体化した二足歩行戦車を倒したガルダと、調整前の反則級なロボットを倒した自分たちとでは、自分たちの方が強い！　というのがシープの主張だった。

「いいよ！　来ないんならボク一人でも倒しちゃうんだから」

「後退だッ!!　少し冷静になってくれシープ!!」

　ブリッツがジンノをつれて保管室から飛び出す。

「ちょ、ちょっとオレッチを一人にしないでっての！」

　ウリューの訴えもむなしく、ジンノとブリッツは部屋の外だ。

「どうりでチーム編成のときに回収班からストレイ・シープの名前が外れるわけだねえ」

　室内に取り残されて、ウリューは端末の通信を切った状態で呟つぶやいた。戦闘技術と任務遂すい行こう能力は別物というわけだ。

　外の状況を気にしながらも、ウリューはパソコンをエレベーターのコンソールに接続して、内部カメラにアクセスした。案の定、Ｅ．Ｃの兵士が乗り込んできている。

「けど、ここでオレッチを一人にしたのはある意味ラッキーだったかも……今回は失敗できないから、ちょっとだけイジらせてもらっちゃうよぉ」

　Ｅ．Ｃの雑ぞう兵ひようはすべてＢＯＴだ。ウリューはそのうち一人のコントロールを奪うばうと、エレベーター内でナイフを抜かせて仲間全員を襲おそわせる。突然の裏切りに対応できず、狭い密室は惨劇の舞台となった。エレベーターが到着する。中には死体が五つ転がっていた。ウリューはコントロールを奪った一人をハンドガンで自殺させる。

「退路確保っと……あとはブリッツたち次第だねぇ」

　こうして外部との通信が遮断された第四区画でブリッツたちがガルダと遭遇した頃、外で奮ふん戦せんしていた囮班の状況は、めまぐるしく変化していたのだった。




「ブリッツたちの反応はまだないけど、みんながんばってね！」

　指揮車からコットンが戦場の仲間たちにエールを送る。囮班の進撃は続いていた。敵の大半がＢＯＴであり、Ｅ．Ｃの防衛力はヘルハウンドの予想を下回る。そのため、回収班の脱出経路確保もかねて戦場の第二区画……敷地内入り口まで囮班主力部隊は侵攻し、現在快進撃が続いている。ここまでの人的被害は遊撃部隊に回ったオーストリッチ同好会の三人だけだ。主力部隊は何度も傷つきはしたのだが、ホーリービショップのメンバーやハナの治療によって死者、戦闘不能者はここまで出ていない。

　ホーリービショップのリーダー……ミトラがヘルハウンドに進言する。

「これ以上の進軍は当初の作戦にはありませんので、待機しましょう」

「やっぱりテメェは馬鹿だな？　俺たちは囮班だ。今度は中で暴れて攪かく乱らんする。そうすりゃ回収班の連中がぐっと楽になんだろうが？」

「せっかくここまで無傷だというのに……あとは回収班に任せるべきでは？　それに弾薬も心もとないですし。特に狙撃手は予備のカートリッジが吹き飛んでしまいましたから、この先援護は期待できませんし」

　狙撃手のスナイパーライフルは他の銃よりも敵からマガジンを回収しづらい。ハナも東とう京きよう銘めい菓かの狙撃手も残り数発しか弾が残っていなかった。

「でしたらわたくし、ハンドガンを使わせていただきますわ。愛いとしいあの方をお守りするためにも、力は必要ですわよね」

　まだろくに練習していないため、持っているだけというレベルなのだが……今日の調子のよさなら十分使えるとふんだのか、ナスカはスナイパーライフルを手放して、敷地内に侵入するのも辞じさないようだ。

　ちなみにそのハンドガンはブリッツとおそろいのデザートイーグルだった。偶然にもヘルハウンドも同じくデザートイーグル使いだ。ため息まじりにヘルハウンドは自分のハンドガンの予備カートリッジをナスカに投げて渡す。

「せいぜい敵の注意を引くくらいはしやがれよ。あとテメェの安全はテメェの技術で確保しろッ!!」

「あら……意外ですわね。貴方あなたもしや……そうだったのですね。転生時に邪じや悪あくな波動の影響によって、そのような獣けものの顔にされてしまい、さらに暗黒に心を染め上げられた元光の戦士……これも宿しゆく縁えんですのね。さぁ、今こそ呪のろいに打ち勝ち、ともに邪じや神しんと戦った頃ころの絆きずなを取り戻しましょう」

「…………死ね」

　ナスカの呼びかけを一いつ刀とう両りよう断だんすると、ヘルハウンドは再びミトラに向き直る。

「つうわけで敷地内を占せん拠きよする。怖おじ気けづいたってんならテメェらは後方に下がってろ」

「仕方ありませんね。突入に東京銘菓のメンバーだけでは力不足が明白ですから……」

　ヘルハウンドの挑発に乗ることなく、意外にも冷静にミトラは折れる。

「東京銘菓の補給部隊とスナイパー二人は基地入り口付近で待機。主力部隊はヘリポートとは逆の西側からぶちかますッ!!」

　ブリッツたちは脱出のために、敷地内のヘリポートを使う手はずになっていた。そちらとは逆から侵入し、一騒動起こしてブリッツたちの退路を確保する……囮班の名前どおりの行動だ。

「あ、あの！　ごめんなさい本当に！」

　ヘルハウンドとミトラの間に入って、東京銘菓のリーダーであるバナナクーヘンが頭を下げる。その後ろには新人の傭兵が立っていた。ハナたちと同じくらいの年齢の女の子だ。彼女もぺこりとお辞じ儀ぎした。

「あの、実は彼女……ラビットベリーっていうんだけど、さっきの補給物資を爆破しちゃった件で、反省してて……自分も役にたちたくて……どうしても一緒にいきたいって！　自分は死んでもかまわないし、敵の注意を引く囮にでもなんでも使ってほしいって……ね、ねぇ？　そうだよねラビットベリー？」

　バナナクーヘンの言葉に少女は無言でコクリとうなずく。

「いい根性してやがんな。死んでもいいってんなら、テメェの命は最大限に利用させてもらうとするぜ。俺についてこい。そして命令にゃ絶対服従だ。場合によっちゃピンをはずした手榴弾抱えて、敵陣の真ん中で爆発してもらうがかまわんよな？」

　ヘルハウンドの視線に物怖じもせず、ラビットベリーは首を縦たてに振った。声を出すのは苦手らしく、すべて身振り手振りだ。

「あんたいくらミスしたからって、そんな命令無茶すぎるわよッ!!」

　すかさずハナがヘルハウンドを睨にらみつけた。

「ちゃんと聞いてたか？　耳の穴に糞クソがつまってんじゃねぇだろうな？　脳みそにウジでもわいてるんなら仕方ねぇが……コイツは自分から前に出るって言ってやがるんだ。自分のミスを帳消しにしようってな……根性だけは一人前だ。それに言ったろうが……場合によるってよぉ？」

「でも、ブリッツなら絶対そんなこと言わないし、無理はさせないわよ！　あいつ自身は無理も無茶も平気でするけど……」

　つぶやきながらハナはふと気づく。最近のブリッツは以前よりも無理や無茶をしなくなった……ジンノやナスカ、シャドウといった強いチームメイトの能力に支えられて無理をする必要がなくなったこともあるのだが、最近の彼は戦闘中……いつもどこかで冷めている節ふしがある。

　自分がやらなくても誰かがこなしてくれるという状態では、ブリッツは力を発揮しきれない。逆に自分がやらなければ誰がやる？　という逆境になると、ブリッツはとんでもない力を発揮するのだ。

「あの……これってチーム行動としてすごく矛む盾じゆんしてる気がするんだけど……やっぱり援護はやめて後退しない？」

　ハナの提案にヘルハウンドだけでなく、ミトラまで目を丸くさせる。だが、すぐにヘルハウンドは冷静さを取り戻した。

「自分が馬鹿だって自覚がある人間は……ある意味馬鹿じゃねぇんだ。そう言うからには理由があるんだろうな？」

　今にも襟えり首くびに摑つかみかかりそうな勢いのヘルハウンドに、ハナは視線を外はずすことなく「理由ならあるわよ」と返す。

「ブリッツはピンチになるほど力を発揮できるの。最近はピンチになることが少なかったから……全部任せて撤てつ退たいもありかなって思ったのよ」

「仲間を見捨てて撤退とは無責任にもほどがありませんか？」

　ミトラの声には非難の感情が混ざっている。確かにハナの提案は正常な思考とは言いがたい。

「でもブリッツなら……ブリッツならなんとかしてくれるわ!!　それに敵の頭数も十分減らせたし、こっちの補給線は爆発事故で細くなってるのよ？」

「テメェがいくらあいつを信頼してようが、そんなもんは関係ねェ。だいたい逃げ腰でいたら勝ちまで逃げるだろうがッ!!　撤退なんざ糞食らえだ。バナナクーヘン……テメェもあがれ。新米の面倒はきっちり見ろよ。後方待機の狙撃手以外、全員で回収班の援護に出る。気ぃ引き締めろ野郎どもッ!!」

　ヘルハウンドは決断を下した。ハナの言葉がブリッツへの信頼から出たものだと理解したのか、馬鹿にしたような素そ振ぶりは一切なく、その表情はいたってまじめで真剣なものだった。




　ヘリポートとは逆の敷地内西側に囮班は侵攻した。序じよ盤ばんにナスカが狙撃でやぐらのＥ．Ｃ兵を倒したこともあり、中央のピラミッド状の建物入り口まですんなりと進む。敷地内でもＥ．Ｃの抵抗は微び力りよくだ。蹴け散ちらすとそのまま建物内部へと突入した。

「このまま司令室を押さえてもよいかもしれませんね」

「珍しく意見があっちまったな」

　いつの間にかチームの副官的ポジションについたミトラの言葉に、ヘルハウンドは首を縦に振った。それくらいあっけない。通路を巡回しているのもＢＯＴ兵だ。少ない消しよう耗もうで囮班は司令室間近の第三区画中央ホールへとたどり着いた。

　ホールはちょうどピラミッド型の建物の中心にあり、鉄板剝き出しだった通路とは違い、マップの製作者の趣味なのかエジプトの神殿のような内装が施されている。

　司令室はこのホールを抜けた先だった。

「決戦場にはうってつけだな……向こうもそれはわかってるってか」

　司令室の入り口前を固めるように、Ｅ．Ｃ兵が配置されていた。その中に黒い制服が何人か混ざっている。

「あの黒こく衣いの者たちは、邪神に魂を捧ささげることで人の心を失い、力に溺おぼれた存在のようですわね」

　能力者の数は六人まで確認できた。すぐに柱の陰やレプリカのスフィンクス像の後ろに囮班は身を潜ひそめる。

「さて、どう動く……無理にぶっ殺すこたぁねぇんだが」

　独ひとり言ごとのつもりでヘルハウンドは呟いた。囮班の目的は、敵を一人でも多く自分たちに釘くぎ付づけにすることだ。にらみ合いで時間を稼かせいでいるだけでも、囮としての役目は果たせている。

「心配はいりませんよ」

　ミトラは拳銃を抜くと、ハウンドの背中にぐいっとおしつけた。

「こんなときに何の冗談だ？」

「冗談などではありません」

　ヘルハウンドだけではなく、東京銘菓にハナとナスカもホーリービショップのメンバーによって、背後から銃口を突きつけられ拘束されていた。

　もし、囮班に裏切りに敏感で、場合によっては味方であっても処断できるストレイ・シープがいれば、この状況を抑よく止しできたかもしれない。

「聖なる神官が聞いてあきれるぜ……」

　外に残った東京銘菓の狙撃手も、同じく残ったホーリービショップのメンバーに拘束されたあとだった。

　無事だったのは指揮車のオペレーターだけだが、何が起こったのかもわからずコットンはパニックに陥っている。その指揮車もほどなくしてＥ．Ｃ兵に包囲された。

「さてと……あとは回収班を仕し留とめれば終わりですね……ふふふ」

　満足げに笑うミトラに背後からせっつかれて、ヘルハウンドはフロア中央へと引っ張り出された。

　囮班のこの危機を、回収班はまだ知らない。
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　ストレイ・シープがじわじわと通路の突き当たりまで進む。後ろにはジンノとブリッツが控ひかえていた。三人の背後をシャドウが警戒する。

　第四区画の保管室前の戦いもクライマックスが近づいていた。

「向かって左側に敵のボス。右側に音を消す能力者だよ」

「音を消すって？」

　ジンノが興味深そうに右の通路を見み据すえてたずねる。

「たぶん、自分が発生させる音を消してるって感じ？　だから背後から近づかれたら……さっきちょっと危なかったんだ」

　シープは振り返るとシャドウにウインクしてみせた……のだが、シャドウはブリッツたちの背後を警戒するのに集中していて気づいていない。

「それでね、ナイフやハンドガンを使ってボクのことを暗殺しようとしたから、きっと条件があるんだよ！　ハンドガンより大きい携帯火器の音は消せないとか！　あと敵のボスはヘッドショットをガードするから気をつけてね！」

　シープはジンノにハンドサインを出した。シープが右の通路。ジンノが左の通路を同時にチェックするという指示だ。

「せーの！　ホールドアップッ!!」

　右の通路にサイレントキャンパーの姿はない。左の通路にもそれらしい影は見当たらなかった。

　二人の間に立つようにしてブリッツが左右の通路を見回す。

「敵は逃げたのか？」

「えーッ!?　ボスのくせにせこいね？」

「ボスだからじゃないか？」

　ブリッツは人にん形ぎよう遣つかいのことを思い浮かべていた。姿を消して連絡もせず、ブリッツたちのバックアップに徹しているのも、彼女が前線に出て死亡するのを避けるためだ。もし人形遣いが死亡して彼女の資産がリセットされれば、当然Ａエー．Ｅイー．Ｓエス．Ｔテイーに参加した傭よう兵へいたちへの支払いもなくなることになる。

　指揮官が前線に出るべきではない……先日傭兵街で出くわした白はく銀ぎん騎き士し団だんの団長の言葉をブリッツは実感していた。

「でもブリッツ……人形遣いの話だと、ガルダは中ボスでその上にＥイー．Ｃシー総そう帥すいがいるんでしょ？　Ｅ．Ｃにとって僕ら旅りよ団だんメンバーはＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔの看板なんだし、倒しておきたいんじゃないかな？」

「そう言われるとそうなんだが。ともかく嫌な匂においが充じゆう満まんしてるな……この場所は」

　しん……と静まり返った第四区画。すでにブリッツたちの居場所はばれているにもかかわらず、妙みように静かだ。ブリッツは続ける。

「普通なら数で押すところだが……まぁ、ジンノとシープはどんな武器でも使いこなせるし、俺おれやシャドウは近接型だから弾薬の消費狙ねらいで兵隊送りこんできても、無駄なんだよな」

「ＢボＯツＴト兵は僕やシープには移動する武器ケースだからね」

　ジンノが微笑ほほえみながら銃口を下ろす。と、同時にシャドウが声をあげた。

「手しゆ榴りゆう弾だんだ」

　通路の角の死角から放たれたそれは、うまくブリッツたちの足元へと転がり込んだ。同時にブリッツがけり返す。爆音が……響かない。

「手榴弾の爆発音まで消せるのか。嫌な能力だな。放ほうっておいて俺たちはエレベーターから脱出するぜ……って、聞いちゃくれないのか」

　すでにシープが反対側の突き当たりまで駆け込み、手榴弾を投げ込んできた相手に向かって発砲しようと構える……が、それを察さつ知ちしていたのか通路は煙幕手榴弾によって白煙でふさがれていた。

　とっさにシープは白煙から下がって、今曲がってきた角まで後退する。

「ああもうじれったいなぁ！」

　煙幕手榴弾にも使い方は色々あるのだが、今のタイミングでの使用は、敵の足を止めて逃げるため……と、考えるのがセオリーだ。特に通路のような狭くて遮しや蔽へい物ぶつのない場所で、道もまっすぐな場合は煙幕を焚たいておくだけで、後ろから撃たれにくくなる。白煙に向かって無駄弾をばら撒まけるほど、シープは予備の弾薬を持っていない。

　ストレイ・シープくらいの実力なら、白煙に飛び込んでその向こう側に出てから攻撃してもよかったのだが、白煙を出た先にガルダが待ち伏せている可能性もある。さらに、白煙の中でサイレントキャンパーが無音で待ち伏せしていれば、もっとたちが悪い。

「おもしろくないよ！　正々堂々と戦いたいのに」

　この際、敵がシープの言うようにしてくれたほうがブリッツもよっぽど楽だった。人間を超えた能力を持っていながら力押ししてこない……これは普通に戦うよりも不気味さが三割増しだ。

「エレベータールートから脱出する。文句は言わせないぜ」

「えーッ!?　ここでやっつけちゃえば敵の士し気きだって下がるんじゃないの？」

　信じられないとばかりに抗議するシープにも、ブリッツは態度を崩さなかった。

「たぶん……このままだと、やっつけられるのは俺たちのほうだ」

「ブリッツ……そんな弱気なブリッツぜんぜんかっこよくないよ！　いいよッ！　じゃあボク一人で倒しちゃうんだからッ!!」

「おい待てッ!!　行くなッ!!」

　先ほどの白煙がようやく引き始めた通路に、ストレイ・シープは再び飛び込んでいった。敵のヒット＆アウェイな行動パターンに、シープの苛いら立だちはピークに達して……ついにその集中力が途切れてしまった。

　引きとめようと追いかけたブリッツを……ジンノが止める。

「僕はブリッツの意見に賛成だよ。彼女はもうだめだ。僕らだけで戻ろう」

「そんな言い方はするなって……ったく、無茶すんのは俺の仕事だってのに」

　ジンノが肩にかけた手をブリッツが軽く払った瞬間、角を曲がったばかりのシープがばったりと倒れ伏した。銃声はない。おそらく無音の能力だ。一瞬だけレーザーポインターの赤いラインが宙を横切ったのをジンノは見逃さない。キャンパー本人よりも自己主張の激しいアサルトライフルのオプションだ。

「携帯火器の音は種類に関係なく消せたんだ。シープの読みははずれてブリッツの言ったとおりになったね。それじゃあ任務を続行しよっか？」

「俺と一緒に……説得してくれてもよかったんじゃないか？　お前も言ってくれれば……あいつだって押しとどまったかもしれないのに」

「そうなる保証はどこにもなかったよ。むしろ、僕にまで反対されたら、シープは余計に自分の意見を通そうとつっぱったんじゃないかな？」

　ジンノは顔色一つ変えていない。

「ブリッツはよくやってるよ。自分を制御して、引くべきところが見えてる……さぁ、戻ろう」

　ブリッツの肩が震えていた。立ち止まると少年は倒れたシープに視線を落とす。

「…………俺は……弱いな。悪いジンノ。やっぱり仲間を倒されて黙ってられるほど、俺はできた人間じゃないんだ。この前も……人形遣いと戦ったときも、俺はハナやナスカを守れなかった……今回も……。だからお前はウリューと先に戻ってくれ」

　ジンノはニコニコとした顔のまま、問答無用でブリッツの頰ほおに拳こぶしをたたきつけた。

「……ッて！　うおいッ!!　何しやがるッ!?」

「こうやって相手の頭をクールにする方法もあるでしょ？　ブリッツまで死んだらますます脱出が困難になるからね。人形遣いの戦力分配はよくできてる。このエレベーター経由の脱出路でも、僕とシャドウとブリッツでどうにかなるはずなんだよ。もともとのチーム分けではリストに名前がなかったシープを欠いていても……ね？」

「ジンノ……お前らしく……ないな」

　頰をさすりながらブリッツは小さく深呼吸する。

「僕らしさってなんだよブリッツ？」

「なんつうか……時々すっごく冷たいだろお前？」

「そうかな？」

「そうだよ……けど、今の鉄拳制裁は……熱かったぜ」

「頭を冷やしてもらうつもりだったんだけどね」

　ブリッツは自分の頰を両手でバシンッ！　と叩たたいて気合を入れなおした。

「ありがとうな。冷静になれた。そもそも俺一人ががんばって、みんなが救えるってもんでもないんだよな……」

　もう一度、倒れたままのシープにブリッツは視線を向ける。

「悪いなシープ。先に行くぜ」

　ジンノに促されてブリッツは保管室に逃げ込んだ。エレベーター付近にＥ．Ｃ兵が転がっている。

「なんだかすごいことになってるんだが……ウリュー生きてるか？」

「な、なんとか大丈夫だったけど、いやぁ……本当にびっくりだったんだよぉ怖かったよぉ」

「敵の増ぞう援えんがあったなら、こっちに連絡入れりゃいいだろ？」

「あ、ああッ!!　すっかり忘れてた……っていうか本当に大ピンチでもうね……エレベーターが開いて六体の敵兵が並んだ瞬間、オレッチの思考は完全停止……もう連絡どころじゃなかったんだけど……Ｅ．Ｃ兵の一人がいきなり暴走して、仲間をナイフで背後からざっくり……で、そいつがいきなり拳けん銃じゆうで自殺しちゃったってわけ。こういうのって……やっぱり人形遣いの仕業だよねぇ」

　まくし立てるように報告するウリューだが、不意にブリッツたちの顔を見回して黙り込む。

「シープがやられたんだ。すぐに第三エリアに出て無線で外部の状況確認。サンプルも手に入ったし……撤てつ退たいだ」

「お、オッケーだよ……ふぅ……本当に心臓に悪いってこういうの。やっぱりオレッチはバックアップ専門だねぇ」

　わざとらしくウリューがため息をつく。その一方でブリッツは、人形遣いによって倒されたというＥ．Ｃ兵に着目していた。

「さてと、せっかくだ。こういう使い方もしてみるかな」

　つぶやくとブリッツは自分の上着を脱ぎ払うのだった。




　エレベーターで第三区画へと上昇する途中で、エリア外部と端末による連絡が可能になった。だが、奇妙なことにブリッツの呼び出しに、指揮車のコットンも囮おとり班のハナやヘルハウンドも応じない。

　さらにエレベーターが上昇すると、端末に表示されるマップが第三区画のものへと切り替わった。囮班の全員の反応が、区画内中央のホールに集まっている。

「不自然すぎるな。みんなホールの中央で棒立ちなんて……」

「この戦場を囮班が制圧した……ならいいんだけど、状況からして敵に捕まったって考えるのが妥だ当とうなとこだよね」

　言っている内容は大ピンチなのに、ジンノの口調は落ち着きすぎだ。

「……マジか？」

　最悪のケースとして全ぜん滅めつもあるとは思っていたブリッツだが、戦闘不能、もしくは死亡で戦場を離脱した仲間は先ほど突出したストレイ・シープと、オーストリッチ同好会の四名だけだ。

　状況を推理している途中で、エレベーターは第三区画に到着した。扉が開くと同時にＥ．Ｃ兵の一いつ斉せい掃そう射しやが待っている……かと思いきや、彼らはブリッツたちを警戒することなく素す通どおりを許していた。

　光学迷彩をオンにしたシャドウが気づかれないのは当然だが、ある意味ブリッツたちも迷彩はばっちりだ。相手が人間ならいざ知らず……ＢＯＴにはブリッツたちが敵だと認識できていない。

　ブリッツたちは、先ほどエレベーター内に転がっていたＥ．Ｃ兵の服を拝借したのだ。そうしなかった場合の脱出方法として、エレベーターの天井にある通つう風ふう孔こうからエレベーター上部へと隠れ、第三区画到着と同時にエレベーター内に閃せん光こう手榴弾を落として爆発させ、外で待ち伏せしていた敵兵にもれなく閃光を拝ませる……という作戦を用意していたのだが……ブリッツが想像していた以上にＥ．Ｃ兵は鈍感で、回収班は敵の見張りの前を堂々と通り抜ける。

　そんな中、不意にブリッツの端末に連絡が入った。

「こちらミトラです。作戦の進行状態はいかがですか？」

「やっとつながったな。こっちはデータ回収に成功した。そっちはどうだ？」

「実は敵の罠わなにかけられてしまい、私を除く全員が拘束されて……私も非常に危険な状態です。そこで提案なのですが、どこかで合流して人質奪だつ還かんの策さくを練ねりませんか？」

「そうだな。つうかなんでそんな状況になったんだ？」

「裏切り者が出たのです。悲しいことに……囮班のリーダーである彼がＥ．Ｃのスパイだったなんて」

「そうか……なるほどな。そいつは残念だ」

　すでにミトラの言葉の端はし々ばしからブリッツは異臭を感じていた。なにより、ヘルハウンドがスパイというのがブリッツには信じられない。

　ハウンドは傭兵街で襲おそわれていたコットンを助けて、牢ろう屋やにぶち込まれても何も文句を言わなかった男だ。白銀杯の時は敵だったし、口も悪いが……ミトラの言葉のほうが引っかかる。

　追い立てるように男の声が基地内のスピーカーからブリッツたちに「取引をしようではないか？」と持ちかけてきた。

「悪いがそっちはそっちでなんとかしてくれ。サンプル回収を優先する」

　言い残すとブリッツは端末に登録しておいた、ヘリの呼び出しメールを送信した。三十秒でヘリが到着する手はずになっている。

　自然とブリッツたちは早足になった。ヘリポートへと向かう。一方、人質を残してでも脱出しようとするブリッツたちに……ミトラは自分の裏切り――厳密にいえばＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔに参加する前からＥ．Ｃとの接触はあったのだが、それが感づかれたのだと気づく。すでにブリッツのリーダー権限でミトラとの同盟が解除されていた。ミトラの端末だけでなく、囮班全員の端末からブリッツたちの位置反応が消える。

「迎えのヘリがヘリポートにやってきます。どのみち回収班もそちらに向かうでしょうから、兵を集めてください」

「……………………」

　ミトラの呼びかけに、ガルダの側近であるメガネの少女が無言でコクリとうなずいた。用件を聞き終えるなり、手にしていた読みかけの文庫を再び開く……のだが、ホールの周囲に集まっていたＥ．Ｃ兵たちは、示し合わせていたようにいっせいにヘリポートへと向かいだした。

　ヘリの羽は音おとがジャングルを超えて近づいてくる。ヘリポートにヘリが降りるまで兵士たちは距離を置いて待った。その中には黒服の能力者の姿もある。完全包囲だ。

　Ｅ．Ｃの兵力がヘリコプターに集まるなか……ブリッツたちはというと、途中でヘリポートに向かう足を反転させて、敷地内の駐車場に向かっていた。乗り込んだビークルでハンドルを握るのはウリューだ。

「本当にいいんだねブリッツ？」

「人質ってのは死んでないんだから、奪還できるチャンスもある。今……俺らが捕つかまったら全部終わりな気がするんだ。さっきは俺自身きっちり判断できなくて、その迷いでシープを止められなかったからな」

　ブリッツの言葉にジンノは無言でうなずいた。

「それじゃあいくよぉ！　オレッチのドリフトテクニックをとくとごらんあれッ!!」

　ジープのフロントライトをつけるとウリューは急発進させた。

「……完全に負けだな……今回は」

　ブリッツたちを乗せたビークルは誰だれに気づかれることもなく、敷地内を抜けるとジャングルの奥へと敗走するのだった。




　ブリッツたちの反応が消えて、一番うろたえていたのは東とう京きよう銘めい菓かのメンバーたちだ。もともとホーリービショップはＥ．Ｃ側のスパイで、ハナやコットン、ナスカはブリッツたちを信じているのだが、東京銘菓はジンノやブリッツの力に憧あこがれていただけ……ということもあり、ショックも大きい。

「テメェら……なんだその面つらは」

　Ｅ．Ｃ兵に銃口を向けられ、武装解除された状態でもヘルハウンドは強気なままだ。

「で、でも酷ひどいじゃないですか逃げるなんて！」

　東京銘菓のリーダーがハウンドに抗議すると、同時に銘菓の他のメンバーたちも不満を漏もらしだした。

「そもそもなんで人形遣いは来ないッ!!　自分だけ安全なところから指示するなんて……何様だッ!!」

「裏切られて置き去りにされるなんて聞いてないって!!」

「……こ、こんなことになるなら……」

　不意に東京銘菓の狙そ撃げき手しゆが棒立ちになったまま動かなくなった。回線を自分から切ったのだ。すかさずその頭を黒服のＥ．Ｃ兵が撃ち抜いた。回線落ちはそのまま確実な死に繋つながると、口で説明する前に捕ほ虜りよたちは見せつけられる。

　東京銘菓のメンバーは全員黙り込んだ。

「逃亡者には死を！」

　中央ホールに力強い声が響いたのはその直後だった。黒服たちが姿勢をただし敬けい礼れいする。ホールの中央に集められた捕虜の元へと、男はゆっくり歩み寄った。その後ろには先ほど第四区画でブリッツたちを牽けん制せい、翻ほん弄ろうし、ついに復ふく讐しゆうを果たしたサイレントキャンパーが控えている。

　Ｅ．Ｃの戦闘隊長ガルダの登場で、捕虜となったＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔのメンバーに緊張が走った。

　ガルダの視線は囮班の中心人物……ヘルハウンドに向けられる。

「なんだロートル？　今いま頃ごろになってずいぶん楽しげな祭りを始めやがって……すっかり死んだと思ってたんだがな」

「相変わらず口だけは立つな小僧」

　顔見知りなのか、二人の間には何か奇妙な因いん縁ねんが感じられる。が、誰もそのことに触れようとはしなかった……ただ一人を除いては。

「ちょっとちょっと！　どういうことなのよ？　なんであんたが敵の幹部と知り合いなわけ？　まさか本当はあんたも裏切り者なの？」

「うだうだ説明すんのはかったるいんでな。黙ってろ」

　姉と獣じゆう面めん男のやり取りを見ながら、コットンはふと思い出す。この前、傭兵街でコットンがＥ．Ｃのエージェントに襲われたとき、ヘルハウンドが助けてくれたのだが……そのときエージェントは「ガルダ隊長がヘルハウンドを探している」と、そんなことを言っていたような気がした。

「相変わらず女は苦手か小僧……」

　ガルダは目を細めて笑う。

「……うるせぇ……ったく最悪だ」

「昔はもう少し青臭かったが……腕は上がったか。だが、相変わらず虚きよ勢せいだけで戦っているようだな。どうだ……三年前の約束はまだ生きている」

「ホークアイはどうした？」

「もう……存在していない」

　銃を取り上げられて、いつ殺されてもおかしくない状態にもかかわらず、ハナの苛いら立だちは頂点に達していた。

「だ、か、ら……私たちにもわかるように説明しなさいってッ!!」

　今にも嚙かみ付つきそうな勢いのハナに、黒服たちが銃口を集中させた。それをガルダは軽い手振りで下ろさせる。

「昔話といこうかヘルハウンド。お前から話してやれ」

「面倒なことは全部俺におしつけやがって……」

　しぶしぶ、ヘルハウンドはガルダとの過去を語り始めた。




　ＡエーＳエスのβベータテストも最終段階に入り、傭兵街の実装も間ま近ぢかにせまっていた。まだ傭兵たちには戦場しか交流の場所はなく、チームを組むこともできずに戦うことだけが傭兵のすべてだった。

　ガルダとホークアイは常に二人で行動する腕うで利ききの傭兵だ。いつしか二人は霊れい鳥ちようコンビと称されるようになる。その時代を代表する戦士だった。暫ざん定てい的てきなランキングでは、常にガルダは上位に食い込み、国内総合四位にまで上り詰める。だが相棒のホークアイはランキング圏けん外がいで、二人で組んでいることを疑問視する声も多かった。

「実際、どうだったのよ？」

「ホークアイは当時には……いや、今もそうだが、珍しいタイプ……完全なバックアップスタイルの傭兵だった。時には自分が囮になり、状況に応じて時間を稼かせぐ盾たてになり……自分の戦績には目もくれずガルダを上位に押し上げやがったんだ」

　ホークアイのそんな戦闘スタイルに、最初に気づいたのがヘルハウンドだった。まだキャリア三ヶ月未満ではあったが、ヘルハウンドはその頃から霊鳥コンビの強さの正体に気づき、野戦でホークアイの行動を完全に無視するという方法で、二人を破ったことがある。といっても、半分以上はまぐれだった。

　それ以来ガルダとホークアイのコンビとハウンドは、戦場で敵同士になっても挨あい拶さつを交かわすような関係になったのだ。ガルダから霊鳥コンビに加わって、三人で戦おうと誘われることもあったのだが、ヘルハウンドはそれをかたくなに断り続けた。

　二人の間にある、信頼感や絆きずなが強すぎて居い心地ごこちがすこぶる悪い……そう、ヘルハウンドは感じたからだ。




「だが、βテスト終了とともに霊鳥コンビの二人は傭兵をやめた。一切連絡もつかなくなって……それが今になってノコノコ出てきたと思えば、傭兵狩りとはどういう了見だ？」

「……復讐だ」

　たった一言、重く響く声がホールに響く。

「小僧……いや、もうあの頃のお前ではないな……ヘルハウンド。お前なら理解できるはずだ。圧倒的な力の前になすすべなく蹂じゆう躙りんされた者の痛みを……苦しみを……悲しみを……だから私の手をとれ」

「………………いつからガルダって傭兵は、そんなに腑ふ抜ぬけちまったんだ？　痛みだ苦しみだ悲しみだ……それが嫌なら引っ込んでろ。楽しくねぇなら傭兵なんてやめちまえこのクソロートル！」

　一瞬だが、ハナにはヘルハウンドとブリッツが重なって見えた。もちろんハウンドのことは嫌いというか苦手だが、出会った当初のヘルハウンドが「勝つこと」しか考えていないという印象だったのに対して、今のヘルハウンドには「勝負や状況を楽しむ」という、ブリッツ的なものが垣かい間ま見みえる。

「っておい、何見てやがんだクソ女」

「ちょっと意外……あんたの口から『楽しくないならやめろ』なんて出るなんて……もしかしてブリッツの影響？」

「……………………」

　珍しく、ヘルハウンドが黙り込んでハナから顔を背そむける。

「あれ、図ず星ぼしなの？」

「…………し、死ねッ！　黙ってろ。二度とその口を開くな」

　ここまでの流れを静観していたナスカは、小さくクスリと笑う。

「ところで、わたくしたちはこれからどうなってしまうのでしょうね？」

　捕まっていることにもまったく動じていないナスカに、ずっとガルダの背後に控えていたサイレントキャンパーが声を上げた。

「あなた方には生と死……二つの選択肢がガルダ様から与えられるんです。むしろ光栄に思うべきですね。Ｅ．Ｃの黒服になるチャンスなんですから。逆さからえばもちろんこの場で射殺ですが、投薬を受ければ世界が変わります。どのような能力が発現するかはまだ未知数……とはいえ、人間を超えた存在になることができるんですから」

「そろそろ立ち話も疲れましたし、紅茶かコーヒーでもいただけませんかしら？」

　事情を聞き終えるとサイレントキャンパーには目もくれず、ナスカは自分たちを取り囲む黒服の連中を見渡した。その中に、先ほどジャングルで隠れていたナスカを一瞬で発見した男の姿もある。

「不思議な力を持っていても女性の扱いのわかる紳しん士しはいらっしゃらないのですね」

　挑発的なナスカとは対照的に、東京銘菓のメンバーから悲鳴が上がった。

「Ｅ．Ｃに参加する！　力も欲しいし命も惜しい！」

　リーダーのバナナクーヘンも申し訳なさそうな顔のまま、白しろ旗はたを揚げた。

「降参します。これ以上、チームのメンバーが死ぬのは……ちょっとね。それにブリッツたちは逃げちゃったし」

「た、助けにくるよ！　絶対にッ!!　だって……だって……」

　バナナクーヘンにコットンが反論するのだが……それをヘルハウンドはやめさせる。

「バナナ野郎の言ってることも間違いじゃねぇし、ブリッツたちがサンプル回収を優先したのも当然だ。生き残るためにはな……」

　これでＥ．Ｃ側の要求を飲まないのはハナ、コットン、ナスカの三人とヘルハウンドだけになった。

　ハナたちを残して、獣面の男は一歩一歩ガルダに歩み寄る。

「そうだ。私とともに戦え……ヘルハウンド。お前も私と同じ……弱く力なき存在だ」

　ヘルハウンドはガルダをねめつける。距離は殴り合いができるくらいに詰まっていた。相手がヘルハウンドだからなのか、ガルダは護衛の黒服を下がらせる。

「俺は昔っからホークアイってやつが、無口な変人だとは思ってたんだが、あいつから一つだけ教わったことがある」

　不意に、ハウンドは上着の袖そでの下に隠し持っていたデリンジャーを取り出し、ガルダの眼前に構えた。

「何度負けようが、何度死のうが……最後に勝つのは諦あきらめなかったやつだ。ホークアイはそういう奴だった」

「やはり見込み通りだ……ヘルハウンド。そこまでしても勝ちたいという気持ちがあるなら……私はお前に殺されてもかまわない」

　ガルダの鼻先に突きつけたデリンジャーを、ハウンドはゆっくりと自分のこめかみにあてがった。

「やっぱり変わっちまったな、あんたは……クソ女、その妹、あと電波女……もう少しだけこいつらの人質やってろ……すぐ戻る」

　言い残すとハウンドは引き金を引いた。誰に殺されることも選ばず、自分で死を選んだのだ。死に慣れている彼ならではの脱出方法だが……。

「ちょっと、何カッコつけてるのよ？　あ、えーと……これは呆あきれたって意味で言ってるのであって、感動とかしてないのよ本当に」

「あのままガルダを撃ってしまってもよろしかったのでは？　それにわざわざ急所を撃って死ぬことはないでしょう。戦闘不能になれば転生するよりも人生のリスタートが楽ですのに」

　姉と狙撃手があまりに素そっ気けない態度なので、助けてもらった恩があるコットンはヘルハウンドが不ふ憫びんに思えてならなかった。

「二人ともわかってないなぁ。男のけじめとか面めん子つってやつがあるのよ！」

「その面子で死ぬなんて……男って変なものにこだわって……わかんない生き物よね」

「わたくしはブリッツのことを、この世界の誰よりも理解していますわよ。前世からの絆きずなは死すらもわたくしたちを分かつことはできませんもの」

「はいはい……ふぅ。けど、結局またブリッツたちの足を引っ張ってるのよね私……ちょっと憂ゆう鬱うつかも」

　危機的状況は変わらない三人に、東京銘菓のメンバーの一人が歩み寄った。新人のラビットベリーだ。

「あら、よろしいのかしら？　貴方あなたも降参なさったのではなくて？」

　ラビットベリーは首を横に振る。

「まぁ……そちらのリーダーさんよりよっぽど気け高だかい魂たましいの持ち主ですわね」

　ベリーはうなずいてみせた。彼女も加えた四名が人質となることで、ひとまず決着がつく。

　ガルダはヘルハウンドの死体を見据えながら口を開いた。

「ＴＶテレビ放送の準備をしろ。人質と奪取されたサンプルの交換という名目で、あの男を……ジンノを引きずり出す」

　ガルダの命令に文庫を閉じると、メガネの少女は無言でうなずくのだった。




　傭兵街のＢＡＲバーにブリッツたちの姿があった。普段はハナやコットン、ナスカも加わってテーブルは華はなやかなのだが……今は男だけだ。

「気を遣ってもらって悪いんだが、なんだかコーラが喉のどに通りそうにない」

　普段ならピッチャーを独ひとり占じめするブリッツだが、ウリューが気遣って注文した瓶びんに手もつけない。

「最近勝かち戦いくさが続いてたからねぇ……あ、いやもちろん今回のは普通の負けとは意味がだいぶ違うけどさ」

　ウリューのフォローにならないフォローに、誰からともなくため息が出る。人質をとられてＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔは壊かい滅めつしたようなものだ。

「それで、これから僕らはどうするんだいブリッツ？」

　ジンノは相変わらず余裕の表情だ。仲間を置き去りにしてきたことをまったく悔やんでいる様子もない。

「とりあえずＡ薬かＢ薬かは分からんが、サンプルは手に入った……んだよなウリュー？」

「そうそう！　行政府に持ち込んで解かい析せきしてもらって、Ｅ．Ｃの危険性を訴えれば管理者が動いてくれる……はず」

「はずって、なんか問題あるのか？」

「いやいやぁ……行政府が動く保障がない以上、サンプルは人形遣いに届けて彼女に解析してもらうほうがいいのかもしれない……ってねぇ」

「っつっても、その人形遣いには連絡がつかんし……まいったな」

　何なに気げなくブリッツはテレビに視線を向ける。

「で、ハナたちを助けようと思ったら……こうなるわけか」

　ＴＶに映し出された戦場の風景が切り替わり、ガルダの演説が傭兵街だけでなく各地の戦場に流される。

　そのメッセージはブリッツたちに向けられていた。薬品サンプルと人質の身柄の交換についてだ。ハナたちの端末から直接ブリッツに呼びかければ良いのだが、それをせずＴＶをジャックした意味は……ブリッツたちの逃げ場をなくすためだ。

「これで人質交換に行かなかったら、俺らは仲間を見捨てたダメチームってことになるのか」

「人質を取るほうがよっぽどアンフェアだよねぇ。それにそもそも、こんな状況になったのもホーリービショップの裏切りのせい……なんだけど、表向きはホーリービショップも捕虜になって、屈くつ服ぷくさせられたってことにしちゃいそうだし。被害者のふりをするなんて、あんまりホーリーでもビショップでもないって思うのはオレッチだけかな？」

　放送が終わると、ほかの客たちがブリッツたちのテーブルをちらちらと見始めた。店を変えてもこの雰ふん囲い気きは変わらなさそうなので、ブリッツは気にせず考える。

　考え込むが……名案が浮かばない。

「別に悩むことはないんじゃないかな？　人質は死ねば価値がなくなるんだし、三人には死んでもらえばいいと思うよ」

　ジンノのドライな意見も、この世界では現実味のある選択肢の一つだ。

「それはないな」

「うん……ブリッツならそう言うってわかってたよ」

「わかってて意地悪するなよ。ふぅ……正直どうしたもんか」

　仲間を盾たてにされたとき、自分がまったく動けなくなるのではないか？　そんな懸け念ねんがブリッツの足をすくませる。

「ＴＶで公表された以上は、最後までオレッチたちは正義の味方のスタンスを崩せないねぇ。それを崩したらＥ．Ｃの『目的のためには手段を選ばず、犠牲すらおしまない』ってのを、認めることになるんだし」

「で、人形遣いから連絡はないってわけだから……俺が決めなきゃいかんか」

「オレッチの方からも人形遣いにはコールしてるけど、繋がる気配がないんだよねぇ。連絡がつくようになるまでオレッチたちも潜せん伏ぷく……って考えたりもしたんだけど、敵さんもそうさせるつもりはないって感じだし」

　少年は覚悟を決めた。リーダーとしてのけじめをつけなければならない。

「やっぱ、行くしかないな」

　ブリッツが席を立つと、待ち伏せでもしていたようにブリッツたちを訪ねて、一人の傭兵がＢＡＲに顔を出した。

「ボクも……つれていって！」













　ストレイ・シープだ。その表情は真剣で、ブリッツをじっと見つめる瞳ひとみには何か決意のようなものが感じられる。

「いやぁ……確かに戦力は足りないし戦闘力は申し分ないんだけどねぇ」

　言葉を濁にごすウリューだが、そうしたくなるのは当然だと、言われたシープにも自覚があった。

「ボクがあの時……チーム分けでわがままを言って無理にブリッツたちについていかなければ、ミトラたちの裏切りを防げたかもしれない……そうだったんでしょ？」

「どうだろうな。なったかもしれんし、ならなかったかもしれん。それにそこまで読める人形遣いが、そもそもなんでミトラたちをＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔの混成部隊に入れたのかわからん。今回の戦い……俺にはわからんことだらけだ！」

　ブリッツはそっと手を差し伸べた。

「今度はうまくやろうな！　色々とわからんが、ハナたちを助けることだけははっきりしてる」

「う、うん！　ボク……がんばるよ！　それにブリッツの言うこともちゃんと聞くから！　今度は命令無視もしない！」

　差し出された手をシープは握り返す。

「……コーホー」

　ずっと無言で状況を静せい観かんしていたシャドウが、ブリッツとシープの手に自分の手を重ねた。

「珍しいね。シャドウが自己主張するなんて」

　それに乗せられるようにして、ジンノとウリューも手を重ねるのだった。
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　Ｅイー．Ｃシーの基地第四区画にはいくつもの小部屋がある。そのほとんどは倉庫として利用されているのだが、牢ろう獄ごくとしても使うことができた。端末を奪うばわれた状態で個室病棟にハナたちはそれぞれ閉じ込められた。

　そのうちの一人……東とう京きよう銘めい菓かで唯ゆい一いつＥ．Ｃの軍門に下らなかった口くち下べ手たな新人のラビットベリーは、騒動がひと段落し、警備がＢボＯツＴト兵だけになったところで活動を開始した。

「そろそろ頃ころ合あいね」

　凜りんとした大人の女性の声で、自分が捕つかまっているという意識など皆かい無むだ。幽閉された部屋のドアには小窓がついている。ラビットベリーはドアに近づくと軽くノックした。

　外で待機していたＢＯＴ兵がのぞき窓からベリーの顔を見つめる。

「このドアを開けてもらえるかしら？」

　まるで催眠術にでもかかったように兵士はドアのロックを解除する。

「ありがとう。しばらく部屋を空あけるけど、何を聞かれても異常なしと報告するように。それと……いい銃ね。少し借りるわ」

　ベリーの言葉に再び兵士は首を縦たてに振って、ホルスターの拳けん銃じゆうをベリーに差し出した。拳銃を手にベリーは行動を再開する。

「それにしても……監視カメラはつぶしたはずなのに、あれを短時間で復旧できるなんて……敵にもかなりの使い手がいるということね」

　見張りをやり過ごして監視カメラの死角を突きながら、ベリーは単独で目的地へと向かう。

　あえてＡエー．Ｅイー．Ｓエス．Ｔテイーの補給物資の半分を吹き飛ばしたのも、Ａ．Ｅ．Ｓ．Ｔに勝たせないための工作だった。ここでＡ．Ｅ．Ｓ．ＴがＥ．Ｃを打倒しては、ガルダの真相にたどり着けない。昼間の戦闘でほぼ完勝だったＥ．Ｃの警戒は、最大限に緩ゆるみきっていた。

　光学迷彩のような特殊装備なしでも、ラビットベリーは薬品の保管室にたどり着く。電子ロックの解除もこなれたものだ。

　部屋の左右にコンソールとディスプレイが並び、突き当たりの壁には第三区画直通のエレベーターが設置されている。部屋の中央には薬品の瓶びんが陳ちん列れつされた棚が並んでいた。

　見張りの兵士はいない……だが、ベリーが部屋に侵入すると同時にエレベーターが動き始めた。相手がＢＯＴ兵なら何人相手でもコントロールを奪う自信はあるのだが……。

「能力者なら厄やつ介かいね……」

　エレベーターのある壁に背中を張り付かせるようにして、ラビットベリーは拳銃を抜く。複数の人間が降りてきた場合はお手上げだった。

　だが、エレベーターから降りてきたのはメガネの少女一人だけ……しかも非武装で無防備だ。ベリーに気づいた様子もなくエレベーターから降りる。背後をとったため、いつでも人質にできる状況だがベリーは手を出さなかった。彼女がこのまま素通りし第四区画へと移動してくれれば、気づかれずに済む。

　だが、背を向けたままメガネの少女はベリーに告げた。

「ようこそおいでくださいました。ラビットベリー……それとも人にん形ぎよう遣つかいとおよびすべきでしょうか？　もしくは……ホークアイ。どれが本当の貴方あなたなのでしょうね？」

　ベリーがとっさに銃口をメガネの少女に向ける。

「ＢＯＴの開発は推すい奨しようされていますが、マニュアルで操作するには常時プログラムを書き換える必要があります。貴方が使う人形遣いのＢＯＴプログラムは非常に優秀……あの少女の姿も遠隔操作された人形だということに、気付いた人間は皆かい無むでしたね。ですが、ラビットベリーはＢＯＴプログラムの肉体ではなく、本体なようですね。しかし……ここはやはりホークアイとおよびした方がよろしいでしょうか？」

「今の私は……人形遣いよ。ラビットベリーも東京銘菓に合わせて作っただけ……ホークアイは消したわ……それより、いったい何者なの……」

　メガネ少女はゆっくりと振り返る。途中でその姿はリアルタイムで書き換わっていった。振り向ききった彼女の姿にラビットベリー――人形遣いは違和感を覚える。

「メリー……支援Ａ．Ｉがなぜ？」

　この世界の入り口に立ち、案内役を務める彼女だが……傭よう兵へいが彼女と会うのはこの世界と向こうとをつなぐドアの前でだけだ。ドアの中……こちらの世界でメリーの姿を見るということは、まずありえない。

　さらに……その容姿も通常とは少し違っていた。服の色が黒を基調としている。

「システムに介かい入にゆうした私を処罰するつもりなのかしら？　それにしては手が込みすぎているけれど」

「いいえ。世界は世界のためにあるのではなく、貴方がた人のためにあるのです。貴方は世界の核心に触れるだけの力があった。その力を振るい世界を破壊することもできるでしょう」

「クラッキングに対処しない？　管理者失格よ」

「世界はただ、あり続けるのです。人の意思によって変容していく。破壊も発展も消滅も継続も、すべて貴方がたが決めることなのです」

「まどろっこしいわね。目的は何？　私を消すつもりなら、もうとっくにそうしているはず……」

　メリーが指をパチンと鳴らすと、同時に保管室の機材がいっせいに起動した。ディスプレイにムービープレイヤーが表示される。

「目的は貴方の望みを叶かなえること」

「私の……望み？」

「貴方が世界から離れている間に、ガルダは変わってしまった。その謎なぞの答えが貴方の望み」

　ムービープレイヤーに戦場の光景が浮かぶ。何の変へん哲てつもない流りゆう砂さ遺跡での戦闘記録だった。カメラはガルダに向けられる。ホークアイが戦場を去ったあとの彼の姿だ。

「いい動きね。私がいなくても、もう一人で戦えるじゃない」

　かつて霊れい鳥ちようコンビとして名をはせたガルダとホークアイ。その役割分担ははっきりとしていた。ホークアイがガルダを無線でコントロールする……というものだ。ホークアイは斥せつ候こうとして先行し、状況をガルダに伝えて……場合によってはホークアイ自身が囮おとりとなってガルダが敵を倒しやすいよう、戦場を整える。ガルダの強さの半分はホークアイの献けん身しんによって支えられていた。

　ホークアイにとっては、自身が倒した敵の数は問題ではない。ガルダをいかにうまく誘導できるか……それがホークアイには重要なことだった。コントロールすることに快感を覚える。そのためには自分が死のうが関係ない。むしろ、自分の死すらも内包した作戦を展開し、ガルダを勝たせることがホークアイの生きがいだった。

「……けど、時々足が止まるわね」

　それでもガルダは順調に野戦で敵を倒していく。ホークアイが彼の元を去ったのには理由が二つあった。一つはガルダの戦績が評価され、国内の選抜チームに彼の入隊が決まったこと……ガルダ本人はホークアイとセットでなければ入隊を拒否すると言っていたが、当時のホークアイにはコンビ解消のきっかけとして最良の話に思えた。

　だがそれも間接的な理由でしかない。ホークアイが身を引いた最大の理由はガルダの成長だ。ホークアイの導みちびくまま、それに従い戦い……勝ち続けたガルダは、いつしか指示がなくても、まるでホークアイの思考を読んでいるかのような位置取りをこなせるようになっていた。

「……そう……ね。時々、私が思考している以上のポジショニングをしている。臨機応変に敵に対応できるようになった証拠よ。私の手を離れたのは正解だったわね」

　自分が離れたことで、より一層成長したガルダの戦いぶりを思わず注視する人形遣いに、メリーは解説を始める。

「この戦闘は選抜チームの特訓の光景。野戦百連戦の……九十九戦目。他のランカーたちとの連携も徐々にこなれてきたところです。貴方はそんな彼の成長した姿をひと目でも見たかったのですね？」

「そうよ……私が世界から離れている間に、ガルダは国内選抜チームに入隊して……この国の代表になるはずだったわ。世界の外で私はそのニュースを待った。けれど、ガルダの名前は代表にはなかった。その年の代表の力は無残なものだったわね。真意を確認するために戻ってきたけれど……ガルダに私の存在を知られたくはなかった」

　だから名前を変え、姿を幾度となく変えて情報を収集したのだ。だが、ガルダの行方を追ううちにＥ．Ｃの存在を知り……彼はそのＥ．Ｃに参加して人間を超えた力を行使するようになっていた。

　人形遣いがＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔを創設したのも、ガルダがどうしてＥ．Ｃに参加したのか……それを知るためだ。この保管室にあるコンピューターから人形遣いはＥ．Ｃのデータベースに侵入し、可能な限り情報を引き出すつもりだった。極端な話をすれば、Ａ．Ｅ．Ｓ．ＴはＥ．Ｃの警戒を緩めるための捨すて駒ごまだ。

「お見せいたします。なぜ彼が変わってしまったのかを」

　選抜チームの野戦百戦目が開始された。順調に敵チームの傭兵を倒していくガルダたち。生きつ粋すいの暗殺者でナイフ使いの達人に、高速エイミングで敵影を瞬時に捕ほ捉そくし撃ち抜くスナイパー。サブマシンガンＰ90を操り、斥候もかねて戦場を駆け回るアサルト１。現場での作戦の指揮を執り、状況に応じて武器を使い分けるアサルト２。そして基本に忠実で命令を確実にこなす安定感抜群のアサルト３……ガルダ。

　敵チームは野戦の寄せ集めでチームワークなどかけらもなく、次々と各個撃破されていく。

　だが、最後に残った敵の一人が、選抜チームの指揮をとるアサルト２を倒した瞬間から、流れは一気にひっくり返った。もともと指揮能力を買われており、多種の武器を使える……とはいえ、それぞれの専門家には劣おとるアサルト２のスタイルを、敵はそのまま踏とう襲しゆうした。

　続いてナイフ使いの奇き襲しゆうを回避すると、敵は相手と同じナイフで戦い……その戦い方をまるで吟ぎん味みするように戦闘し……倒す。

　続いてスナイパーの攻撃を察さつ知ちし回避。弾だん痕こんと発射音からスナイパーの位置を割り出すと、じわじわと追い詰めて撃破。狙そ撃げき銃じゆうを奪う。

　スナイパーの応援に駆けつけようとしたアサルト１を、超高速エイミングで狙ねらい撃うち……残るはガルダだけだった。

　アサルト１の残したＰ90を拾いあげて、敵の最後の一人は同じく最後の一人となったガルダに接敵する。

　中距離での撃ちあいでは、アサルトライフル使いのガルダのほうが有利なはずだった。だが敵はサブマシンガン持ちにもかかわらず、その射撃の精度は高い。一流の狙撃手を相手にしたときのプレッシャーをガルダは感じていた。

「どうすればいい。俺おれは……どうすればいいんだ……ホークアイ」

　仲間は全ぜん滅めつし、画面の中のガルダの声に応こたえる者はない。

「撤てつ退たいだ。立ち止まるな。そこにいてはいけない……ガルダ」

　過去の映像とわかっているのに、人形遣いは声に出していた。だがその指示は時間の壁を越えることはできず、一瞬、ホークアイの名前を呟つぶやいて足の止まったガルダをサブマシンガンの銃撃が襲おそう。

　銃弾に倒れ付したガルダに近づき、敵の少年はポツリとこぼした。

「誰だれかに従うだけの存在には興味がないんだよね。僕はそうなっちゃいけないんだ。残念だけど、君からは何も得られそうにないな。死んでいいよ」

　とどめの銃声が流砂遺跡に響き渡った。




「ガルダを除く傭兵たちはみな、この世界を去ったのです。力の差に絶望を覚えて」

「この少年は……ジンノ？」

　世界には自分と同じ顔の人間が三人いる……とはいうが、選抜チームを単独で打ち破った少年は、間違いなく旅りよ団だんのジーニアスジンノだ。

「彼への復ふく讐しゆう。それがガルダの望み……世界はその願いを聞き届け、ガルダを変へん革かく者しやとして選びました。彼に力が与えられたのは世界の意思です。Ｅ．Ｃに総そう帥すいという人物は実在しません。ガルダが首領であることを隠すためのスケープゴート……架空の存在。Ｅ．Ｃはガルダが復讐のために組織しました」

「その情報が正しいという根拠はあるのかしら？」

「貴方ほどの力の持ち主が、今までどれだけ探してもＥ．Ｃ総帥を見つけられなかった……で、いかがでしょう」

　メリーの声は淡々としている。

「こんな話をわざわざするメリットはなに？　本当……にいったい何者なの？」

「私はメリー。私は貴方がた傭兵のサポートをする支援Ａ．Ｉです」

「そこだけはテンプレートな回答なのね」

　銃を降ろすと人形遣いは隠し持っていたメモリーカードに、Ｅ．Ｃの情報を書き込み始めた。無事に持ち帰らなければ解かい析せきできないが、このカードの中に総帥の情報がなければ……メリーの言葉は一層真実味を帯びてくる。さらに念のため薬品のサンプルも回収した。ここに保管されていたのはＢ薬だけのようだ。メリーはとがめる素そ振ぶりをまったくみせない。

「私に何をさせるつもりなのかしら？」

「心拍数が上がっていますね。少なからず貴方の心に影響が出ればよいのです」

「こちらの身体情報もリアルタイムで筒つつ抜ぬけ……システムに介かい入にゆうした私が言えた口でもないけれど……なんでもありということね」

　極力平静を装ってはいるが、ガルダを倒したのがジンノであり、Ｅ．Ｃがその復讐の道具ならば、人形遣いはガルダの目的を阻そ害がいしていたことになる。思考するほど心が乱れた。

「ガルダに協力しろ……とでも言いたげに聞こえるわ」

「選択するのは貴方自身ですから」

　データの書き込みを終えると、メモリーカードを回収して人形遣いはエレベーターの扉を開く。

「他人にコントロールされるのは……あまり好きじゃないのよね」

　人形遣いがエレベーターに乗り込む間に、メリーは元のメガネ少女の姿に戻っていた。読みかけの文庫を開いて視線を落とす。

　明確な返答はせずに、人形遣いは第四区画から単身脱出するのだった。




　約束の時間にブリッツたちは、Ｅ．Ｃ基地の敷地内に案内された。

　ハナとコットン、ナスカに東京銘菓が武装解除された状態で銃を突きつけられている。

「臆おくせず来るとは……噂うわさどおりの男だなブリッツ」

「薬は持ってきた。仲間を返してもらうぞ」

　ブリッツの前にメガネの少女がやってきた。少年が彼女に薬品のサンプルを渡すと、メガネの少女は小さくうなずく。

「偽物を用意せず、本物を持ってくるとは……殺すには惜しい男だ」

「駆け引きできるほど器用じゃないもんでな」

「戦場で閃せん光こうの魔術師と称されている男の台詞せりふではないだろう」

　ガルダが軽く右手をあげると、ハナたちは解放された。

　一番にブリッツに駆け寄って抱きついたのは……コットンだ。

「うわああああああん！　ブリッツ！　ありがとうッ!!　きっときてくれるって信じてたよ！　ずっとずっと……閉じ込められて退屈してたんだからねッ!!」

「悪いな、少し手間取った」

　そっとブリッツはコットンの頭をなでる。ハナはそんな光景をうらやましく思うのだが、自分から抱きついていけるような性格ではない。

「敵中ですのに、緊張感がありませんわね……ふあぁ♪　よく寝ましたわ」

「あんたも緊張感ゼロじゃない！」

　昼寝から目覚めた猫のように背伸びとあくびをしてみせるナスカに、ハナは思わず突っ込みをいれていた。

「それで、来てくださったのはブリッツだけですの？」

　敷地内までやってきたのはブリッツだけだ。敷地の外にジンノとシープ、それにウリューが待機している。万が一に備えてシャドウが光学迷彩でブリッツに無断でついてきているのだが……Ｅ．Ｃの黒服の一人が、ずっとシャドウに視線を向けている。その黒服の視線にブリッツも気づいて首を横に振った。

「どうにもみんな心配性だな。シャドウがついてきてる」

　ブリッツに宣言されてしまい、シャドウは光学迷彩を解除した。

「すまん。俺一人で来たつもりだったんだが」

　ブリッツの謝罪にガルダは「こちらは一人で来いと条件をつけたわけではない」と、きっぱり断言して返す。

　ブリッツは小さくうなずくと、今度は捕縛されたままの東京銘菓に顔を向けた。

「二人足りないな？」

　すかさずハナが口をはさむ。

「一人は射殺されて、もう一人……新人の女の子が脱走したみたいなのよ！　どうやったのかわからないけど」

「そうか。で、なんでずっと捕まったままなんだ？　ハナたちと一緒に東京銘菓のメンバーも解放してくれるんじゃないのか？」

　正々堂々、真正面から……というのは作戦的にどうかとも思うのだが、ブリッツは助けにきてくれた。だが、東京銘菓の残ったメンバーはＥ．Ｃ側につくと宣言したのだ。

「いやその……あの、ぜ、ぜぜぜぜぜぜぜぜ全部ブリッツが悪いんだよ！」

　東京銘菓のリーダーであるバナナクーヘンが珍しく声を荒あららげた。

「あのとき、すぐに助けに来てくれれば僕らだって……」

「すまん。逃げるので手一杯だった」

　深々とブリッツは頭を下げる。

「だから僕らは、Ｅ．Ｃに下ることにしたんだ！　悪いのはブリッツたちだよ！」

「じゃあ、戻ってこないっていうのか？」

「そうだよ！　もうＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔは終わりさ！　順調に国内のランキングにもＥ．Ｃ所属の傭兵の名前が食い込みはじめてるし、人形遣いは姿も現さないし……」

　ランキングの上位はまだ崩れていないが、海外との交流戦を行っている国内トップクラスのメンバーは現在ランキング不在であり、下位のランカーたちは次々とＥ．Ｃの能力者によって殺されていった。戦闘不能ではなく殺すことを前提にＥ．Ｃの傭兵たちは行動する。能力者を軸にした連携は強力で、野戦の即席チームでは対抗できるものでもなく、チームでＥ．Ｃに挑いどむ者たちもいたが、能力者の力の前に次々と敗れ去った。

　特にサイレントキャンパーの部隊の快進撃は目め覚ざましい。

「なによ！　元はといえばホーリービショップが裏切ったのがいけないんじゃない!!」

　裏切りの現場にいたハナが声をあげる。

　槍やり玉だまにあがったホーリービショップはというと、全員黒服に身を包んで満足げだ。

「まだ能力は賜たまわっていませんが、Ａ．Ｅ．Ｓ．Ｔ壊かい滅めつの功績を評価され黒の装束に袖そでを通すことを許されました。なかなか似合っているでしょう？」

「まだＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔは壊滅はしてないぜ」

　結局、戻ってきたのは旅団のメンバーだけだった。ブリッツはそうは思っていないものの、実質Ａ．Ｅ．Ｓ．Ｔは壊滅したも同然だ。

「俺たちが残ってるからな」

　もう傭兵街でＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔの参加者を募つのっても、おそらく人が集まることはないだろう。Ｅ．Ｃに殺された傭兵の中には、復帰後に最初からＥ．Ｃに志願するものまで現れ始めた。そうすればＥ．Ｃに狙われて殺されることはなくなるのだ。実績次第で黒服になり能力を与えられる。Ｅ．Ｃを敵に回すデメリットの大きさが次第に増大していく中、Ａ．Ｅ．Ｓ．Ｔに参加する人間はもういない。

　ガルダが諭さとすようにブリッツに告げる。

「我が軍門に下れ」

「断る。殺すことが前提ってのは……俺は嫌なんだ」

「殺すことをためらう戦士とは、存在自体が矛む盾じゆんしていないか？」

「そうかもしれん。けど、矛盾してて何が悪い。俺はこの世界が好きだ。傭兵の自由を謳おう歌かできる……今のこの世界が好きなんだ。それを守りたいから……お前らと戦う」

「……その自由も力がなければ守れない。圧倒的な力の前に……貴様がどれほど無力か……敗北と苦く渋じゆうの味をこの場で教えてやろう」

　ガルダが軽く手をあげると、黒服やＥ．Ｃの兵士たちが銃を下げた。

「なんのつもりだ？」

「貴様の好みそうな方法ではっきりとわからせるだけだ。殺すには惜しい……私は貴様を気に入った……敗北し同志となれブリッツ。全員、手出しは無用だ！」

　ガルダの雄たけびが敷地内を越えてジャングルにまで響く。

「この場でタイマン勝負か……」

「ブリッツ……まさか戦うつもりじゃないわよね？　だって、正直この人化け物でしょ？　戦車も素す手でで倒すような超人相手に、あんた勝算あるわけ？」

　ハナの声にブリッツは首を横に振る。

「勝算は今のところはないが、戦ってみなけりゃわからんこともある。シャドウ……ハナたちを合流地点まで送ってくれ」

「……了解」

　今の状況なら、誰もハナたちに危害を加えることはできない。これをチャンスとばかりにブリッツは指示を出した。

「さあ……参りましょう。ブリッツは大丈夫ですわ」

「お姉ちゃん。今のあたしたちって、武器もないし……お荷物だと思うの」

　と、そこまで言いかけてコットンはハナに耳打ちする。

「だから、引いたようにみせて、ジンノさんたちと合流して武器をゲットしなきゃ」

　意外にも冷静なコットンに、ハナは少しだけ落ち着きを取り戻して首を縦に振った。

「ブリッツ。無理だけはしないでね？」

「もう十分無理も無茶もしてるからな。この先、一つ二つ増えてもどうってことないだろ。それより怪け我がの治療が必要になるから、後で頼むぜハナ？」

　殺されてしまえばそれもできないのに、ブリッツは笑ってハナたちを見送った。

　敷地内に独り、少年は取り残される。

「それじゃあ始めっか！　大将戦だ！」

　ブリッツが腰の閃光手しゆ榴りゆう弾だんに手をかける。敷地内の駐車場には車両がいくつか止まっているくらいで、遮しや蔽へい物ぶつや隠れられる場所はほとんどない。さらにＥ．Ｃ兵が包囲しており、その包囲の外に出れば、背中から撃ち殺されても文句は言えない……そんな空気だ。

　奇襲、強きよう襲しゆうが持ち味のブリッツにとって、真正面からのタイマン勝負はやりづらいことこの上ない。そのうえ相手は規格外の化け物とくる。

「殺したくはないが……場合によってはそうなるやもしれん。私の能力は手加減ができる類たぐいのものではないのでな」

　ゆったりとした足取りでガルダは駐車場に止められていたビークルに近づくと、右手をボンネットの上に乗せた。ボンネットだけでなく、車のエンジン部分までもが液状化してガルダの右腕を覆おおい、巨大な金属製のガントレットに早変わりする。

「完成まで仕掛けてこないとはよい心がけだ」

「古こ今こん東とう西ざい、正義の味方でも悪の首領でも、変身シーンを邪魔するのは無ぶ粋すいって決まってるからな」

「相手の死角を突く戦い方をする男がよく言うな」

　皮肉を口にしながらも、ガルダの表情が少しだけ緩む。ブリッツはガルダにとって久しぶりの「楽しめそうな相手」だった。

　ブリッツの武装は手榴弾セットと大型ハンドガン……そして磨みがき上あげてきた格闘術だ。ガルダの右腕は三倍の太さにまで肥ひ大だい化かしたが、逆にブリッツにはそのほうがやりやすいように思えた。攻撃は大振りになり、一発の威力は高いかもしれないが体のバランスはとりづらい……そんな見た目だ。

　先手必勝とばかりにブリッツがガルダの左側面に回りこむ。が、それを読んでいたかのように、ガルダは体をねじって反転させながら、ガントレットに覆われた右腕でバックハンドブローを放った。慌てて上半身をそらしリンボーダンスでもするように回避したブリッツだが、その足を軽く払われる。地面に仰あお向むけに倒されたブリッツに、続けざまガルダの右腕がハンマーのように振り下ろされた。転がって回避したブリッツだが、ガルダの叩たたきつけた右腕の一撃でアスファルトの地面が陥かん没ぼつしている。

　即死級の破壊力だ。その能力がもたらす力に元ホーリービショップのメンバーたちが、軽く興奮を覚える。もうすぐあのような力が手に入るのだ……と。

　地面を転がって攻撃を回避したブリッツは、間合いをとって立ち上がると一発目の手榴弾のピンを抜き、転がす。

　煙幕だ。ウリューによって濃度や持続時間がさらに強化された新型だが……白煙が発生すると同時にガルダは右腕のガントレットを扇おうぎの形に変形させた。ひと扇あおぎで白煙は雲うん散さん霧む消しようする。ガルダの背後に回りかけていたブリッツの足が止まった。

　そんな少年兵をガルダは扇状の腕でなぎ倒す。

「……ッ!?」

　格闘戦の間合いでは負け知らずだったブリッツが、圧倒されていた。得意分野での敗北は通常のそれとは比較にならない屈くつ辱じよくだ。だが、そのショックに浸ひたっているだけの時間をガルダは与えない。右腕をさらに振るうと、瞬間――その手を覆っていた金属が液状化し、水しぶきのようになって空中で分散した。一つ一つの粒りゆう子しは小さいが、無数の金属の粒がなぎ倒されたブリッツめがけて放たれる。

　さながらショットガンの散弾だ。這はうようにしてブリッツは逃げるのだが、散弾の効果範囲は広く右足に数発もらってしまった。

「自慢の足がそれではどうすることもできまい」

「まだ、こっちは本領を発揮してないんだ。そんなに決着をあせらなくてもいいだろ。もう少し楽しもうぜ」

「敗北を認めよ……そして同志となれ」

　なんとか立ち上がるが、それができたのもガルダがブリッツに立ち上がるだけの時間を与えてくれたおかげだ。

（――右足の動きが悪い。こりゃ……本当にダメかもしれんな）

　とはいえ、ハナやコットン、ナスカを救出できたのだからそれでよしとすべきかもしれない……と、ブリッツは自分に言い聞かせる。

　目の前の敵は想像以上の化け物だった。もちろんその能力もあるのだが、能力を得た上でその特性を理解し、単調ではない想像力を働かせた攻撃をしてくる。白煙を一瞬でかき消し、ブリッツの足を散弾でつぶして追い詰めるガルダ。ブリッツはまだ相手に触れることすらできていない。

　新型の閃光手榴弾も、性能は強化されているが基本は煙幕手榴弾と同じだった。この近距離で発動させても、自分までその影響の範囲内だ。背中を向けて敵の眼がん前ぜんで爆発させれば、自分への閃光の効果を最小限に抑えて敵の視界を奪うことができる。

　だが、ガルダほどの相手に背を向けるのは自殺行為だった。

　返答を待っているのか、じっとガルダはブリッツを見み据すえている。ブリッツは二つ目の手榴弾のピンを抜いた。

　それを自分の背後に転がす。と、同時に閃光が走った。後光のようにブリッツの背後で光が爆はぜる。眼前ではないが、ガルダの視界は白い闇やみに包まれた。ブリッツは光源に背を向けた状態だ。影響を最小限に抑えて……ガルダに正面からつっこんでいく。回り込んでガルダの後ろを取ろうとすればそれだけ時間がかかる。

　ブリッツは大型拳銃を抜くと、そのグリップの底をガルダのこめかみめがけて叩き込んだ。













　だが、それよりも早くガルダの視界は回復した。足への負傷がブリッツの加速を鈍らせ、一歩出遅れたのだ。その一歩が命取りとなった。ブリッツの銃は直撃する寸前で受け止められ、ガルダの能力で液状化された。するりと少年の手から滑り落ちて地面に金属の水みず溜たまりを作る。

　ガルダが知る限り、ブリッツは通常の手榴弾を炸さく裂れつさせて相手を負傷させたり、手榴弾を抱え込んで自爆を行うことはない。少年の右の手首を左手で摑つかみあげながらガルダは告つげる。

「よく戦ったな……」

「まだ終わってないぜ。新兵器があるんだ。ためさせてもらうッ!!」

　ブリッツが腰のベルトに手を伸ばした……ところで、ガルダは摑んでいたブリッツの手首を離すと、呆ぼう然ぜんと遠くを見据えて固まった。

　サブマシンガンＰ90を手にした、少年兵が単独で近づいてくる。

「一対一の勝負に水をさして悪いんだけど……彼には負けて欲しくないんだ。僕が彼を……ブリッツを理解するまではね」

　ジンノがにっこりと笑ってみせる。その姿を直視したガルダの表情は、喜びと恐怖が入り混じった複ふく雑ざつ怪かい奇きなものだった。監視カメラに映る姿は何度も見ているが、こうして直面するとガルダの背筋は震え、足がすくむ。眠っていた恐怖心がジンノを前にして呼び覚まされる。

「ジンノオオオオオオオオオオオォォォォォォッ!!」

　その声に呼応したかのように、ジャングルに一いち陣じんの突風が吹き込み木々が揺れ、鳥の群れが飛び立った。空模様まで一気に曇り……今にも雨が降り始めそうな天候だ。

「ん？　なに？　そんなに大きな声を出して。それよりブリッツを解放してくれたんだよね？　さあ、ブリッツ一緒に戻ろっか」

「まだ勝負はついてねぇよ！」

「今のはブリッツの負けだと思うよ。足……怪我したんでしょ？　ハナさんに診みてもらわないとね」

　ほとんどガルダなど眼中になく、ジンノはブリッツの手を引いて連れ去ろうとする。この状況に、ガルダは発砲許可を出していないのだが……ホーリービショップのミトラがアサルトライフルをジンノに向けた。

「逃がしません。手て負おいの仲間をかばって逃げ切れるとお思いですか？」

「うーん、どうだろうね。確かにこの人数を倒すのは厄やつ介かいかな。僕一人ならいいんだけど、ブリッツを守りながらとなると、正直骨が折れるよ」

　できないことはないけれど……と、ジンノは付け加えた。その余裕の態度にミトラの表情が歪ゆがむ。

「ならやってみせてもらいましょう！　そもそも、貴方が我々のチームにさえ入っていれば、ホーリービショップは国内を代表するチームになれたというのにッ!!」

　一度ジンノに振られたことを、チームぐるみでまだ根に持っていたと暴ばく露ろしながらミトラが引き金に指をかけた。

　瞬間、ガルダの右腕から散弾が放たれミトラの全身に突き刺さった。ブリッツと違い全身満まん遍べんなく金属片の雨を受けて……死亡する。

「邪魔を……するなッ!!」

　ガルダの一いつ喝かつでＥ．Ｃ兵は能力者であっても、誰一人動くことができなかった。ジンノはガルダの部下殺しをこう解釈する。

「うん、今のは理解できるよ……命令無視した仲間を殺すことで、他の仲間が勝手な行動を起こさないようにしたって感じかな」

　むしろブリッツのほうがショックを受けていた。

「あいつ……やばいな。相当きちまってる」

「どうしたのブリッツ？」

「今まで俺と戦ってたガルダとは、完全に別人だ。ここにいるのはまずい」

　ブリッツでなくても尋じん常じようならざる状況だとは理解できる。一番理解できていないのはジンノだ。

「ようやく……ようやく本ほん懐かいを遂とげることができる。嬉うれしい……嬉しいぞ」

　今度は涙を浮かべるガルダ。その右手が先ほどエンジンルームまで溶とかしたビークルの、すべてを溶かしてガルダの体に満まん遍べんなくまとわせる。

　まるで変身ヒーローのようだ。全身に金属製のアーマーをまとった姿に、ブリッツは思わず……。

「……かっこいいなアレ」

　と、本音を漏もらす。が、ブリッツの鼻は今まで以上に強烈な危険信号を嗅かぎ取とっていた。

「とりあえず、今の俺ができる限りのダッシュで入り口まで逃げる」

「じゃあ僕がアレを足止めするね。大丈夫、無理はしないから」

　トン……と、ブリッツの背中を押すジンノ。ブリッツは走り出す。今はジンノと距離をとって、ジンノが自分をカバーしようとするさいの負担を減らすべきだ。

　そうブリッツが考えた矢先、ブリッツの左足が撃ち抜かれた。

　メタル化したガルダの腕から散弾が放たれたのだ。ガルダが動いたのと同時にジンノもサブマシンガンで銃撃をくわえたが……ガルダの身にまとった金属装そう甲こうに阻はばまれる。

「確かに厄介だね。能力って……ブリッツの足を狙ったのは僕を逃がさないためかな……でも、僕と戦いたいなら彼を殺さないほうが良いと思うよ」

「ジンノ……忘れたとは言わせない……あの時、貴様さえ現れなければ……」

「あの時？　えーと、僕はＴＶテレビで君のことを見たことがあるから知ってるけど、まるで昔からの知り合いみたいな話し方をするのはなぜだい？」

「覚えて……いないというのかぁッ!?」

「ごめんね。もしかしたら昔対戦した人かもしれないけど、印象に残らなかったり興味がもてない相手のことは、すぐに忘れる仕様なんだ」

　銃弾を受け付けない相手にも、笑顔のままでジンノは告げる。

「貴様……貴様ぁ……貴様アアアアアアアアアアアッ!!」

　ガルダが両腕を振るうと、散弾が飛び散りＥ．Ｃの兵士たちが何人か巻き添えを食らった。ジンノは間合いを計り回避する。ガルダの側近であるメガネの少女が「……撤退」と指示を出した。その指示が出る前に何人かは逃亡するように基地内へと逃げ込んでいる。命令が出る前に行動するのは兵士としては失格だが、この場合においては賢明だ。

　立ち上がろうにもブリッツの足は完全に機能しなくなっていた。

（――ハナたちを呼べば……いや、呼んだそばからガルダの散弾を食らっちまったら意味がないな）

　ジンノにとっては動く武器ケースである敵の兵士、傭兵たちも、基地施設に引っ込んでしまい手持ちの弾薬でやりくりするしかない。

　二人の間合いはショットガンの殺さつ傷しよう圏けん内ないから三歩下がった中近距離だ。ジンノは意図的にこの距離をキープしている。通常のショットガンは近距離でこそ爆発的な破壊力を誇るのだが、相手との距離が広がるほど威力が減げん衰すいするという弱点があった。

　だが、ガルダの放つ散弾はショットガンのそれよりも有効射程距離が長い。ブリッツの足止めを狙って攻撃をしたとすれば、距離が離れても弾丸が散らばらずある程度集まる傾向にあるのかもしれない。

　ショットガンの弾道が上から見たときに扇状に広がるのに対して、ガルダの散弾は筒つつ状じようで放たれる性質がある。その筒の直径はちょうど人間一人分。そして、放たれるのは腕を振るったあとのガルダの拳こぶしの位置を中心にしている。

　ガルダが腕を振るうとジンノはそれに合わせて人間一人分ちょうどの距離を、横方向に回避する。達人が紙一重で見切るように、ガルダの攻撃判定を読みきってからジンノは再び銃口をガルダに向けた。

　狙うのは頭部だ。三発きっかりの区切り撃ちが、金属装甲に覆われていないガルダの顔面に放たれる。だが、ガルダが顔をさらしているのも敵のヘッドショットを誘うためだった。左手で顔を覆うようにガードする。ジンノの弾丸はガルダの手によって溶かされ無効化された。

「へぇ……なるほどね。弱点を一つだけ作っておいて、そこを狙わせる……か」

　攻撃が効かないという状況にもかかわらず、ジンノは眉まゆひとつ動かさない。

　ブリッツも一人では満足に動けないのだが、不意にその鼻に生き残る道の匂においが感じられた。ここのところ自分がピンチになることがあまりなかったため、久しぶりに死を意識したブリッツの感覚が、一気に研とぎ澄すまされる。

「ジンノッ！　あと三十秒持ちこたえてくれ」

「それくらいならお安い御用だよ」

　三十秒で何か変わるともガルダには思えないのだが、ブリッツの声は自信に満ちている。

「それも作戦か……笑しよう止しッ!!」

　三十秒という縛りを作ることで、攻めさせて隙すきをつくらせようという魂こん胆たんだとガルダは予測した。だが、ジャングルの向こうから輸送ヘリの向かってくる音が響き渡る。

　ブリッツの端末に男の声が届けられた。

「この貸しは高くつくぜぇ……クソ野郎ども」

「来てくれたんだなヘルハウンド！」

「一応テメェんとこのクソ女と妹と電波に約束したんでな」

　ヘリが敷地内上空でホバリング状態になる。すぐに外で待機しているストレイ・シープから少年の端末に連絡が入った。

「ブリッツ大丈夫？　ボクもそっちに行った方がいいかな？」

「迎えのヘリが来たんで俺とジンノはそれで帰るから、そっちはそっちで自力でジャングルを抜けてくれ」

「オッケー！　みんなはボクが守るから、ブリッツもちゃんと帰ってくるんだよ」

「ああ。傭兵街で合流だ！」

　ブリッツを助けにジンノだけがやってきたのにも理由がある。シープは残った旅団の戦力の要かなめだった。以前の彼女ならジンノと一緒にこちらについてきていたところだが、前回の失敗で我慢を覚えたらしい。

「逃げられると思うか？」

「見逃してくれてもいいだろ？」

　われながら格かつ好こ悪わるいと自覚しつつも、ブリッツはゆっくりとヘリの直下に這って移動する。ヘリからは縄なわ梯ばし子ごが降りてきた。上半身をそらしてブリッツがそれを摑む……寸前で、ガルダは散弾をブリッツめがけて放つ。

　だが、発射直前にガルダの腕が弾はじかれ狙いがそれる。ジンノが残り少ないサブマシンガンの弾を一発一発、丁てい寧ねいにガルダの装甲と装甲の隙間に打ち込んだのだ。ジンノへの集中が一瞬だけ途切れ、ガルダがブリッツを狙ったからこそフリーになったジンノは精密射撃でじっくり狙いをつけることができた。

　ブリッツが縄梯子を摑む。ジンノもガルダに背を向けて縄梯子に向かい走りながら、ちゃっかり自分の背中越しに閃光手榴弾をぽとりと落とした。ジンノが敷地内に駆けつけたとき、ブリッツが使った手をそのままコピーしたわけだ。

　右腕のダメージはガルダの予想以上で、満足に動かない。左腕で散弾を放つが、利き腕ではないため狙いも甘くなり……加えて閃光手榴弾に視界を奪われてガルダの動きが止まる。ヘリはブリッツとジンノを縄梯子に吊つり下げたまま一気に上昇するのだった。
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　人にん形ぎよう遣つかいからふんだくった前まえ金きんに上うわ乗のせして、借金までしてレンタルしたヘリコプター。その利用料の請せい求きゆう書しよをブリッツに突きつけるヘルハウンド。

「いやぁ……今月もコーラ代がかかって厳きびしいんだよなぁ」

　足の怪け我がはハナに診みてもらい、歩ける程度には回復している。戦闘後は行政府で治療を受ければすばやく完治するのだが、ブリッツはそうしなかった。

　いつものＢＡＲバーにいつもの旅りよ団だんメンバーと……加えてヘルハウンドにストレイ・シープの姿もあり、ブリッツたちのテーブルだけは賑にぎやかだ。

　だが、他の客の姿がない。ここのところ傭よう兵へい街がい全体が静かで、活気がなくなっていた。誰だれもがすれ違う他人を敵視している……そんな感じだ。相手がＥイー．Ｃシーの兵士かもしれないとおびえる者。Ｅ．Ｃにすでに所属しており、隙すきをみて襲おそいかかろうと牙きばを研とぐ者……以前は最低限の安全が保障されていた傭兵街だったが、それも今は昔で、すでに戦場と大差ない空気だ。

　そんな今の世界を嫌ってか、Ｅ．Ｃが現れる前までの自由な傭兵街を好んでいた者たちは、次々といなくなり……このまま行けば傭兵街は近日中にゴーストタウンになる勢いだ。

「これがパラダイスギフトか。あんまりパラダイスでもギフトでもないな」

　コーラをピッチャーのままごくごくやってから、さらにおかわりを注文するブリッツ。先ほど突きつけられた請求書のことは、数秒で忘れたようだ。

「違うわよパラダイムシフトよ！　っていうか、これからどうすればいいのよ私たち……人形遣いは行方不明で、Ｅ．Ｃの勢いは止められないし、私たちはすっかり目をつけられてるわけでしょ？」

　がっくりと肩を落とすハナ。こんなときでも何か情報はないかと、ＢＡＲの掲示板を見に行ったコットンが帰ってくる。

「あのね、みんな落ち着いて聞いてほしいの。うん、えーとなんていうか……悲しいお知らせ」

　妙にそわそわとした態度のコットン。その目がブリッツやジンノ、ヘルハウンドにストレイ・シープと、四人の間を泳いでいた。

「どうしたのコットン？　ボクの顔に何かついてる？」

「えーと……お金がたんまりと」

　その一言でヘルハウンドは全部理解した。

「賞金首ってわけか。よぅしブリッツ！　テメェの首を差し出してヘリの代金捻ねん出しゆつしやがれ！」

「それじゃ助けた意味ないでしょ!!」

「オレはテメェら女どもを助けるつもりだったんでなぁ……っと、そんなに目くじら立てるんじゃねぇよ！　ジョークだぜヒャーッハッハッハッ!!」

　コットンが掲示板から無断ではがして持ってきたビラには、旅団員の顔写真と賞金の額がく面めんが並んでいた。特にブリッツとジンノの額は高い。条件は「生いけ捕どり」となっている。ブリッツの賞金があれば、ヘリのレンタル料返済どころか、安いものなら購入できる……くらいはある。

　そうなると世界は容よう赦しやない。

　他に客のいないＢＡＲの入り口から、無数の煙幕手しゆ榴りゆう弾だんが投げ込まれる。ブリッツが自分たちに賞金がかけられたことを知り、警戒しだすのを恐れて……狙ねらっていた賞金目当ての傭兵たちが一いつ斉せいに動き出したのだ。

「街の中で発砲するのはまずいんだよね……でも、自じ衛えい目的なら問題ないかな？」

　ジンノがハンドガンを抜く。ブリッツも姿勢を低くして臨戦態勢をとりつつ口を開く。

「こういう状況だからな。行政府の拘置所の方が安全かもしれないんだが……入ったことのあるヘルハウンド的にはどうなんだ？」

「退屈でしかたねぇよ……あのクソホテルは」

　店内に白煙が満ちる。ブリッツは白煙の中で隣の誰かの手を握った。

「お、おいテメェなにしやがる！」

「みんないるなー？　手をつないで確認したら裏口から出るぞ！」

「なんだか避難訓練みたいですわ。前世の幼年施設でブリッツとこうして手を取り合ったあの頃ころが懐なつかしい……あら、この手はシャドウさんですわね？」

「ボクの右手にシャドウがいるから、シャドウはボクとナスカと手をつないでることになる。つまり両手に花ってやつだね！」

「………………コーホー」

　無反応なシャドウも人間の鎖に繋つながった状態で確認できた。投げこまれた手榴弾の数が多いだけに白煙がなかなか引かない。生け捕りという条件のおかげで煙幕による燻いぶりだしで済んだのは不幸中の幸いだが、表口でも裏口でも敵が待機しているのは目に見えている。

「はぁぁ……ふぅぅ……なんでオレッチだけ……」

　先ほど賞金首のリストを見てから、一人極端に落胆しているウリュー。ハナやコットンもそこそこの額がかけられているのに、なぜかウリューの額だけ「鉛筆（ＨＢ）二本」だった。いまどき粗そ品しなや参加賞でも、もっとマシなものがもらえるだろう。

「はいはい、それじゃあ行こうねウリュー」

　ジンノがウリューの手をとった。全員数じゆ珠ず繋つなぎになったまではよかったが、白煙で前も後ろもわからない。

「たぶんこっちだったよな。みんなついてきてくれ」

　ブリッツが呟つぶやくと、濃のう霧むのような白煙の中に光の筋すじが走った。

「テメェ……そいつは」

　その光にヘルハウンドは息を呑のむ。

「一応本来の使い方はこれであってるよな？」

「なるほど。そいつがテメェの奥の手か」

　ブリッツが先頭になって裏口まで全員を誘導すると、路地から銃声が響き渡った。それはブリッツたちへの威い嚇かくではない。次々と裏口側で待ち伏せていた賞しよう金きん稼かせぎたちが倒れていく。

　ブリッツが閃せん光こう手榴弾を構えて、裏通りに面した店の扉を開けると……女の声が響いてブリッツの投とう擲てきを止やめさせた。

「敵は排除したわ。急いでちょうだい」

「人形遣いか！　ナイスタイミングだ！」

　裏路地には人形遣いのＢボＯツＴト部隊が展開していた。銃声を聞きつけて表口で張っていた賞金稼ぎの一団が裏路地に向かってきている。

　白煙の中から飛び出したブリッツたちの前に立っていたのは……人形遣いではなく東とう京きよう銘めい菓かの新人の少女だった。その後ろには巨大なキャンピングカーが停車している。

「ん？　なんだ？　その……人形遣いはどこだ？」

「私が本体よ」

「じゃあ最初に会ったときのアレは……」

　ラビットベリーが指差す先で、スタンガンに小型サブマシンガンを装備した人形遣いが、回りこんできた賞金稼ぎの部隊に応戦している。

「あれも人形だったってことなのね」

　ハナが吐と息いきまじりに呟いた瞬間、その人形遣いＢＯＴの頭部が撃ち抜かれた。戦線の崩壊は時間の問題だ。

「ともかく、詳しいことは落ち着いてからだな」

　ブリッツがキャンピングカーに乗り込む。まだラビットベリーに不信感を抱いている者もいるのだが、今は逃げるのが先決だった。




　キャンピングカーはＢＯＴを残して走り出し、傭兵街を南下していく。海が見える道が延えん々えん続いた。運転は自動制御だ。あまりに長い海沿いの道に、ブリッツが呟く。

「どこに向かってるんだ、この車は？」

「どこにも向かってないわ。走っているように見えるだけで止まっている。貴方あなた……オフラインのＲＰＧは好きかしら？」

　ラビットベリーの問いにブリッツはうなずく。

「イベントは会話を進めることで進行するわ。けどプレイヤーがその会話を進めなければ、イベントはその場で停滞する。船に乗っているイベントなら、会話を進めなければずっと船は港に着かずに、主人公たちを乗せた船は海上を漂い続ける……今の私たちはそんな状態ね」

「わけがわからんな……あ、えーとラビットベリーって呼んだほうがいいのか？」

　少女は首を左右させた。

「じゃあ今まで通り、人形遣いだな。ってことは……Ｅ．Ｃの基地に潜入したときに囮おとり班として参加してたのか？」

「昔から言うでしょう。敵を欺あざむくには味方からって……あと、ごめんなさいね。作戦の成り行き上とはいえ、貴方たちを残して一人で脱出して」

　誰かに折れたり謝あやまることなどないような雰ふん囲い気きの人形遣いだが、捕ほ虜りよになったハナとコットン、ナスカには申し訳ないと思っているようで、軽めだが謝罪をはさむ。

「それはかまいませんわ……けれど、仲間にまで正体を隠していた理由は気になりますわね」

　ナスカの問いに人形遣いは物的証拠で応こたえた。メモリーカードと薬品のサンプルだ。

「もし、何かのハプニングで失敗したときには、私一人ででも敵の薬品サンプルとデータを回収するつもりだったわ」

「仲間全員を囮に使うなんて、ちょっち悪質なんじゃない？」

　ウリューのツッコミに人形遣いは「結果から言えばそうなってしまったわね。謝罪するわ」と素直に折れた。

「まあいいだろ細かいことは。みんな無事なんだし」

「あんたはもう少し細かいことにこだわりなさいッ!!」

　ブリッツの適当さは今に始まったことではないのだが……今度本気でハリセンを用意しておこうかとハナは思う。

「ねぇねぇすごいよみんな！　このキャンピングカー！　コットンちゃんここに住みたい！　というか住みます！　ブリッツもコーラ代浮きまくりだよ？」

「アイスもコーラもケーキもオードブルやメインディッシュのターキーまで冷蔵庫にたっぷりで、いつでもパーティーできるって感じ。しかもドアを開閉すると中身が補充されてるんだ。どんな仕組みなんだろ？　魔法みたいだね！」

　コットンとストレイ・シープが抱えるように瓶びんのコーラを人数分リビングスペースに運んできた。

　早速ブリッツが栓せん抜ぬきをキッチンから取ってくる。

「やっぱ缶より瓶の方がうまいよな」













「……つうかテメェらいつもこんなんなのか？　食事なんてしてどうすんだよ？　金の無駄だろうが」

「楽しいだろ？　みんなでわいわい騒ぐのって」

　現状は楽しんでもいられない状況なのだが、ブリッツたち週しゆう末まつの旅団は妙に落ち着いている。ストレイ・シープもブリッツたちのペースにうまく乗っかって、次々と料理を冷蔵庫から運んで並べだした。ターキーもオーブンの中だ。

「これじゃあ戦勝祝賀会じゃない」

　呆あきれ気味のハナがコーラを瓶のまま一気にあおる。そして……湿っぽい口調で続けた。

「……けど、ずっとこのままがいいのかもしれないわね」

「どうしたんだしんみりして？　ハナらしくないな」

「ねぇブリッツ……それにみんなも聞いて。このままじゃダメかな……私たち。もう戦って勝つとか、そういうのはなしにして……この車があればずっと集まって騒いで、誰も傷つかずに一緒にいられるんでしょ？」

　ハナの問いかけに人形遣いは渋しぶ々しぶと返す。

「可能よ。ここは私が用意した世界だから、公式サーバーとは分断されてるわ。Ｅ．Ｃやパラダイムシフトとも無関係ね」

　傭兵街に自分たちの居場所がないことは、この場の全員が先ほどの戦闘で身にしみてわかったことだ。

「なあ、もしＥ．Ｃが世界を手に入れたら、世界はどうなると思う？」

　ブリッツの疑問にウリューが腕組みしながら考える。

「うーん、オレッチもパラダイムシフトっていうイベントは初めてだけど、きっとゲームそのものが変化する……ってな印象だねぇ。今はカジュアル×ミリタリーってコンセプトだけど、今度は超能力×ＳＦバトルな展開かなぁ。根本的にやることは変わらないっちゃ変わらない。今も基本は弱肉強食なんだけど、遊びの部分っていうか……いい意味での余よ剰じよう部分はなくなっちゃうかもしれないねぇ。傭兵街みたいな街ってものが機能しなくなって、より戦闘中心のゲームバランスにシフトする？　みたいな」

「えーッ!?　コットンちゃん可か愛わいい服とかアクセがあるからＡエーＳエス好きなのにぃ!!」

　コットンが温めなおしたターキーをオーブンから運びながら不満の声を上げる。

「僕は別にかまわないよ。どんな世界だろうと、敵を倒して強くなるだけだから。あ！　もっと強い敵と戦えるなら、パラダイムシフトはありかもしれないね」

「…………死ね。オレより強い奴やつはみんな死ね」

　余裕のジンノにヘルハウンドが毒を吐く……が、ジンノはニコニコと笑顔のままだ。

「もしこの世界が終末の闇やみに飲み込まれようとも、来世でわたくしたちはまた一つになれますわ♪　けれどブリッツが願うなら、わたくしはこの肉体に宿る血の最後の一滴までもブリッツに捧ささげます」

　ナスカはブリッツの意思に従うだけ……と、思考が終始一貫している。

「………………主あるじの仰おおせのままに」

　ジンノの意見が自分の意見……シャドウの考え方もシンプルだ。

　ブリッツが再び口を開いた。

「俺おれは傭兵稼か業ぎようが好きだ。俺みたいな戦い方も許きよ容ようしてくれるこの世界が好きだ。こうしてハナやコットンや、ジンノやシャドウやウリューやナスカや、シープにヘルハウンド……そして、人形遣いとも出会えたのは、この世界があったからだ」

　ブリッツの真剣なまなざしに人形遣いは水をさす。

「あら？　新世界への興味はないのかしら。ＳＦよりの世界になればそのうち宇宙にもいけるかもしれないわよ。超能力者となった人類が新天地を求めて宇宙に進出。そして異星人文明と遭そう遇ぐうし……戦争状態になる」

　人形遣いの語り口がうまいせいか、ブリッツは一瞬目をキラキラとさせた。

「それはおもしろそうだな。そういう世界はウェルカムだ。だけど、この世界の外側の部分……ＳＦでもミリタリーでも、超能力でもカジュアルでも……どんな風に世界が変わるにしても、俺は出会いを大切にしたい。ガルダの作る世界ってのは、街の中でまで殺し合いなんだろ？　おちおちコーラも飲めないのはごめんだ」

「なら、やっぱりずっとこうしてればいいんじゃ……」

「そうしたら今の俺らのままでいられて、居い心地ごこちもよくて楽しいけど……世界が閉じちまったら仲間も増えないだろ？　最初は敵だったシープやハウンドもすっかり仲間だもんな！」

「そうだねブリッツ！　ボクもチームには所属してないけど、ブリッツたちといっしょにいるのは楽しいし、刺激的だよ！」

「おいおい何勝手に仲間とかぬかしてやがるんだテメェ！」

「恥ずかしがるなって」

「恥ずかしがってるんじゃねぇよキレてんだよクソバカッ！　死ねッ!!」

「本当にヘルハウンドはツンデレだな」

　楽しそうにブリッツは笑ってみせる。シープもうんうんとうなずき……ヘルハウンド一人が不機嫌そうだ。

「だからハナ。俺はガルダを止めたいと思う。手はあるんだよな人形遣い？　どうにかするための戦力が必要だから、俺たちを助けてくれたんだろ？」

「貴方のその言葉……待っていたわ」

　ずっと同じ道を走っていたキャンピングカーだが、その窓の外の風景が少しずつ変わりだした。世界と再び繋つながり、キャンピングカーは次の戦地へとブリッツたちを運ぶ。

「説明を始めるわね。まず私たちがおかれている現状について。世界を敵に回している……なんて言い方をするのはオーバーかもしれないけれど、援軍が来るという希望的観測は捨てるべきよ。ここにいる全員で事に当たるしかないの」

「そんな誰でもわかってる前置きなんざいらねぇよ。結論を言え」

　ヘルハウンドの言葉に人形遣いは「そうね」と返す。

「この戦いも混乱もガルダを倒せば終局する……Ｅ．Ｃ基地から持ち帰ったデータを解かい析せきしたところ、総そう帥すいという人物はガルダが作り出した架空の存在ということが判明したわ。そして……能力者には誰でもなれるわけではないらしいの。Ａ薬を投薬しても効果のある人間と、ない人間がいる。発現率はランダムなようね。ただ、その力を復ふく讐しゆうに使う者が多いのは……ガルダがそういった人間に優先的に薬を使ったからでしょうね」

　その最たる例がサイレントキャンパーだ。

「そして、ガルダが一日に増やせる能力者は数が限られているの。そうでなければパラダイムシフトはもうとっくに起こっているわ」

　コットンの顔が青ざめる。もしそんな世界になったら……ガルダに収入の半分を自動引き落としされる恐怖政治が始まるのだ。

「や、やっぱりコットンちゃんが街で襲われたのって、その薬の実験だったの？」

「誰が能力に目覚めるかはランダムだから、そういうことだったんだろうねぇ。もしかしたら最悪の場合、投薬されて洗脳されてオレッチとは敵同士に。ああ！　愛し合う二人をなぜ運命は引き裂くのかッ!?　って、なってたところだよぉ」

「ジョークだよね？　特に愛し合うって部分がセンスないなぁ。ウリューくん……つまんない」

「えええーッ!?　オレッチは本気なのにッ!!　本気で心配したのにッ!!」

　バックアップチームの二人の漫才をよそに、人形遣いは淡々とした口調で続けた。

「今ならまだ、ガルダさえ倒せば能力者の蔓まん延えんを防ぐことができるわ。それともう一つ……能力者が能力を維持するためのＢ薬も、ガルダにしか生み出せないの。能力者たちはガルダがいなければ力を維持できない。これはガルダの配下に彼を超える能力者が現れたときのための予防策ね」

「あのロートルさえ倒せば他の能力者は、そのうち勝手に力を使い切って充電切れの電池になるってわけか」

　まだ人形遣いに対して、どこか警戒心を抱いだいたままのヘルハウンドがまとめる。

「問題はどうやってガルダを倒すかだな。今から行く先にいるんだろ？」

　ブリッツは足の包帯を外しながら笑う。もう傷はすっかり完治していた。

「ええ。そしておそらく次がラストチャンスね。Ｅ．Ｃは現在、各地の野戦場で優秀な能力者のデモンストレーションを続けているわ。能力者の戦闘力を見せ付けられてＥ．Ｃへの参加者も着実に増えている」

「その分、本丸が手薄ってわけか」

　キャンピングカーがたどり着いたのは傭兵街から少し離れた、港と倉庫が並ぶコンビナートだった。タンカーが停泊している中に、場違いな白い客船が混ざっている。

「あの船にガルダがいるんだな？」

「見た目は客船だけど、中身は能力者の能力維持薬……Ｂ薬の保管庫よ。一いつ隻せき丸々ガルダの私物ね。分配するために薬を定期的に港の倉庫に納めているわ。それらを叩くためにまたチーム分けをするけどかまわないかしら？」

　人形遣いが全員の顔に視線を一巡させる。

　先ほどからナスカがずっと窓の外に視線を向けて所在なさげだ。

「ちょ、ちょっとナスカ？　メンバー分けだから戻ってきなさいよ!!」

「……あら、もうお話はよろしいのですね」

　長話になると、ナスカは時々魂たましいが抜けたようにほうけることがある。ハナやコットンに言われるまでそのままのこともしばしばだ。

「わたくしはブリッツの信じる道をともに歩みますわ。それが前世からの誓いですし」

　微笑をたたえるナスカ。人形遣いのチーム分けに異論はないようだ。

「一番情報を持ってるのはテメェだ。だが、編成におかしな点があればオレは抜けさせてもらう」

　ヘルハウンドがタバコを取り出すとふかし始めた。それにブリッツが喰いつく。

「なんだハウンドも無駄遣いするんだな？　たばこなんて無駄だろ？」

「うるせぇクソ野郎。テメェのコーラよりはよっぽどマシだろ」

「ボクたばこ嫌いなんだけど。たばこ臭いと女の子にモテないよ？」

「…………心配される筋合いはねぇ。オレのことなんざどうでもいいだろ」

「よくないよ？　だって仲間なんだし！」

　ハウンドが毒づいてもシープは人ひと懐なつっこく擦すり寄よってくる。

　その間に人形遣いの口からチーム編成が発表された。
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　輸送コンテナの中に空からのコンテナが一つ紛まぎれていた。事前に人にん形ぎよう遣つかいがコンテナ名簿を書き換えて、侵入用に用意したものだ。

　チームは三つに分かれる。まず、バックアップチームであるウリューとコットンはキャンピングカーで待機だ。いつでもブリッツたちの脱出に合わせて船などで迎えにいける準備をする……それが二人の使命だ。今回は指し揮き車しやもないため間接的にも戦闘には参加できなかった。

　さらにバックアップチームの護衛にヘルハウンドが残る。チーム編成時には人形遣いから爆破チームの指揮を頼まれたのだが、ヘルハウンドはそれを蹴けった。チームの陣頭指揮ならブリッツが執とればいいのだし……人形遣いの用意の周到さが鼻についたという理由でだ。

　爆破班はブリッツ、ハナ、シャドウ、ナスカにストレイ・シープを加えた五人になる。途中で二手に分かれて行動し、客船内の四箇所に爆薬を仕掛けるのが役目だ。この船を沈めるのもミッションの大きな目的の一つと言える。

　そして、敵の頭を叩たたくという大役……討とう伐ばつ班は旅りよ団だん最強のジンノと人形遣い……さらに人形遣いの操るＢボＯツＴト部隊が担うことになった。

　船ごと維持薬の保管庫をつぶして能力者の力の維持を不可能にし、同時にガルダを倒す。うまくすればＥイー．Ｃシーの優勢は一気にひっくり返るだろう。

「念のために最終確認だが、そっちは二人で大丈夫なのか？」

「問題ないと思うよブリッツ。どうもガルダは僕にこだわっているみたいだし、感情的になってくれる相手なら付け入る隙すきも多いからね」

　暗いコンテナの中でジンノは相変わらず自信に満ちた表情を崩さない。ブリッツたちが忍び込んでいるコンテナは、港湾整備員のＢＯＴによってフォークリフトで客船内に運び込まれた。

「ジンノがガルダと戦うまで、その他の障害については私と手札カーズで時間を稼かせぐから問題ないわ」

「よし。じゃあ……始めるか！　ジンノと人形遣いは時間厳守で頼むぜ？」

　コンテナが収容され、貨物室から整備員がいなくなったところで内側からコンテナの扉が開かれる。

　ブリッツたちが携行する小型の高性能プラスチック爆弾は、人形遣いが用意したものだ。それぞれが無線で連動していて、四つ目が設置されるとカウントダウンが始まるという仕掛けがしてあった。

「大丈夫だよ。今度はブリッツをかばいながらじゃないからね。そっちの作業より早く終わるんじゃないかな？」

　ここまで断言されてはブリッツも形かた無なしだ。だが、ジンノの言葉が心強いことこの上ない。

　四つ目の爆弾がセットされると同時に、どんな状況であっても全員が撤てつ退たいを開始する。ガルダ撃破が不可能だった場合でも……だ。

　まずブリッツたちが先行して貨物室を出る。爆破班の主戦場は船の動力部やＢ薬の保管庫が集まった船内下部エリアだ。

　駆けていくブリッツの背中を見送りながら、ジンノがぽつりと人形遣いにこぼした。

「倒すってぼかして言ってたけど……ガルダを殺さないとこの戦いは終わらないんでしょ？」

「ええ。説明する手間が省はぶけて助かるわ」

「討伐班にブリッツを同行させない理由を考えたら、そういう結論に達したんだ」

　貨物室を出るとジンノは甲かん板ぱん方面に向かう昇り階段へと向かう。人形遣いもコンテナの中から自分がコントロールする五体のＢＯＴを呼び出し、少し遅れてそのあとを追うのだった。




　シャドウが先行し、動どう力りよく炉ろのメインタービン前にやってくる。先ほどまで停泊していた客船は、ブリッツたちが行動を開始してまもなく港を出た。現在、動力炉はフル回転で運転中だ。

（――敵影なし）

　巨大なクランクが絶えず動き、その運動エネルギーがスクリューを回している。大型客船のまさに心臓と言える場所だ。

　シャドウの視認の結果、敵の姿は見当たらなかった。だが死角は多い。どこから伏ふく兵へいが飛び出してきてもおかしくないうえに、攻撃を回避するには狭かった。先に相手を見つけて不意打ちを仕掛けた方が勝つ。そんな場面だ。

　シャドウが無線でシープを呼ぶ。後方のケアをしながら早足でストレイ・シープも動力炉前まで上がってきた。ここまで敵の反応はない。

「ねぇシャドウ？　ちょっとおかしいよね。ここまで好きにやらせてもらえるなんて」

　シープの疑問にシャドウは小さくうなずいて同意した。

「そもそも、この時間帯にガルダが客船に乗っていることを知っていて、侵入用のコンテナも用意済みなんて……あの、もうちょっとボクとお話してる感じだしてくれるかな？」

　後半小声になりながら、シープがアイコンタクトで動力炉のクランク部分に視線を一度だけ向ける。

「……あ、ああ」

　絶え間なく動くクランクのあたりに、シャドウはシープが言わんとしている違和感を感じることができた。動力炉のけたたましい音が……そこからだけは聞こえない。

「ちょっと怪しい気もするけど、ほんともう楽勝だよね。むちゃくちゃ油断しまくりみたいな？　これから動力炉に爆弾しかけて、早くブリッツたちと合流しようね？」

「……そうだな」

「じゃあいっせーのせで、プラスチック爆弾をいっしょに取り出そうね？　いっせーの……」

　動力炉前で同時にシープとシャドウがしゃがみこみ、荷物をまさぐるような動作をしてみせた。クランクの裏手から人影が飛び出す。伏兵の銃口はしゃがみこんだ二人に向けられていた。

「せッ!!」

　シープの掛け声と同時に、二人は爆弾を放置して左右に飛ぶ。どちらに照準を合わせるか迷った時点で、伏兵――サイレントキャンパーの運命は決まっていた。

　シープのサブマシンガンが火を噴ふく。的確に頭部を狙ねらい打つバーストショットだ。

　声もなくサイレントキャンパーは倒れ伏した。

「これでまた僕の勝ち越しだね？　それじゃあ爆弾設置しちゃおっか？」

　シャドウが主機関に、シープが動力伝達用のクランク部分にそれぞれプラスチック爆弾を設置した。まず第一段階は終了だ。




　ブリッツとハナ、ナスカの三人は貨物室の一部と客室部分を改修して作られたＢ薬の保管庫に向かっていた。この船を大おお雑ざつ把ぱにエリア分けすると、船の一番底部に動力炉エリアとブリッツたちのスタート地点である第二貨物室エリア。その上に、現在ブリッツたちが待機しているＢ薬の保管庫エリア。そして、さらに上にガルダが待つであろう船長室や、客室。船の運航をコントロールするブリッジがある上部エリアという区分けができる。

　保管庫エリアを守るのは、黒服なのだが……ホーリービショップだった。メンバーはフルの五人で、第一貨物庫エリアの奥にある、保管庫エリアに続く階段前を固めている。

　ホーリービショップのメンバーが愚ぐ痴ちをこぼし始めた。

「Ｅ．Ｃに参加したのに、能力はもらえないし……なんか我々損してませんミトラさん？　その上、野戦にも出られずにこんな場所の警備って」

「そうですね。ですが投薬の際に効果がでない可能性もあると言われていましたし。しばらくすればパラダイムシフトが起こって、副作用のない新型の能力覚かく醒せい薬が完成するそうですから、しばらく我慢しましょう」

　一度ガルダに殺されたものの、復帰したミトラの表情は穏やかなものだった。

「でもミトラさん。それなんスけど、もし薬が完成して……それが世界中にばらまかれたらどうなるんでス？　Ｅ．Ｃに参加したのは他のチームより強くなるためなのに、薬が普及してみんな能力者になったら、意味ないんじゃないスかね？」

　リーダーをメンバー二人が質問攻めにしている。

　今回、ホーリービショップがＥ．Ｃに参加したのは能力を得て、中級レベルのチームから脱却しさらにのし上がるという目標があった。ガルダは約束どおり、ホーリービショップのメンバーのうち、三人にＡ薬を投与したのだが、効果なし……。

　さらにパラダイムシフトが発生して、誰だれもが能力を得られる世界になれば他のチームに対するアドバンテージも何もあったものではない。

「いえ、きっと私たちは新世界を成立させた功労者として、行政府に代わり世界を管理する組織の幹部となれるはずです……まぁ、まだそういった詰めの話はガルダさんともしていませんが」

　地位が確約されているのならいざ知らず、現在の宙ぶらりんな状況にホーリービショップのメンバーは不安と不満を募らせていた。楽観的なのはミトラだけだ。

　自然と雑談になってしまい、警備もおざなり……そんなホーリービショップの足元に……閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんが投げ込まれる。

　光が爆はぜた。そして、ここしばらく発揮されていなかった拳こぶしと蹴けりのラッシュが警備部隊に襲いかかる。その攻撃に気づいて、一人が無作為に銃を振り回す。下手に発砲すれば同士討ちになりかねないため、これが精一杯だった……だが、抵抗むなしくホーリービショップは全員打撃通り魔の餌え食じきとなる。

「ふぅ……片付いたな」

「久しぶりに見ましたわ。ブリッツの生き生きとした顔♪」

「せっかく私たちだっているんだから、もうちょっと援護なりなんなりで活用しなさいよ!!」

「いやぁ……すっきりした！　なんか最近ぶっ飛ばしてなかったからな！　次はちゃんと援護してもらうから、そんなに怖い顔すんなって」

　ブリッツが左腕をだらんと下げたまま笑っている。

「あんた……腕どうしたの？」

「一人、いい根性のやつがいて銃を振り回しやがってな。ガードしたら肩もろとも左腕をもっていかれちまった」

「しょうがないわね。でも、そんな時のための治療スキルよ！」

　ブリッツの上着を脱がせて、ハナはテーピングするように包帯を巻く。その顔が赤い。前回は足の負傷だったので普通に作業していたのだが、今回はブリッツを半はん裸らにひん剝むかないと治療できなかった。

「あら目をつぶっていては、しっかり治療できませんわよ？」

「どうしたんだハナ？　顔が赤いんだが……ああ、そんなに顔が赤くなるほど怒ってるのか？　俺一人で戦ったのを」

「そんなんじゃないわよッ!!　はい終わりッ!!」

　包帯をなんとか巻き終えて、バシッとブリッツの背中を叩くハナ。一瞬その衝撃に、少年兵はよろけそうになった。

「うおッ！　気合入れてくれんのはありがたいけど、ダメージ部位に張り手は勘弁してくれっての！」

「ブリッツへの愛情表現にしては過激ですわね」

「あ、あ、あい、愛情ですって!?」

「違いまして？」

　微笑ほほえましそうにハナとブリッツのやり取りを見つめるナスカに、ハナは困惑しっぱなしだ。

「そんなわけないでしょ！　ブリッツとはただの戦友よ！」

「あら、そうですの？」

　ハナがこうやって突っぱねることを、まるでナスカは予測していたようだった。

「そうだよな。戦友……なんつうか、いい響きだ」

　ブリッツはブリッツで、ハナがうっかり口にした戦友という言葉にちょっとだけ陶とう酔すい気味だ。

（――しまった……今のはナスカの作戦だったのね！　もう、なんで私ってこんなにあっさり引っかかるバカなのよッ!!　だけど、こんな状態でブリッツのこと……好きっていっても伝わらないし）

　すっかり自己嫌悪に陥おちいるハナに、ブリッツは笑顔をみせる。

「サンキューな。左腕が早くも回復してきてる。やっぱり治療ができる仲間がいるって心強いぜ」

「あ、ありがたく思いなさいよ！　それより任務を続行しましょ！」

「そうですわね。あら、シャドウさんのチームも敵の一人を倒したようですわ」

　端末を手にナスカが呟つぶやく。ちょうどその頃ころ、シャドウとシープが伏兵のサイレントキャンパーを倒したところだった。

「よし。俺たちも負けていられんな。爆弾の設置はハナに任せる」

　ブリッツはプラスチック爆弾をハナに手渡す。

「もしかして……これからジンノさんたちを追いかけるの？」

「脱出には船の後部甲板や、側面に備え付けられてる脱出用のボートを使ってくれ。しばらく漂流するかもしれんが、あとで港に残ってるヘルハウンドたちが迎えに来てくれるから大丈夫だ」

「でも、ガルダはジンノさんに任せるって言ったじゃない？」

　ブリッツは腕組みをして、ゆっくり息を吐いた。

「ああ。そうだ。ここに来るまでそのつもりだったんだが……」

「何かを感じたのですね？」

　ブリッツの直感……「匂におい」を感じる鼻が危険を嗅かぎ取とっていた。

「待ってブリッツ！　危険ならやっぱりブリッツも撤退したほうがいいわよ！　だって、この前だってジンノさんの足を引っ張ったんでしょ？　ガルダと戦うのに、ブリッツがいたらジンノさんは実力発揮できないって……だから」

「止めても無駄……ですわよ」

　すでにブリッツはもと来た道を走りだしている。

「バカよ……あいつ。危険があるってわかってて、それにつっこんでいくなんて」

「仲間のためなら、関係ないのですわ。前世の彼もいつもそうでしたもの」

「つっこまないわよ。もう前世とか来世とか転生とか言われてもッ!!」

「では、ゆるりと爆弾の設置をいたしましょう」

　気にせずナスカはＢ薬の保管庫へと向かうのだった。




　客船二階の展望レストランにはテラスがあった。プールも設置されていて、その周囲を囲むようにパラソル付きの丸いテーブルが並ぶ。プールの水は空っぽだ。

　ガルダはテラスで独り……待つ。護衛はなく、金属の手すりにもたれかかるようにしていた。

　侵入者については把は握あく済みだ。

「同志サイレントキャンパー……今はその死を受け入れるがいい。ここですべての決着をつける。先日の戦いでは取り乱してしまった。私は私の中の恐怖心を克服しなければならない。冷静になれ。ホークアイならそう言うはずだ」

　ガルダが自分に言い聞かせ終えると、タイミングよくテラスに姿を現すジンノとその仲間たち。構成はジンノにＢＯＴ兵五体と、先日基地から自力で脱出した東とう京きよう銘めい菓か所属の新米――ラビットベリーだ。すでに彼女はチームから除じよ名めいされている。

「彼女の予想は的中したというわけか」

　ガルダの側近……そのふりをしながら協力を惜しまず、力を与えてくれた世界の管理者――メリー。今日、こうして船の警備を緩ゆるめてガルダが待ったのも、すべて黒いメリーの指示だった。

　ガルダにとって、世界が変化すること――パラダイムシフトは真の目的ではない。だからこの船が沈むことよりも、この瞬間が訪れることを選んだ。

　ジンノとの対決だ。メリーの予測では、この戦いに邪魔は入らない。敵部隊は船を沈めるために行動し、時間とともに脱出する手はずになっている。

　そしてジンノと同行したラビットベリーは、戦闘に参加しないということだ。前回のジンノはブリッツという弱点があったために、本来の力を出し切れていなかった。

「不意打ちではなく姿を見せるか……ジンノ」

「別に正々堂々というつもりはないんだけどね。今日は同行者も多いし」

　ジンノの裏から黒い影のようなＢＯＴ兵が姿を現す。それをコントロールする少女も含めれば、数の上ではガルダ一人対六人だ。

　摑つかんだ金属製の手すりを溶かし、さらに船体の一部をガルダは身にまとう。その間もジンノは撃ってこなかった。

「なぜ待つ？」

「だって、その姿になってからじゃないと倒しても意味がないでしょ？　弱い敵には正直、興味がないからね」

　一いつ斉せいに人形遣いの手札たちが銃を構えた。

「邪魔になるから手出しはしないでほしいな」

「無論そのつもりよ……」

　人形遣いはサブマシンガンの銃口をジンノの背に突きつける。

「どういうことだい？　Ｅ．Ｃ打倒のためにＡエー．Ｅイー．Ｓエス．Ｔテイーを設立した人形遣いが、この土ど壇たん場ばでＥ．Ｃにつくなんて」

　一対六の人数差が突然ひっくり返った。だが、ジンノはしごく落ち着いている。

「裏切るのは別にかまわないけど、行動には理由がある。どうしてだい？　それを聞いておかないと、君たちを排除したあとでブリッツに説明ができなくなるんだけど」

「…………私はそこまで冷れい徹てつにはなれないわ。戦士としてはさすがというべきね。けれど……その冷徹さがＥ．Ｃを生んだのよジンノ」

　突然の仲間割れ劇もガルダは淡々と見つめていた。すべて黒いメリーの筋すじ書がき通りなのだろう。自分は引かれたレールに乗り、ジンノと戦えればそれでよい。

　だが、もし自分とジンノの戦いに第三者が介かい入にゆうするようなら、容よう赦しやはしない……とガルダは少女を視線で牽けん制せいする。

「僕がＥ．Ｃを生んだ？　何を言ってるのかな」

「ジンノ……貴方がガルダに倒されることで、この混乱は収束するわ。安心なさいガルダ。私は手を出さない」

「Ｅ．Ｃに加担したいというならば好きにすればよい。何者か？　などと問うつもりもない。ただ、私とジンノの戦いに余計な手出しをすれば容赦はせん」

　ガルダの声が船上に響き渡る。人形遣いは一斉に手札たちの銃を降ろさせた。人形遣い自身も銃口をジンノから外す。

「可能ならあとでゆっくりと事情は聞かせてもらうよ。じゃあ、始めようか？　時間もないことだし」

　人形遣いが一歩下がる。と、同時にジンノが動いた。フルオート射撃で手札たちにヘッドショットを連発する。

「そうだなぁ……ショットガン借りるね」

　自前のサブマシンガンを床に投げ捨てて、倒した手札の一人が落としたショットガンをジンノは拾い上げた。セミオートで連射可能な空間制圧力の高い装備だ。

　だが、全身に金属装そう甲こうをまとったガルダには有効とは言いがたい。散弾の軌道はランダム性が高いため、狙ったところに着弾しない。その上、散弾一発一発の威力が弱いために金属装甲に弾はじかれるのは目に見えている。運良く装甲と装甲の隙すき間まに当たれば儲もうけもの……といったところだ。

「どうしたの？　攻撃してこないのかい？」

　冷淡な声だった。ブリッツたちと一緒にいるときには見せない、どこか乾いた表情のジンノ。仲間を安心させるために常時装着している笑顔という名の仮面だが、今はそれをつけている必要はないのだ。

「ようやく……貴様と戦えるのだ。すぐに終わってはつまらないからな」

　すぅ……っと息を吸い込みゆっくり呼吸を整えると、ガルダは身構えることなくジンノに近づいていった。

「あれ？　この前とは違うね」

　ガルダの放つ散弾の軌道と間合いを摑んでいるため、自然とジンノはガルダの利きき腕うでの稼動範囲から外れた斜め前方に位置取り、じわじわと後退しながらテラスからレストランフロアへと移動する。天井を支える柱から始まり、テーブルセットにバーカウンター、ソファーに観葉植物など、テラスと比べると死角は多い。テーブルには磨き上げられたグラスと、シルバーのナイフやフォークが並んでいた。ガルダは手近にあったナイフを一本とると、一度自分の金属装甲に取り込み……弾丸状に変化させて射出する。ジンノが飛びのき、支柱の裏に回った。回避されることは想定済みなのか、別段気にする様子もなく、ガルダは次のナイフを手にすると再び弾丸化させて放つ。支柱の端が砕くだけて大きくうがたれた。散弾ではなくライフル弾の破壊力だ。

　そのデモンストレーションの間に、ジンノは煙幕手榴弾を柱の裏からガルダの足元に向けて投げ込む。ここで通常の傭兵なら煙から下がるか、前に出るか選択肢は二つ……煙から下がって距離をとり警戒するのが妥当なところだ。煙の先で相手がてぐすね引いて待っている可能性は高い。

「時間稼ぎか。この期ごに及んで……」

　金属装甲を一度まとめて、扇おうぎ状じようにして煙を吹き飛ばすこともできるのだが、ジンノ相手にはリスキーだった。

　何か策を講じようとジンノは距離をとりたがっている。そう、ガルダは判断し前に出ようとする。

「ガルダッ！　五時方向弾幕ッ！」

　少女の声にガルダはとっさに五時方向……自分の右斜め後ろめがけて散弾を放った。ガルダの視線は前を向いたままだ。ただ、少女の声にガルダの体は反応していた。

　周囲の煙がゆっくり引くと、そこにはジンノの姿があった。ガルダの放った散弾が掠かすめて上着の肩口が裂けている。だが、ジンノ本人は紙一重で避よけたようで、ショットガンの銃口を向けたままガルダに突撃してきた。

「回避三時ッ！　散弾で応戦ッ!!」

「……そして距離をとりライフル弾。ショットガンの間合いには入れさせんッ!!」

　ガルダは何も考えていない。ただ、目の前にもっとも倒したい相手がいて、自分を導みちびく声が天から降ってくる。この状況をガルダは……楽しんでいた。ジンノは間合いを詰めきれない。その一方、ガルダは散弾とナイフやフォークから生み出すライフル弾を使い分け、ジンノを寄せ付けず戦いの主導権を握りつつある。

「十時方向上空に両手で散弾ッ！　狙わず散らしなさいッ！」

「同時に距離をとりカウンターバー裏に回避ッ!!」

　柱の裏からジンノが投げた手榴弾を、ガルダは空中に散弾をばら撒まいてジンノの予定到達地点よりはるか手前で爆発させた。この爆発にジンノの体が軽く吹き飛ばされる。一方ガルダはカウンターバーにもぐりこむように身をかがめ、爆発の衝撃を完全に回避した。

　吹き飛ばされながらジンノはショットガンを投げ捨てると拳けん銃じゆうを抜き、構える。

「立つなガルダッ！」

　ガルダがしゃがみこんだあたりにジンノは銃弾を叩き込む。すぐに立って攻撃をしかけてくると読んだジンノの牽制だ。全身を包む金属装甲によってライフル弾ですらまともにダメージを与えられないガルダだが、頭部への直撃は有効だった。

　一瞬、立ち上がりかけたガルダがその場に伏せてじっと息を潜ひそめる。ジンノの銃弾はその頭の上を通過していった。合計九回の銃声が鳴り響いたのだが、壁にできた弾だん痕こんは三つだけだ。

　ジンノはピンホールショットを三回行った。ショットガンではやや遠い中近距離は拳銃にはうってつけの間合いだ。空中に一瞬浮いた状態から着地までの間、ジンノは拳銃を連射して九発の弾丸を三つの弾痕に集めたのだ。その三つの弾痕もほとんど一箇所といって遜そん色しよくがないくらいに近い。

「ふぅ……やっぱり姿勢制御とエイミングを同時にやるとブレやすいね」

　着地と同時にジンノは駆け抜ける。先ほど戦闘開始と同時に倒した手札の狙そ撃げき銃じゅうをジンノは拾い上げた。室内のような限定空間では狙撃銃は取り回しもしづらく、さらにスコープを覗のぞき込んでいる間に敵に距離を詰められ、死角から撃たれることもざらにある。

　拳銃の方がよっぽど戦える……特にセミオートですらないボルトアクションタイプの狙撃銃は、一発外はずせば命取りだ。

　にもかかわらずジンノは狙撃銃を構える。急に人形遣いはおとなしくなった。バーカウンターの後ろに隠れているガルダが、カウンターのどこから姿を現そうと、狙撃できる技術がジンノにはある。

　だが、ガルダは一向に出てこない。カウンターの裏手の壁は金属製だった。もちろん、ジンノがその壁の材質をチェックできたタイミングもない。

　ガルダは壁に穴を開けると、その穴を抜けて外のテラス側に移動していた。手には食事用のナイフを一本携たずさえている。テラス側から回り込み、足音を殺してレストランフロアに移動すると、ジンノがじっとバーカウンターに集中してボルトアクションライフルを構える姿の側面に出た。

　右手に持ったナイフをライフル弾に変化させ、構える。

　ガルダが構えた瞬間……腕の関節をぎりぎりまで覆った金属装甲同士が軽くこすれあって、チンッと音を立てた。

　ジンノが振り返りながらトリガーを引き、それに一瞬遅れてガルダがライフル弾を発射する。

　ほんのコンマ数秒の反応差に競せり勝かったのは……ジンノだった。ガルダの右肩の金属装甲板がボルトアクションの一撃で剝はく離りし、衝撃でガルダの放ったライフル弾は見当違いの方向に発射された。その流れ弾は偶然にもレストランフロアのシャンデリアの付け根にヒットする。ボルトアクションの狙撃銃を投げ捨てたジンノが、倒した手札のショットガンかサブマシンガンあたりを取りに走ろうとした瞬間、シャンデリアが落下して道をふさいだ。

　衝撃から立ち直り、腕のダメージを確認しながらテラスの手すりに触れて装甲と散弾の材料をガルダは再さい充じゆう嗔てんする。吹き飛ばされた肩の装甲も即復活した。

「やはり一筋縄ではいかんか……ジンノォッ！」

「少しクールになりなさい。まだ戦況は五分よ」

　一瞬、激げつ昂こうしかけたガルダだが、少女の声を聞くととたんに怒ど気きが薄れる。

「そうだったな……ああ、クールにならなければ……ホークアイ」

「ええ。私がついているわ」

「……そうか。そういうことか……」

　戦闘の合間にできた、一瞬の時間の空白。偶然にも落ちたシャンデリアによって、途切れた集中。ジンノがシャンデリアを迂う回かいして、再びショットガンを拾い上げるまでの猶予のうちに、ガルダはようやく少女の正体に気づいた。戦闘中は声を聞くことと、ジンノの動きに対応することだけに集中しきっていたため、声が自分の内側から発生していたのか、外から聞こえていたのかガルダには曖あい昧まいだったのだが……間違いなく、すぐ近くに懐なつかしい相あい棒ぼうが立っていて、一緒に戦ってくれている。

　部下や配下の兵ではなく、戦友とともにある感覚……永ながらく忘れさられていたものが、ガルダの中にこみ上げてくる。

「行こう。戦と友もよ！　我ら霊れい鳥ちようの羽ばたきを見せ付けてやろうではないか!!」

　ジンノはショットガンを拾い上げた。同時にジンノの端末に四つ目の爆弾が仕掛けられたことがアナウンスされる。

「もう少し遊んでいたかったんだけど、仕方ないね」

　再び相あい対たいするジンノとガルダ。ジンノは破れた上着に手をかけると脱ぎ去った。

「なんのつもりだ？」

「君の戦闘能力に敬意を表して……リミッターを解除させてもらうよ。ブリッツにもまだ見せてない……とっておきさ」

　次の瞬間、ジンノの姿が一瞬ブレたように変化した。人形遣いから「一時方向、弾幕展開」の声が響く。ガルダの放った散弾はレストランフロアのガラス窓を割るだけで、ジンノを捉とらえきれていなかった。人形遣いの予測ではそこにいるはずのジンノの姿がない。ジンノの走力はブリッツ級か……それ以上に上がっていた。

　ジンノが駆け抜けたあとにガルダの散弾がばら撒かれた。ガルダの攻撃後の隙すきをつく形でジンノは距離を詰めながら銃口をガルダに向ける。この時点で間合いはショットガンが非常に有効な近距離だ。空間に広がりながら飛来する散弾から、普通の人間は逃のがれられない。

　だがガルダには金属装甲があった。近距離であっても致命傷にはならない。

「逃げなさいガルダッ!!　そこにいてはいけないッ!!」













　人形遣いの悲鳴が上がる。ジンノは近距離からさらに踏み込んで至近距離に……そして最終的には銃口をガルダの右肩と上腕の間の、装甲の隙間にねじ込み、ゼロ距離から散弾を叩き込む。

　いかに強力な能力を持っていようと、かつての戦友との連携が復活しようと、ジンノはガルダの力をあっさりと飛び越えていった。

「これで右腕が壊れたね」

「……まだ左が残っているッ!!」

　左腕に右腕の分の金属片を集めてアームブレードにすると、ガルダはジンノに斬きりかかった。だが急流に舞う木の葉のようにジンノはガルダには予測不能な動きで回避し、その力の差を見せ付ける。

「へぇ……すごいね。近接戦闘にも対応できるのか……けど大振りすぎてそれじゃ僕には当たらないよ」

「貴様は……貴様はぁッ!!」

　ただひたすらにアームブレードを振りかざし、斬り、突き、なぎ払う。そのすべてが空を切る。人形遣いは「撤退」という言葉以外思い浮かばなかった。

　だが、ここでガルダが撤退しても何も解決しない。ガルダがジンノを倒し、願いをかなえることができれば、そのために作られた組織であるＥ．Ｃは役目を終えて不要になる。もともとガルダは世界を支配するといった欲など持っていない。それはかつて連れ添っていた人形遣いが一番よく理解していた。

　だからこうして決着の場を作り、ジンノをガルダに倒させようとしたのだ。

　だが、ジンノは人形遣いの予測をはるかに超える存在だった。もう一つの決着方法は……ジンノがガルダを殺すことだ。たとえガルダが同じ名前で復帰しても、また改めてメリーに力を与えられるとは限らない。普通の傭よう兵へいとして復帰することになる……いや、それ以前におそらくもうそうなった場合、ガルダは傭兵にはならないだろう。

「ダメだよ。打撃はこうやるんだって」

　ガルダの顎あご先さきに、すっとショットガンの銃口が向けられる。それは紛まぎれもなく突きだった。空手の寸止めのようにジンノはわざと攻撃を止めたのだ。

　この動きでガルダは悟る。

　勝てない。どれだけ力を磨いても、世界を味方につけて能力を手に入れても……かつての戦友の協力を得ても……ジンノを倒すことは不可能だ……と。

「おしまいかな？」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつのガルダの顔にジンノは銃口を向ける。ジンノがショットガンを構えたその腕を……人形遣いは駆け寄って抑えこむ。

「逃げろガルダッ！　次がある……次は最初から私が」

「もういい……楽にさせてくれ」

　完全に闘志を失ったガルダを、人形遣いは必死で守ろうとする。

「敵に回ったのだから、僕を攻撃すればいいのに。ああ、もちろん反撃はするけどね」

　ジンノが人形遣いを振り払いガルダに銃口を向ける。ガルダは甲板にひざをついて天を仰いだままだ。

　銃声が鳴り響く。

　倒れたのは……人形遣いだった。振り払われてもなおガルダの前に立ち、ジンノとの間に入ると盾たてになる。

（――なんで？　今の場合、ガルダはすでに戦闘を放ほう棄きしているのだし、盾になってまで守る意味はないのに。理解できないよ）

　銃口をガルダに向けたまま、ジンノは硬直していた。一方……自分をかばって散弾の雨を背中から受け……そのまま倒れこんできた人形遣いをガルダは抱きとめる。

「ホークアイ……間違いない。貴様はホークアイだ。なぜ消えたッ!?　あの時……お前がともにいてくれれば……」

「結果は同じよ……もしもなんて……考えるだけ無意味だから……今は逃げて……生き延びて……ガルダ」

　そのままぐったりとガルダに体重を預け、人形遣いは動かなくなる。人形遣いの死亡はブリッツたちも端末経由で確認した。すぐに無線が入る。

「おいジンノッ!!　何があった!?　お前は無事なのかッ!?」

　声は無線からだけではなく、レストラン側のホールから直接響いていた。ブリッツがようやく最後の戦場にたどり着く。レストランフロアは弾だん痕こんがいくつも残り、窓ガラスも無事なもののほうが少なく、シャンデリアが落ちていた。人形遣いの手札たちが下敷きにされている。激しい戦いの痕あとに、ブリッツは声を上げた。

「ジンノッ!!　どこだッ!!　返事をしろッ!!」

　レストランフロアからブリッツがテラスに抜ける。四つ目の爆弾が仕掛けられ、爆発まで残り時間は三分を切っていた。

　テラスで立ち尽くすジンノと、動かなくなった人形遣い……その体をそっと床に寝かせるガルダ。三者の状況がブリッツには飲み込めない。

「まさか……こんな形で決着しようとは……だが、討うたせてもらう」

　思考に没頭するあまり、ジンノの足は完全に止まっていた。ガルダからみれば、ジンノは世界から切れてしまった状態だ。だが情なさけをかける相手ではない。

「さらばだ……ジンノッ!!」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　アームブレードをガルダが振り上げた瞬間、その側面からブリッツが吠ほえながらつっこんできた。問答無用でガルダの巨体にタックルをかますと……そのまま壁際まで押し切る。テラスの金属製の柵さくはガルダが装甲の材料にしたために消えており、ガルダの体は二階のテラスから一階の甲板に転落する……勢いあまってつっこみすぎたブリッツとともに。

　背中から落下したガルダと、その上から覆いかぶさるように着地したブリッツ。すぐさまブリッツは立ち上がると……なぜか倒れたガルダに手を差し伸べた。

「貴様……なぜここにッ!?」

　手をとらずに自力で立ち上がるガルダ。もとよりブリッツの手などとるつもりはないのだが、ジンノのゼロ距離射撃によって右腕が完全にあがらなくなっていた。

　一方ブリッツも体当たりをしたときに左肩からつっこんでしまい、治りかけていた左腕のダメージが再発する。

「仲間を助けにきたんだ。文句あるか？　それより爆弾を設置したから、逃げないと沈むぞこの船!!」

「それを教えてどうする？」

「お前にボコボコにされた俺が言っても説得力はないんだが……お前、すごい怪け我がしてるよな。あ、でも、落下ダメージは俺が食らわせたんだから半分は俺のせいか？　いやせいっていうか、俺の攻撃が成功したってことだ！　で、お互い死んだらつまらんから逃げようと提案してるんだ」

「なぜだ？　私を殺さなければ貴様たちは世界を敵に回したままになる」

「つうか、なんで殺すことにこだわるんだ？」

「そういう貴様こそ、なぜ殺そうとしないッ!!　殺したくなるほど憎い相手はいないのかッ!?」

　立ち上がるとガルダは左腕の散弾を放つ。ブリッツは横にステップで回避しながら声を張り上げる。

「いないッ!!」

　恐れもなにもなく、まっすぐな視線でブリッツは断言した。あまりの即答ぶりにガルダはあっけにとられて追撃すらままならない。

「私は……私は貴様の仲間を傷つけ、殺した……そしてこれからも傭兵を殺し続けるＥ．Ｃのエースだ。殺す理由は十分ではないか？　貴様はＥ．Ｃ兵に殺され、能力によって蹂じゆう躙りんされた仲間の無念を晴らそうとは思わないのかッ!?」

「負ければ悔くやしいし、死んだらもったいないな。だから死なないように、負けないように強くなるんだ。高い壁なら何度ぶつかって自分が砕けても、いつか乗り越えられると信じて戦う。時々だが……敵ってのは自分の鏡だって俺は思うことがある。超えて強くなりたい……それは敵を倒したいとか殺したいとかじゃなくて、自分を高めたいっつうか……あああッ！　自分で何が言いたいのかわからなくなってきたッ!!」

「鏡……か」

　ガルダはブリッツがどういう人間なのかを垣かい間ま見みた気がした。敵を倒すこと、殺すことを目的とせず、自分を高めるためのもう一人の自分として捉えている。この世界には珍しいタイプだ。

「敵は自分の鏡だから、俺は敵を殺したくないんだ。自分も殺すことになるからな」

「だから私を見逃そうというのか？　甘いッ！　その考え……甘すぎるぞッ!!」

　ブリッツにガルダが立ちふさがる。その甘い考えを納得させるには……自分という壁を越えて見せろといわんばかりに。

「うぉしッ！　んなら勝負だ！　勝ってお前を連れていく！」

　お互いに負傷しているが、度合いはガルダのほうがだいぶひどい。

（――けど、なんて圧力だよ……ふっかけたはいいが、こっちが吹き飛ばされそうだ）

　マイペースが信条のブリッツですら気け圧おされる。

　ガルダの目に光が戻り、その声に力があふれていた。

　ガルダが左腕を振るって散弾をばら撒く。狙いはつけずに弾幕を張った。

「貴様は近づくことすらままならないではないかッ!!」

　閃光手榴弾のフェイントも、煙幕による駆け引きもガルダに通用しないことは、前回の戦いで実証済みだった。

　だが、ブリッツには出し損ねた新兵器が残っている。散弾の雨を避けながらブリッツは腰のベルトのライトを構えた。次の瞬間、ガルダの視界が白く焼かれる。

　銃のように撃った時の反動もなく、連射の必要性もないのだが、ブリッツのヘッドショット……もといヘッド照射は寸すん分ぶんたがわぬ精度で完かん璧ぺきだった。今までのフラッシュボムのように、複数の相手を巻き込むことはできないのだが、ピンポイントで特定の相手だけを狙って視界を奪うことができる強化型フラッシュライト。それがブリッツの新兵器だ。

　視界が白く染まり、思わず前かがみになったガルダにブリッツは真しん空くう跳とび膝ひざ蹴げりを食らわせる。ブリッツの身体能力が生み出した高い跳躍力と、腰を落として前のめりになっていたガルダの体勢。二人のタイミングがぴったりと合わさり、カウンター気味にブリッツの膝がガルダの顎を鋭くかちあげる。

　ガルダはゆっくりと仰あお向むけに倒れ、空を見上げるように甲板に大の字になった。

（――まさか……能力を得た私が銃でもナイフでもなく……格闘で倒されるとはな）

　ブリッツに乗り越えられたのに、不思議とガルダには復讐心が生まれなかった。閃光手榴弾の戦法をさらにブリッツは工夫し、フラッシュライトという形に発展させたのだ。逆に閃光手榴弾にさえ警戒していれば問題ない……と、情報を得た時点で思考を停止させたガルダの油断が、勝敗を分けたともいえる。

　強い相手がいるから、それを超えるために新しい戦法が生み出され、発展……進化していく。ブリッツの戦いには私し怨えんの入り込む隙間はなかった。

（――強くなるためには戦う相手が必要で……相手がいたからこそさらなる高みを人は目指すことができる……か）

　ガルダの体から力が抜けていく。

「どうやら力を使いすぎたようだ……もう行け。私の負けだ」

　ガルダの体を覆っていた金属装甲が一斉に剝はがれ落おちた。能力維持薬の投与が必要だが、無む針しん注ちゆう射しや器きを取り出すどころか指一本まともに動かせない。ブリッツの攻撃のダメージではなく、能力を得たことの代だい償しよう……副作用がガルダを蝕むしばむ。薬が切れた時点で、どれだけ余力があっても行動不能に陥おちいる。そのため能力者は常に維持薬を切らさないよう自分を管理しなければならない。

　だが、ガルダはブリッツとの戦いの間、それを完全に忘れていた。

「薬を使えば復活するんだよな？　持ってるんだろ？」

「ベルトのケースの中だ」

　ブリッツがガルダの所持していたケースから無針注射器を取り出した。注射器と一緒に二種類のアンプルが入っている。

「片方は維持薬。赤い薬品は能力に覚かく醒せいさせる薬品だ。私の血から精製する。それがあれば能力を除去する薬品も合成できるだろう」

「じゃあ維持薬の方を打てばいいんだな？」

「いや……もう手遅れだ。一度薬を切らせば……もはや戻ることはない」

　力を得るリスクとしてはそれでも軽いとガルダは考えている。部下を服従させるため……という理由もあったが、こうなることを望んでいたのかもしれないと……ガルダは心の奥で呟いた。

「んなら、お前を背負ってでもつれて帰る。で、こっちの赤い薬から能力除去の薬を作って、元に戻すってのが名めい案あんだな」

　ブリッツは無線を開く。端末からジンノの名前が消えていた。

「相変わらず不安定だなアイツ。ま、線の太い細いは本人の意思でどうこうできない部分もあるからな」

　戦場で落ちてしまうと、しばらく棒立ち状態にはなるのだが……その無防備な状態が一定時間続いたあとは自動的に戦場から撤退したことになる。ジンノが先ほどの状態から落ちるまでの時間は十分に過ぎていた。

　他の仲間たちも、今頃は脱出用のボートに乗り込んだ頃だろう。脱出ルートである。後部甲板から応援を呼ぶには距離がありすぎる。

　ちょうどあちらでもジンノの反応が消えたことに気づいたのか、ハナから連絡が入った。

「ブリッツ！　もう時間ないわよ！　それと、ジンノさんと人形遣いは……」

「人形遣いは……手遅れだった。だけどジンノの方はいつもの神隠しだ。こっちもすぐに脱出するから、みんな傭兵街で会おうぜ！」

　言い切るとブリッツは端末の無線をオフにした。ガルダを背負って歩きだす。広い甲板を、砂漠をさまようような気持ちで進む。ブリッツ一人なら脱出も容易だが、ガルダを背負ったままだと足がなかなか前に進まない。

　が、時間は容赦なく進み……爆音がブリッツたちの足元から響き渡った。

　巨大な船体が揺れる。底部に穴があき客船は沈没を始めた。そこかしこから火の手が上がる。燃料タンクにも火の手は回り……誘爆する。船が大きく傾いた。平へい坦たんだったはずの脱出用のボートまでの道のりがいきなり上り坂だ。

「んなろおおおおおおおおおッ！」

　必死に一歩一歩踏み込んでボートに近づいていくブリッツ。一人で逃げるだけでも困難な状態で、ブリッツはガルダを諦あきらめなかった。その手が脱出用ボートのふちにかかる。

「ふぅ……体だけは鍛きたえておいてよかったな」

　あとはガルダをボートに放ほうり込こみ、固定されているロープを備え付けの手て斧おので切断すれば、ボートは船体からパージされて脱出完了だ。

「よし、じゃあ乗っけるんで……って、あれ？　動けないんじゃなかったのか？」

　ブリッツにおぶさっていたはずのガルダが自分の足で立っている。

「どうやら、生き恥をさらしたくないという最後の願いが……かなったようだ」

　傾いた船のブリッジに、メガネの少女がぽつんと立っていた。ブリッツがガルダにつられて操そう舵だ室しつに視線を向けた瞬間……ガルダの拳がブリッツの頰ほおを捉える。そのままボートに押し込むように少年兵を殴り飛ばすと、ガルダは手斧でボートを固定しているロープを切断した。

「何しやが……」

　ブリッツの声はそこで途切れた。ボートが水面に向かって落下していく。ガルダとの距離は一瞬で引き離された。ブリッツが最後に見たガルダの表情は……しごく穏やかなものだった。




　黒煙と炎に包まれた二階のテラスにガルダは向かう。すでにジンノの姿はない。残っているのはＢＯＴの死体と……背中にショットガンを浴びて絶命した人形遣い――ホークアイの亡なき骸がらだけだった。

　ガルダは彼女を抱き上げる。

「最後くらいは一緒にいよう。やはり私には……お前が必要だった。お前がいたから強くなれたんだ……」

　そんなテラスにメガネの少女が姿を現した。

「願いは叶かないましたか？」

「ああ……もう未練はない……ありがとう」

　そうガルダが呟いた瞬間、ガルダの足元から火柱が吹き上がり……二人の体を炎が包みながら天に運び去った。

　メガネの少女は読み続けていた文庫の、最後の一ページを読みきると……本来の姿である支援Ａ．Ｉの姿に戻って呟く。

「こちらこそ、ご協力感謝いたします。今回のエピソードは次のバージョンアップにて反映させていただきますので……あしからず」

　メリーが消えると同時に、客船は海中へと引きずり込まれるように轟ごう沈ちんするのだった。
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　ＴＶテレビのニュースには連日、白はく銀ぎん騎き士し団だんの団長の顔が映っていた。今回のＥイー．Ｃシー事件でＥ．Ｃを倒したＡエー．Ｅイー．Ｓエス．Ｔテイーの資金は、すべて団長の口こう座ざから捻ねん出しゆつされたものだったのだ。

　最初は不正アクセスの被害者面づらをしていた団長だが、いつの間にか「実はＥ．Ｃを倒すための資金提供をしていた」ということを本人も言い出しており、すっかり英雄気取りだ。

　さらに追い討ちをかけるように、行政府を通して今回の戦闘が大掛かりなシナリオイベントだったと発表された。

　客船が沈んでからの収束はあっという間で、能力維持薬の倉庫は今まで一切動かなかった行政府警察が一いつ斉せい検けん挙きよし、Ｅ．Ｃに所属した傭よう兵へいたちは能力者以外は「脅おどされて協力をせざるを得なかった」ということで不問とされた。能力者も維持薬が切れてほとんどが行動不能に陥おちいり保護されることになる。

　ブリッツが持ち帰ったサンプルをもとに、行政府が能力除去薬を完成させるまで能力者たちは謹きん慎しん状態だ。保護ということにはなっているが、実質拘留されて自殺することもできないため謹慎処分のようなものだ。……しかし、能力を使ったとはいえ、普段は名前を連つらねることができないランキングに食い込んだことで、ある種の満足感を得て復ふく讐しゆう心しんから解放された傭兵も多かったとか。

　そんな中、最後までＡ．Ｅ．Ｓ．Ｔの中核だった週しゆう末まつの旅りよ団だんは、Ｅ．Ｃがかけた賞金からも解放されて、いつものＢＡＲバーでテーブルを囲んでいた。

「ごめんね。最後の最後で落ちちゃって」

「ま、無事だったんだしよかったよな」

　ジンノも復帰し、ブリッツもいつもの調子を取り戻している。テーブルに乗り切らないほどの料理が並んでいた。今回のイベントの一番のスコアラーチームということで、ブリッツたちに特別恩賞が与えられたためだ。その額は……事務所の頭金を払って一年は維持できるほどの額である。

「それにしても妙に作りこまれたイベントだったわよね？　次は私が主役よ!!」

　今回は今まで以上にブリッツの援護ができず、少し落ち込んでもいたのだが……後ろ向きのままでは強くなれないと、ハナはひそかに自分を鼓こ舞ぶしていた。

「オレッチたちが偶然にもその中心にいたわけだけど、他の野戦場でも能力者と傭兵たちのファンタスティックな戦いがあったみたいだよぉ！　いやぁすごいね本当に。そうそう、オレッチの仕入れた情報によると、ガルダと人形遣いって実はジェネシックゲームスの関係者なんじゃないかって。中身の入ったＮエヌＰピーＣシーっていうか、イベント進行要員だったみたいだねぇ」

　ウリューが解説しながらピザを専用のカッターで十六等分する。それをコットンとナスカが全員の皿に配っていった。

「そうなのか？　なんか迫はく真しんの演技だったな」

　演技には思えない……と、そんな感想を抱くのは、直接最後までガルダと接していたブリッツくらいなもので、世間ではすっかりイベントだったことになっている。

「結局世界は生まれ変わらなかった。現世は続くよどこまでも……ですわね」

　ナスカに「つっこまないからね！」とツッコミをいれるハナ。それだけでナスカは満足そうに笑ってみせる。

「パラダイムシフトが発生しなかったのは、きっとみんながこの世界を好きだから……じゃないかな？　そうだよねブリッツ？」

　ドライすぎて時々角が立つこともあるジンノだが、今日は妙みように落ち着いた優しげな雰ふん囲い気きだ。

「そうだな。ま、どんな世界になったかそれはそれで興味もあったんだが……いや、なんだよみんなして怖い顔しやがって！」

　ブリッツが肩身を狭せばめている間にも、さらに料理が運ばれてきた。そんな中、不意にコットンの端末にメールが届く。

「ん？　なんだろコレ。うわぁ……怪しい。ダイレクトメールかな？」

　差出人不明だが……そこには旅団のメンバーの名前と数字が並んでいた。一見するとそれが何を表しているのかわからない。

「うーん、変なイタズラ……ま、いっか！　今は楽しまないと損だよね！」

　コットンが料理に手をつけないシャドウの皿に、山盛りのフライドポテトを用意した。

「………………」

「好き嫌いはダメだよ？　ちゃんと食べなきゃ！　ボクも手伝ってあげるから」

　シャドウの隣からひょっこりとストレイ・シープが顔を出す。今回も旅団に絡んではいるが、やっぱり仲間に加わる気はないらしい。

「せっかくお友達になれましたのに、ご一緒できないなんて残念ですわ」

「ボクはボクでチームをつくってみようかなって思ったんだ。個人戦なら自信あるけど、今回は団体行動がダメダメすぎたし。まずは気の合う仲間探し♪　しばらくは野戦漬けかも」

　笑顔のシープがじっと、終始無言のヘルハウンドを見つめる。

「な、なんだ……つうかオレはテメェらとつるむ気はねぇんだ。今日は分け前を受け取りに来ただけだからなッ!!」

「じゃあボクとつるまない？」

「テメェにこき使われるヘルハウンド様じゃねぇんだよ!!」

「なら最初はボクのことつかってもいいよ？」

「………………死ね」

　羊になつかれて猟りよう犬けんはいつになく不機嫌そうだ。

「つうか、ヘルハウンド。ガルダは本当にジェネシックゲームスの関係者だったのか？」

「今となっちゃわからんが……実際強かった……それに面倒見も悪くねぇし、オレも世話になったと言えないこともねぇ……Ａエー．Ｓエス普及のためのインストラクターってことだったのかもしれんが……いなくなっちまった奴やつのことなんざ、もうどうでもいい……ッて、何なれなれしく話しかけてきやがるんだクソ野郎ッ!!」

　タバコをテーブルの上に押し付けてねじりこみながら火を消すと、中指を立ててヘルハウンドは席を立った。

「じゃあボクもいくね！　ねぇねぇヘルちゃんボクとチーム組もうよ！」

「ついてくるなクソガキッ！」

　二人がＢＡＲから出ると、ブリッツも立ち上がった。見送るのだと察さつしてジンノも席を離れる。

「じゃあまたな～～！」

「うん！　次は戦場でね～～♪」

　振り返って手をふるシープと、肩で風を切りながら背中を向けたままのヘルハウンド。

「ねぇブリッツ。あの二人付き合うのかな？　うまくいくといいね」

「……お前、なんか今日変じゃないか？」

「そんなことないよ。それより夜は長いんだから、今日はぱぁっと盛り上がろう！」

「お、おう……そうだな！」

　ジンノがブリッツをテーブルに引っ張っていく。こうして空から騒さわぎな夜がまた、更ふけていく。




　その祭りの後で、コットンは不審なメールの内容が気になって……その文面を見つめていた。

「これ……もしかして……」

　指し揮き車しやでデータを見ていたコットンは、それが心拍数の数値だと気づく。そしてもう一つ、奇妙な点を見つけた。

「ジンノさんの数値……ほとんど変化してない」

　マイペースなブリッツですら、ピンチのときには緊張感から数値が大きく変化する。だが、ジンノのそれはほとんど変動が誤差の範囲内で一定だ。

　この意味をコットンもブリッツたちも、まだ知る由よしもない。
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　あとがき




　ワートホグの運転は得意!!　だけど銃座に人がいないとただの的だから、お願い乗って!!　え？　心中はごめんだって？

　よくもらうメダルはＷｈｅｅｌｍａｎとＨｉｇｈｊａｃｋｅｒ!!　淺あさ沼ぬまです。いったい何のことだかわからない方は、是非Ｈａｌ○（相変わらず伏せきれない）を体験してください。

　さてさて『バトルフィールドは空から騒さわぎ！２　～人にん形ぎよう遣つかい～』いかがでしたでしょうか？　今回も個性豊かな傭よう兵へいたちが戦場を暴れまわっております。敵だったキャラが仲間になって、新たに迫せまる脅きよう威いに対抗する。なんて王道な流れを踏とう襲しゆうしつつも、相変わらずブリッツはぬるぅ～～～～くＡエーＳエスを楽しんでいるとか、いないとか。

　前作はマルチマッチングの雰ふん囲い気きを意識しましたが、今回はキャンペーンモード（ストーリーモード）のような仕上がりとなりました。

　ＦＰＳエフ・ピー・エスは対戦だけのゲームではありません！　ゲームの難易度を最高レベルにしたうえで、仲間と協力してキャンペーンに挑戦ッ!!　なんて楽しみ方もあります。コンピューターの操作する不条理な強さの敵部隊。多勢に無ぶ勢ぜい。容よう赦しやない銃弾の雨をかいくぐり、仲間と連携を取り合いながら進軍する。仲間が倒れれば復活までの時間を稼かせぎ、強敵相手には呼吸を合わせて集中砲火を浴びせる。後方の狙そ撃げき手しゆが放った銃弾が、ヘッドショットで仲間のピンチを救う！　映画のワンシーンさながらです。




　クリアする頃ころには仲間は戦と友もに。




　対戦はちょっと苦手……という人にもお勧すすめできる遊び方です。こうして培つちかった「連携しようとする意識」が、通信対戦の時にも役立ち……場合によってはチームメイトと協力して、自分より数段上うわ手てな相手を倒せてしまうこともあります。これだからやめられない！

　と、テンションがあがったところで、そろそろ本編について後記をば。

　キャラクターが相変わらず多いですが、週しゆう末まつの旅りよ団だんメンバー以外で、前回から引き続き登場しているのがヘルハウンドとストレイ・シープ。当初は脇役のはずだったのに、あれよあれよという間に主役を食う勢いで成長してしまいました。特にヘルハウンドがいい感じ。男キャラがこうもツンデレになろうとはッ!?

　さらに恋愛成分も微び増ぞうしました。ハナを中心に考えると、ヘルハウンドとブリッツによる三角関係。しかもヘルハウンド→ハナ→ブリッツと一方通行気味です。さらにブリッツなのですが、本人はゲームに夢中で女の子には無む頓とん着ちやくだけれども、ナスカとハナに好意を寄せられているのは相変わらず。戦場の恋は実るのか？

　そしてＡＳというゲームの謎も、今回で一層深まってしまったので……続刊できたらうれしいな☆　応援よろしくおねがいします～～♪

　ページも残り少ないので、恒例のスペシャルサンクスッ!!

　担当Ｋ様＆Ｈ様。Ｗチームで担当していただきました。今回はＨ様に最も寄より駅まで何度も足を運んでいただき恐縮です。あの駅は仕事で一番行きたくない駅だ！　いろんな意味でッ!!　そしてＫ様はアイドル育成を淺沼にお勧めしすぎですからッ!!

　むらたたいち王子。母性本能くすぐり上手さんめ。年末は我が家に来るがよい！　そしてＨａｌ○のＣＯＯＰ（共同プレイ）を手伝ってくださいお願いしますッ!!

　百足むかで屋やユウコ様。一巻の打ち上げのあと、某○Ｄ文庫のＣ様と二次会にいかれたとか。ど、どんだけぇ～～♪　また美お味いしいお酒をご一緒したいですッ!!

　そして、なによりこの本を手にして下さった皆様に感謝をッ!!




　二〇〇七年十月吉日。
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